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ワールドカップサッカーにおける「得点の奪い方」考
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１

（北海道教育大学）

（北海道教育大学）

（東

　

京

　

大

　

学）

はじめに

　

この種の研究は、現場での指導やチームづく

りの上に役立てるための手だてを探ることが究

極の目的である。その一つの方法としてゲーム

分析があることは論を待だない。また、ゲーム

分析は、なるべく少ない試合数（できればー試

合から）で、なんらかの示唆を得られるように

なるまで追求していかなければならないが、現

時点では、まだ基礎的段階にとどまっている。

　

ところで、一つのチームの傾向を探るために

は、なるべく短期間で、しかもある程度統一さ

れたレベルのチーム同志の試合を分析する必要

がある。前者は、メンバーが比較的固定されて

いることで、選手の違いによる試合ごとのバラ

つきをなるべく少なくする狙いがある。また後

者は、極端にレベルの違うチーム同志の戦いは、

示されるデータが、ある一つの方向に圖りすぎ

るという欠点があるからである。

　

以上の点を考慮すると、ワールドカヽツプサッ

カーは、最も適切な材料を提供してくれている

と考えられる。今回は、準決勝以上に進んだ４

チームが、攻撃の立場として、おもにどのよう

な状況でシュート（得点も含む）を打っている

か、また、守㈲の立場にたって、どのような状

況で相手にシュート（得点）を許しているかの

両面から、チームごとの特徴を検討してみた。

その結果、興味深い傾向か出たので報告する。

方

　　

法

　

1990年６月から７月にかけてイタリアでおこ

なわれた、第14回ワールドカップ（世界選手権

大会）の試合は、ＮＨＫの衛星放送を通じて全

試合が放映された。収録されたＶＴＲのうち、

和

　
　

晴

中
田
苅

田
増
戸

久

啓

彦

ペスト４まで進んだ４チームについて、予選リ

ーグ（３試合）と決勝トーナメント（４試合）

の、それぞれ全７試合を選び、当該チームの攻

撃と守備の両面の立場から、シュート場面に関

して以下の項目について確認記録した。なお、

一試合を“90分間”として統一するために、延

長戦のデータは、すべて除くこととした。

１）シュートの内訳

２）シュートの状況

　

ａ．打った位置（地域）

　

ｂ．ボールタッチ数

　

ｃ．ボールを捉えた空間

３）最終ディフェンスライン突破の方法

　

なお、シュートを打った位置の地域割につい

ては、図１のように、ゴールに近い地域から遠

い方向に向かって、それぞれ、Ｉ・Ｈ・Ⅲ・ｙ

地域とした。

結果と考察

1.シュート数と得点数の全体的傾向

　

はじめに、シュート数とシュートの内訳につ

いて、全体的な傾向を把握しておきたい。対象

となった試合（28試合）の総シュート数は601

本であり、一試合平均にすれば、両チーム合わ

せて21､5本となる。この数値は、ワールドカ､ツ

プの過去の大会に比べてもかなり低い値になっ

ている。このことは、イタリア大会での総得点

が115点（一試合平均2.21点）で、史上最低の

得点率だったことにつながるだろう。なぜなら

ば、シー､－ト数が多ければそれだけ得点数も多

いというように、シュート数と得点数は概ね相

関的な関係にあるからである。

　

また、シュートの内訳をみてみると、フィー

ルドシュートが約70％であり、ＦＫからのシ。

--
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田中，増田，戸苅

なかったが、西ドイツと同様に、いずれの状況

でも得点している。またイタリアは、得点効率

で言えば「中央突破」「ｍ地域」からが、他の

３チームに比較して高い割合を示している。さ

らに４位のイングランドは、特に目立つ特徴は

ないが、強いてあげれば「クロス攻撃」「ヘデ

ィング」「ｎ地域」の得点効率が高いと言える

だろう。

3.シュート数とフィールドシュートの内訳

　

チーム別の比較では、多かった順にあげてい

けば、全シュート数およびフィールドシュート

数ともに、西ドイツ、イタリア、イングランド、

アルゼンチンの順となる。また、ＦＫからのシ

ュートは４チーム間で大きな差はないが、CK

からのシュートは、西ドイツが多くアルゼンチ

ンが少なかった。

１

図３

　

シュートの内訳

　

一方、守備の立場にたって、相手チームに打

たれた全シュート数およびフィールドシュート

数は、いずれも、攻撃のときとは全く逆の傾向

となった。すなわち、西ドイツが全シュート数

・フィールドシュート数ともに少なく、イタリ

ア、イングランドと続き、アルゼンチンが最も

多かった。なお、多くのシュートを打たれた２

チームのうち、アルゼンチンはＦＫから、また

イングランドは、ＣＫ力ヽらの被シュートが比較

的多いと言えるだろう。

4.シュートを打った位置（地域）

　

全シュートの中から、フィールドシュートだ

けをとりだして、シュートを打った地域別にシ

ー､－ト数を表したものが図４である。
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に注目しなければならない。イタリアも、西ド

イツと同様の傾向をもっているが、西ドイツに

比べれば、若干「スケールが小さい」といった

ところだろう。また、アルゼンチンとイングラ

ンドは、全体的にシュート数が少なく、とりわ

け、Ⅲ地域からのシュートが少ないようだ。

　

また、相手に打たれたシュートの地域別比較

は、攻撃のときとは逆の傾向になっている。す

なわち、全体としては、西ドイツとイタリアの

被シュート数が少なく、アルゼンチン・イング

ランドが多くなっている。すこすごし、比較的多く

の被シュートがある２チームのうち、イングラ

ンドは、ペナルティーエリア内のＩ・Ｕ・Ⅲ地

域からの被シュートが少ないのが救いである。

またイタリアは、得点効率の高いＨ地域からの

被シュート数が、４チーム中最も少なくなって

いることは特筆すべきだろう。このようにアル

ゼンチンとイングランドの両チームは、比較的

多くのシュートを打たれているものの、決定的

な状況には追い込まれていないことがわかり、

守備の堅さが伺われ、このようなところが、こ

の両チームが、結果として、好成績をあげた要

因の一つとなっているのかもしれない。

5. DFライン突破の方法

　

西ドイツとイタリアは「突破なし」が多いば

かりでなく、他の突破方法も多く、攻撃のバラ

ンスがとれている。一方アルゼンチンは、割合

としてはスルーパスやドリブルで突破してシュ

ートを打つ「中央突破」が多いが、数からみれ

ば、中央突破からのシュートは少なく、加えて、

クロス攻撃も少ない。これに対してインプラン

トは、逆にクロス攻撃（特にＮ－クロス）が割

合として多く、中央突破が少ないようだ。

　

つぎに、相手に打たれたシュートを比較して

みると、４チーム共通して「突破なし」と、ク

ロス攻撃の中で、相手ＤＦラインを突破しない

ままクロスをあげる「Ｎ－クロス」からの被シ

ー､－トが多くなっている。「突破なし」「Ｘ -一一

ｸﾛｽ」ともに得点効率が低い項目であり、こ

れらが多いということは、それだけ守備が堅固

だったことを裏づけていると考えて差し支えな

いだろう。

　

またチーム別では、西ドイツとイタリアは中

央突破されてのシュートが特に少なく、イング

ランドは被シュート数こそ最も多いが、そのほ

とんどが「突破なし」であり、ここにも守備の

堅さを伺わせている事実がある。
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図５

　

地域別最終ＤＦライン突破方法

6｡ボールタッチ数

　

４チームとも、２タッチでのシュートは、そ

れぞれ約20％前後で大きな差は認められない。

差があるのは、ダイレクトシュートと３タッチ

以上でのシュート数の割合である。

　

西ドイツは、ダイレクトと３タッチ以上のシ

ー､一卜の割合がほぼ同じであり、均衡がとれて

いると言える。他の３チームは、ダイレクトシ

。－トの割合が多く、その分、３々ツチ以上で

のシュートの割合が少なくなっている。そんな

中でイタリアは、特にゴール付近でのダイレク

トシュートが多くなっている。一方イングラン
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５

田中，増田，戸苅

ドは、得点効率が高いｎ地域では、そのほとん

どのダイレクトシュートになっている。

　

相手に打たれたシュートに関しては、特に目

立った傾向はないが、イタリアとイングランド

は、味方ゴール付近のＩ・Ｈ地域において、３

タッチ以上での被シュートが皆無であり、この

地域で、簡単には相手にボールをもたせていな

い状況が推察される。

ト
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図６

　

ボールタッチ数

　　　

％

oo

7｡ボールを捉えた空間

　

４チーム間で特徴の差はそれほど見られない

が、他チームに比べれば、西ドイツはプラウレ

ターからのシュートが多く、イングランドはヘ

ディングシュートが多い傾向にある。また、ア

ルゼンチンも、数はともかく、割合としてはヘ

ディングシュートが若干多くなっている。

　

相手に打たれたシュートで特徴的な点をあげ

れば、イングランドは、攻撃のときとは逆に、

ヘディングシュートで打たれるケースが少ない

ようである。
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ボールを捉えた空間
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ワールドカップイタリア大会のＶＴＲから、

ベスト４に残った４チームの、予選リーグから

決勝トーナメントまでのそれぞれ７試合につい

て、おもにシュート場面について攻撃と守備の

両面の立場から比較した。その結果、各チーム

の特徴をまとめると以下のとおりとなる。

　

西ドイツ：

【攻撃】全シュート数およびフィールドシュー

ト数ともに多く、また、本研究で項目を分けた

すべての状況で得点があり、それぞれの得点効
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ワールドカップサッカーにおける「得点の奪い方」考一ITALIA'9Oベスト４－

率も高い。フィールドシュートは、遠く（IV地

域）から「突破なし」のシュートが多いが、中

央突破やクロス攻撃でｎ・Ⅲ地域に入り込んで

のシュートも４チーム中最も多い。また、ヤ休

的にグラウンダーからのシ_､－トが多い中で、

ダイレクトシュートと３タッチ以上でのｼｰ｡一

卜も割合として均衡しており、すべての面でバ

ランスがとれ、しかも理想的と言えるだろう。

【守備】被シュート数が少ない。とりわけ、中

央突破されてのシュートが少ない。

　

アルゼンチン：

【攻撃】シュート数は少ないが「クロス攻撃」

　

「ヘディング」「Ⅲ地域」は、西ドイツに劣ら

ず得点効率が高い。フィールドシュートは、全

体的に少なく、特にｍ地域からのシュートが少

ない。ＤＦライン突破方法は、割合としては中

央突破からのシュートが多いが、その数は少な

く、クロス攻撃も少ない。また、ダイレクトシ

_､一卜とヘディングシュートの割合が多くなっ

ている。

【守備】被シュート数が比較的多く、特にFK

からシュートを打たれている。フィールドシュ

ートによる被シュート数も多いが、得点効率の

高いＨ地域からは全く打たれていない。またＩ

・ｎ地域では、３タッチ以上での被シュートが

皆無であった。

　

イタリア：

【攻撃】シュート数およびフィールドシュート

数ともに多い。また、ボレー以外のすべての状

況で得点があり「中央突破」と「�地域」の得

点効率が高い。遠い（IV地域）ところから「突

破なし」のシュートが多く、しかも他の突破方

法によるシュートも多いことなど、すべての点

で西ドイツと同様の傾向を示しているが、いず

れも西ドイツに比べれば若干劣るようだ。なお、

ダイレクトシー､－ト（特にゴール前で）が多い

ことも特徴のーつとしてあげられるだろう。

【守備】全シュート数およびフィールドシュー

ト数が少ないなど、守廂の点でも、西ドイツと

同様の傾向である。

　

イングランド：

【攻撃】全体的にシュート数が少ない。各項目

別にみても特に目立った傾向はないが、強いて

あげれば「クロス攻撃」「ヘディング」「Ｈ地

域」の得点効率が高くなっている。フィールド

シュート数も少なく、特にⅢ地域からのシ。－

トが少ない。ＤＦラインの突破方法は、クロス

攻撃からのシュートが多く、中央突破からのシ

ュートは少ない。また、ダイレクトシュート（特

にｎ地域）およびヘディングシュートが多いこ

とも特徴としてあげられる。

【守備】被シュート数が多く、とりわけ他のチ

ームに比べれば、ＣＫからのシュートが多い。

またフィールドシュートに限ってみると、全体

的に被シュートが多いものの、ペナルティエリ

ア内のＩ・ｎ・Ⅲ地域のシュートが少なく、そ

のほとんどが「突破なし」からのシュートであ

るのが救い。またＩ・Ｈ地域では３タッチ以上

させてのシュートが皆無であり、ヘディングシ

ュートも打たれていない。
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サッカーの試合における

スライディングに関する分析
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言

　

サッカーの試合の中でスライディングタック

ルやスライディングによるパスは、決定的な突破

やシュートを止めたり、ルーズな場面で相手より

も先にボールを支配したり、パスするときに用い

られる重要な技術の一つである。1）’90イタリ

アワールドカ､ヽ､プにおいてもイングランドをは

じめ西ドイツ、アルゼンチン、ブラジルといっ

た強豪チームはかなりの頻度でスライディング

をしていたように思える。

　

一方、日本の試合を見ると、トヽヽ､プレベルで

はファールが多がったり、相手を傷つけるよう

な汚いタックルが多く、また普段、土のグラン

ドで行っている高校生以下のレベルでは、形式

的なスライディングや未熟なタックルが多いよ

うに思われる。

　

試合中のスライディングの分析はいままであ

まり報告されていない。

　

本研究は試合の中で行われたスライディング

について様々な角度から分析することを目的と

した。

方

　　

法

　

（1）分析対象試合

表１

　

分析対象

’９０ワールドカップー

①西ドイツ

②イタリア

③西ドイツ

④アルゼンチン

⑤イタリア

⑧西ドイツ

⑦イタリア

⑧カメルーン

⑨チヱコ

⑩西ドイツ

V S　アルゼンチン

V S　イングランド

V S

V S

V S

V S

V S

V S

V S

V S

○アルゼンチン

　

V S

⑩ユーゴ

⑩イングランド

天皇杯

V s

V s

V S

V S

高校選手権

V S

V S

V S

V S

V S

V S

V S

イングランド

イタリア

アイルランド

テエコ

ウルグァイ

コロンピア

コスタリカ

オランダ

ブラジル

スペイン

ベルギー

本田

日産

鹿児島実

東海五

大宮東

旭

帝京三
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1
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サッカーの試合におけるスライディングに関する分析

　

（2）分析方法

　

対象の試合をＶＴＲに録画し、繰り返し再生

し、以下の項目について記録した後に、集計分

析した。

１）発生時間、２）発生場所（図１参照）2）、

3）目的（表２参照）、４）結果（表３参照）、

５）部位、６）プレーヤー（天皇杯、高校選手

権のみ）

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑤

自陣ペナルティー内

自陣シューティングレンジ

自陣センターリングエリア

自陣中盤

中盤

敵陣中盤

敵陣センターリングエリア

敵陣シューティングレンジ

敵陣ペナルティー内

　　

図１

　

地域区分

表２

　

スライディングの目的

　　

１

　

相手の突破を止める

守

　

２

　

正面から相手のドリブルを止める

　　

３

　

後方から相手のドリブルを止める
備

　

４

　

相手のファースト・タッチを狙って奪う

的

　

５

　

相手のパスをカットする

　　

６

　

センターリングを防ぐ

　　

７

　

シュートを防ぐ

中

　

８

　

ルーズボールをとる
立
的

　

９

　

味方のタッチしたボールをとる

攻

　

10

　

パスを出す
撃
的

　

11

　

シュートをする

表３

　

スライディングの結果

　　　　

１

　

本人が奪う

　　

成

　

２

　

センターリングを防ぐ

　　　　

３

　

シュートを防ぐ

　　　　

４

　

本人のカットによって味方が奪う

　　　　

５

　

相手が体勢を崩して味方が奪う

ー

　

功

　

６

　

キープをミスする
寸

　　　

７

　

パスミスをする

　　

中

　

８

　

ルーズボールになる
備

　　　

９

　

ラインから外に出る（味方ボール）

　　

間

　

10

　

ラインから外に出る（相手ボール）

的

　　　

11

　

相手にキープされる

　　

失

　

12

　

パスを通される

　　　　

13

　

カットはしたが、相手にボールがいく

　　　　

14

　

シュートを防げず

　　

敗

　

15

　

センターリング防げず

　　　　

16

　

ファウルをとられる

　　　　

17

　

本人がキープする

　　

成

　

18

　

パスにできた

　　　　

19

　

味方のパスを止めれた

中

　

功

　

20

　

味方にボールがいく

　　

中

　

21

　

ルーズボールになる

立

　　　

22

　

ラインから外に出る（味方ボール）

　　

間

　

23

　

ラインから外に出る（相手ボール）

的

　　　

24

　

相手にキープされる

　　

失

　

25

　

パスにできなかった

　　　　

26

　

パスを止めれず

　　

敗

　

27

　

ファウルをとられる

　　

成

　

28

　

パスができた

攻

　

功

　

29

　

シュートができた

　　

中

　

30

　

ルーズボールになる
撃

　　

失

　

31

　

パスができない
的

　　　

32

　

シュートができない

　　

敗

　

33

　

ファウルをとられる
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図２

　

頻度の割合（前・後半）

　　　　　　

－9－

難波・中村

結果及び考察

　

（1）頻度

W-CUP

　

勝ちチームは１試合平均30.1回、負けチーム

は１試合平均25.5回であり、勝ちチームと負け

チームにおいて５％水準で有意差が認められた。

　

時間帯でみると前半の終了15分前と、後半の

終了15分前で５％水準で有意差がみられた。

　

スタイルの違いでみると、ヨーロッパスタイ

ル（西ドイツ、イタリア、オランダ、イングラ

ンド）は、16.1/前半、14.2回／後半、30.3回

／１試合であり、ラテンスタイル（ブラジル、

ウルグァイ、コロンビア、アルゼンチン) 15.0

回／前半、9.6回／後半、24.6回／１試合とな

り、トータルでは有意差はみられなかったが、

後半に５％水準で有意差がみられた。

り-CUP全体

トヨタカッ

天皇杯

高校全体

S.9 20.0 40.0

トヨタカップ

　

前半はＡＣミランが多く、後半はＡＣミラン

の一方的な試合になりその結果オリンピアが多

かった。

天皇杯

　

松下は準決勝では本田よりも少なく、18回と

あまり多くなかったが、決勝の日産戦では、48

回と分析チーム中最多を記録した。

　

決勝戦は、日産も30回とＷ－ＣＵＰの平均よ

りも多く。雨が影響していたと考えられる。

高校選手権

　

勝ちチームは１試合平均28.4回、負けチーム

は１試合平均19.6回であり、勝ちチームと負け

チームにおいて５％水準で有意差が認められた。

後半に差がみられた。

　

勝敗別にみると、今回分析したトーナメント

戦23試合中15試合において（ＰＫ勝ちを含ひ）

勝利チームの方が数多く行っていた。
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スライディングの結果

　

（5）スライディングの部位

　

Ｗ－ＣＵＰの分析時にはインステップをイン

サイドに含めていたのでＯ％になっているが、

a.a

U-CIJ⊃全体

トΞタカッフ

天皇杯

高校全体

卜CUP勝ち

べUp負け

W-CLP引き分

nCミラン

オリシビア

松下（対

本田

松下（対

日産

高校勝ち

高校負け

20.0 4ia.a

80.3 100.a

相
対
値

％

他の３大会でもそれを入れて考えると、約８割

前後がインサイド（脚の内側）を用いたもので

あった。

60.0
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スライデｆングの部位

　　　　　

ペト

80.2 1叩､０

相
対
値

％

拓

　

ｙらがsiiS

■

:;>x^'!;:zmm≫･匹･諒匹?硲:E鎚゛破聡匹ﾐ･1服゛･･･泌¨･Ｋ

　　　　　

Ｎ

　　　　　　　　　　　　　　　　　

ｉ

１け

　

ｍヅ尹.ヽ砂石レ回紀以ﾐ麗=l節欲Ｗｍ難難源忿伺笏
.'･涼認鋼四

　　　　　　　　　　　　　　　　　

１

　　　　　

・

　　　　

・

　　　

＼

|き分ド回･丼ゾ々ぴ箔飲夢設已宍諒段:煕筏派'Ｓ写談謡ＷＳａ衣

ン

　　

.:ｇs:Ｓ泌ぶぞ汐匈瑞鋸硲ぶぶj友ぶ麓箆松鎚ぷj心ぐ

　

多ぶ

　　

Ｘふ冷＾／χ

ビフ

　

mmismi;;!.分琵竹丿喉jE柳奈､片濁総陶然処罰':匹･rぎ哨ぷ漑こＮ

　

ぐ

対不圧卜乙万=ダ､友･必烈ﾌﾞ=松衣５ぶx忽扮ぷごとa

■-:.Xi■'-.^.l＼＼＼＼＼＼＼＼卜い‰　卜杉jｘχｉ｀

　　　

｜

　　　

じ二'i-y<-､･暇忿で:.箔罰ぶ汝臓‘ご洵辿ぶ笏jよ･ぷ訟ぶ片ふ:.゛■＼＼＼＼＼W、、

　

.

対巳、=.'.こ､jj,‘:;つ..|=.j
E.EEr｡､?.jC.､･､■.::-■'･;.'ヽ;支･=.=･'E‘mm;.､15,...?｡y.j､･･､･ ･にﾝ?;､ぶIj=:1‘･;jに>ife:ヽ~､ﾐヽ､､ヽ、､ヽ｀､ヽヽl、ヽ､ヽ､､、、．､、

　　　　　　　　　　　

1

　　　　　

｀

　　　

F。:･.S蛎.卿.幻msmmぷ｀･mm‘S･¥･゛｀^￥.･fum･沁余

　　　　　　　　　　　

・

　　　　

｜

　　　　　

！

　　　　　

１

ち

　

回心気球E･頴訟測妙淡白ぶ郷箔泌恥'芦匹S印加
.'t. ≪yi-'-i　　　.

け

　

Ｗ謡ﾝ諭ぶ愚ぷ匠し涙肘箭驚S斑･ぶ≒／丿‰にぶ、

　　　　　　　　　　　　　　　　　

｜

　　　　　

ｊ

　　　　　

】

|き分けmsmm･殤箆剱'ぶ筧Q忿滋参2惣.配球７郷リヰジ球笏剱

　　　　　

．

　

卜･ふぶssss?公･ぶぐ政４胎E.:ヽ､が純‥’‘．‘訟Ｅ…｀、Ｍ５‘ぷ｀・゛発’‥｀.．･.ヽ｀ヽ、､い、ヽでｚ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

；

　　　　　

Ｉ

　　　　　　　　

／／

フ:’｀･ｇys･゛゛ヽ゛‘･Ｑ゛i’^､･､゛..･.･･・

　　　　　　

.

　

・

　　　　

･.

　　

へＪ。

　　　　　　　　　　

ｌ

　　　　　

ｌ

　　　　　

ｌ

　　　　　

ｉ

　　　

ｘ

　

ヽ鯵

　

、勁‘

　

･A｀･、・・

　　

・

　　　

－－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1

　　　　　

1

　　　　　

1

　

’.乙｀゛’Ｓ、･．、※斗、

　

訟゛･乃

　　　　

．、、．･．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ｌ

　　　　　

ａ

　　　　　

；

匯涸インサイ下

　　　　　　　　　　

圀雨アワトサイド

豚多1ストレート

　　　　　　　　　　

回頚回インステップ

りち

　

ににおとり回二.万践蕊往往‰緊‥～

　　

゛

　

多拶..

1け

　

mmmmmmmi

　　

Ｎター’ジジダぷﾝﾀ．．

　

Ξニ

llき分伺ぷご談’叙践噫添糾匹Ｎ

　

ツ辻、ぢつﾝづﾀﾞﾀｰしブ一丿

　

ｚｚ，

　　　　　　　　　　

（

　　　　　

Ｓ
ン

　

y冠詞宍声A^/<--/'/ぶ≫.im＼＼＼＼＼＼＼＼＼

　

心

　　　　　　　　

７ｙ

ビフ

　

’e蛎卿妓ぶz励暇･?imm.ぷ･芯゛

対本田･=ぷ哉゛ｓ･妓ぷ忽紀箭.絨．豪難

　

Ｒ

　　　

心

　

’図多形

　

ｚ

　　　

●．●．．､．

　　

１‥

　　　　　

｜

　　　　　

’／

　　　

ｇ。．･．・

　

、洋｀･Lg．’‘ｊ

　

１

　　　　　

｀

対日。ＲＱ:’4､-.‘SS、･..:

　　　　　　　　　　　　

哨皿ジ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

｜

　　　

.’｀啄.聡ぷ勿･.ぶ剱’.･Ｓ､･jg鉉

侈

　

ｍ

　

’．．

　　　　　　　　　　　　　　　　

／‘

　　　　　

・

　　　　

Ｉ
け

　

り錨ｇ・

　

ＳＳ‘･･こｘ・ｙ｡、

　　　　　　　　　　

；

　　　　　

Ｉ

　　　　　　　　　　　

Ｉ
Ｉき分け･･’‘６=～

　　

４

　　　

：

　　　　　

’

　　　　

！

　　　　　

Ｊ

　

゛‘is?‘ ………、　･A　　　　　ヘ　　　　　　　　　　ノ　　　　ジゞ

　　　　　　　　　　

・

　　　　

；

　　　　　

ｉ

　　　　　

’
ノ

　

゛-.｀”｀.’

　　　

ぐ

　　　　　　　　　　　　　　

ジジ

　　　　　　　　　　

；

　　　　　

ｒ

　　　　　

ｒ

　　　　　

Ｌ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Ｉ

　　　　　

ヾ

　　　　　

Ｊ

　

Ｎ‘χ々

　　　

、４１

　　　　　　　　　　

ｌ

　　　　　

・

　　　　　

ｉ

圖固成功

　　　　　　　　　　

こい＝閤
圀回ﾖぢ交



難波，中村

　

（6）スライディングをしたプレーヤー

　

Ｗ－ＣＵＰ分析時には入れていなかったが、ど

のポジションのプレーヤーがスライディングを

行ったかが分かればある程度のゲームの流れが

9.0 20.0 40.0

分かると考えたが、結果的には特徴のある傾向

は出てこなかった。プレーヤーとスライディン

グの発生場所から検討すれば出るが、データ数

を増やして次の機会に検討することとした。
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スライディングをしたプレーヤー

ま

　

と

　

め

　

今回の分析から分かったことをまとめると、

１）スライディングの回数が多いチームが勝利

　

を握ることが多い。スライディングに入れる

　

体力的、精神的な強さはチームの士気を高め、

　

ペースをつかむための重要な技術的一戦術的

　

要因である。

２）中盤地域でのタックルが多く現代サッカー

　

のシステムを反映している。単独での成功率

　

は高くないが、中間的なものを含めると有効

　

な戦術である。（コンビネーションが必要）

３）脚（足）部の内側を使った基本的なスライ

　

ディングタックルが多いが、体全体を投げ出

　

してインステップを使うものもかなり見られ、

　

深さまたは速さがあるタックルが有効である。

９

相
対
値

％

本研究を通しての今後の日本サッカー界の課題

　

本研究を進める中で気づいたことをつけ加え

るならば次の４点が挙げられる。

１）芝生環境の整備推進。（長期計画、官民両

　

方への働きかけ）

２）小学校高学年、中学校段階からのスライデ

　

ィンクの正しい指導（身体の保護を考えて）

３）審判技術の向上。

４）スライディングパンツ着用の推進。
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サッカーの試合におけるスライディングに関する分析
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頻度の割合（15分毎）

　

（2）スライディングの発生地域

　

Ｗ－ＣＵＰ、トヨタカップでは高校選手権に

比べ自陣中盤や、中盤での割合が多く、最近の

ライン間を狭くして中盤からプレッシャーをか

S.9

トヨタカッこ

天呈杯

高校全体

しJ-CUP膀ち

W-CIJP負け

W-CUP引き分

QCミラこノ

オリシビア

松下（対本E

本田

松下（対町

日産

高ｷ１劣ち

高校負け

20.0 40.3

相
対
値
％

ける戦術が反映した結果と考えられる。

　

天皇杯ではさらに敵陣中盤の割合も多く日本

でも前線からのプレッシャーが基本的な考えに

なってきていると考えられる。

60.3 80. a 103.0

相
対
値
％

図４

　

スライディングの発生地域
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難波，中村

　

（3）スライディングの目的

　

４大会とも平均すると約８割が守備的な目的

のスライディングを行っていた。

　

Ｗ－ＣＵＰ、高校選手権ともに勝ちチームと

0.0 29』 40.0

負けチームの間には、カイ自乗検定の結果５％水

準で有意に同じ割合ではないことが分かった。

負けチームの方が、相手の突破を防ぐとか、ル

ーズボールをとる目的のものが多くなっていた。
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スライディングの目的

　

（4）スライディングの結果

　

４大会ともに完全な成功は３割前後であった

が、一応の目的を果たしたと考えられる中間を

含めると、高校選手権では、６割にも達し、天

皇杯でもかなり高いことから、日本ではスライ

相
対
値

％

ディングの影響は世界のトップレベルに比べる

と高いと考えられる。逆に考えると、世界のト

ップレベルでは、ファンバステンや、ブリットの

プレーにみられるように、深いタックルに適応

した攻撃技術を身につけているとも考えられる。

１３

圖囲守備的

　　　　　　　　　　　　　

販雨中間
E函回ﾖ攻撃的





第11回サッカー医・科学研究会報告書( 1991 )

　

｢サッカーの試合におけるアウトオブプレーに関する研究｣

- 1990年ワールドカップサッカーイタリア大会を中心として一

徹
弘
淳

　

光

沢
本
野

長
松
菅

Ｉ

　

緒

　　

言

　

近年、日本におけるサッカー競技人口は、低

年齢層の急激な増加も手伝い増加の一途をたど

っている。また、1992年にはプロサッカーリー

グの設立も計画されており、サッカー競技人口

の数は、今後さらに増えるものと予想される。

しかし、サッカーの日本代表チームは、1968年

のメキシコオリンピック以来１度も世界の大会

には出場できないのが現状である。また、日本

で行われる日本のチームによるサッカーの試合

における観客動員数は南米やヨーロッパ諸国の

それに比べ非常に低いものである。

　

このことを踏まえ、中山ら1)、松本2)、は現

在日本のサッカーが国外に比べ今一歩伸び悩ん

でいるひとつの原因としてプレーの連続性に欠

けているという仮設を設けて日本国内のサッカ

ーの試合におけるインプレーの研究を行なって

いぢ｀。しかし、比較対象の国外の試合について

の研究はなされていない。そこで本研究では、

1990年ワールドカップサッカーイタリア大会に

おけるプレーの連続性について戦術的な検討を

加え、先行研究との比較検討を行なうことによ

り、今後のコーチングのための何らかの指針と

なることを目的とした。

Ｈ

　

研究方法

　

本研究で対象とした試合は、1990年に行なわ

れたワールドカップサッカーイタリア大会から

無作為に選び出した10試合であった。各試合を

ＶＴＲ録画し、画面にタイマーを同期させ、イ

ンプレー及びアウトオブプレーの出現原因（種

類）及び時間を計測した。

　

アウトオブプレーの出現原因の種類は、ゴー

－15

（筑波大学体育専門学群）

（筑波大学体育科学系）

（筑波大学大学院・体育研究科）

ルキック（以後ＧＫ）、コーナーキック（以後

ＣＫ）、スローイン（以後ＴＩ）、ファウル及

び不正行為（以後Ｆ）、オフサイド（以後ＯＳ）、

ゴールイン（以後ＧＩ）である。ＧＫ、ＣＫ、

ＴＩは、本来の用途とは異なるが、本研究にお

いてはアウトオブプレーの出現原因として使用

　

次に、分析項目は、以下に示す通りである。

１）インプレーおよびアウトオブプレーの時間

２）個々のインプレーおよびアウトオブプレー

　

の時間

３）アウトオブプレーの出現原因の回数

４）アウトオブプレーの出現原因の時間

Ⅲ

　

結果及び考察

１）インプレーおよびアウトオブプレーの時間

　　

インプレーおよびアウトオブプレー時間を

　

図１に示した。

　　　　　　　　　

（図１）

　

本研究の調査した10試合において、前・後半

あわせた試合時間は、１試合平均5510.7秒（S

D133.3)、その中でインフレ一時間は１試合平

均3370.3秒（S D198.9)であり全体の61.2%、

アウトオブプレー時間は１試合平均2140.5秒

（S D180.1）であり全体の38.9%を占めてい

た。インフレ一時間についてみると、前半は１

試合平均1729.6秒（S D134.4)試合時間の56.8

％、後半は１試合平均1650.7秒（S D140.1 )で

あり試合時間の61.1%を占めていた。

　

インプレーおよびアウトオブプレーの時間、

比率ともに国内の試合とほぼ同じであり、イン

フレ一時間では国内ゲームは61.3%であり、本

研究では61.2%であった。

２）１回のインプレーおよびアウトオブプレー

　

時間

　　

１回のインプレーおよびアウトオブプレー
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インフレ一時間とアウトオブプレー時間の比較

　

時間

　　

１回のインプレーおよびアウトオブプレー

　

時間について図２に示した。

　　　

（図２）

　　

インフレ一時間が30秒以下のものは全体の

　

63.5% (前半61.2%、後半66% )を占め、61

　

秒以上のインプレーは全体の11.1％（前半

　

12.5%、後半9.7%)であった。アウトオブプ

　

レー時間力s30秒以下のものが全体の83.9% (前

　

半86.8%、後半81%)を占め、61秒以上は全

　

体の3.8% (前半3.3%、後半4.2％）であっ

　

た。

　　

１回のインフレ一時間は、国内試合に関す

　

る研究では、30秒以下が70％以上を占めてい

　

たのに対し、本研究では約60％であった。こ

　

の数値が示すとおり、ワールドカップの試合

　

は国内試合と比較し連続性があることが考え

　

られる。

　　

１［回］のアウトオブプレー時間は、本研究で

　

は61秒以上のものが国内試合に比べ、かなり

　

多くなっている。これはＦによるものがほと

　

んどであり、ワールドカップの試合では激し

　

いプレッシャー、ファウルによる負傷によっ

　

てその回復のために多くの時間を費やしたも

　

のと考えられる。

３）アウトオブプレーの出現原因の回数

　　

アウトオブプレーの出現原因の回数を図３

-16-

回

　

に示した。

　　　　　　　　　　　　

（図３）

　　

本研究の調査した10試合をすべて合計した

　

総アウトオブプレー回数は1081回（前半532

　

回、後半549回）であった。これは51.0秒（前

　

半50.3秒、後半52.5秒）に１［亘］の割合で試合

　

が中断されたことになる。その中においてボ

　

ールがフィールド外に出るアウトオブプレー

　

回数は592回、フィールド内でのアウトオブプ

　

レー回数は549回であり、それぞれ54.8%、

　

45.2%を占めていた。また、原因別の回数で

　

はＦ、ＴＩ、ＧＫ、ＯＳ、ＣＫ、ＧＩの順に

　

なっており、ファウルの回数が１番多いとい

　

う結果を得た。

　　

アウトオブプレーの総出現回数について、

　

本研究では1081回であり、国内試合の1297回

　

に比べ200回以上少なく、また１試合平均にし

　

て20回以上も少ない数値であった。また、国

　

内試合ではコントロールミスなどによるスロ

　

ーインの回数が多かったのに比べ、本研究で

　

はＦの回数が多かった。

　　

このことから、Ｆは多く見受けられるもの

　

の、ボールコントロールミスで簡単にボール

　

をフィールド外に出してしまうことはほとん

　

どなく、試合の流れは途切れることが少ない

　

ことが考えられる。

４）アウトオブプレーの出現原因の時間

ｿ訃
訃
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「サッカーの試合におけるアウトオブプレーに関する研究」-1990年ワールドカップサッカーイタリア大会を中心として一
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7ウトオブブレー出現原因時間の比較
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４）アウトオブプレーの出現原因の時間

　　

アウトオブプレーの出現原因の時間を図４

　

に示した。

　　　　　　　　　　　　

（図４）

　　

本研究の調査した10試合をすべて合計した

　

総アウトオブプレー時間は21587秒（前半

　

9822.1秒、後半11852秒）であった。その中

　

でボールがフィールド外に出るアウトオブプ

　

レー時間は10400秒、フィールド内でのアウト

　

オブプレー時間が11187秒であり、それぞれ全

　

体の48.2%、51.8%を占めていた。アウトオ

　

ブプレーの出現原因の時間における比較にお

　

いては、Ｆによるアウト寸ブプレーが最も結

　

果を得た。次いでＴＬＧＫ、ＣＫ、ＯＳ、

　

ＧＩといった順位になった。

　　

ワールドレベルではかなり激しいディフェ

ンスを行なっているためＦの回数の増加に伴

い、負傷の回復に要する時間が長く費やされ

たと考えられる。また、今回のワールドカッ

プでは警告者、退場者は過去最高であったこ

とからも分かる通り、レフェリーの厳しいジ

ャッジにより警告・退場などに時間を費やし

たこともひとつの要因であると考えられる。

I＼'

　

ま

　

と

　

め

　

本研究で対象としたﾆ1990年イタリアワールド

カップサッカー大会の試合と国内試合とを比較

した結果、インプレーおよびアウト寸ブプレー

の時間、比率についてはほとんど同じでありイ

ンフレ一時間については中山らの研究では61.3

％であったのに対し本研究では61.2%であった。

18－
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しかし、本研究では、インプレー、アウトオブ

プレーの出現回数において国内試合と比べかな

り少ない結果を得た。これは１[亘]のインプレー、

アウトオブプレーの時間が長いということであ

り、アウトオブプレー時間が長いという原因は、

Ｆによるもので負傷者の手当て等に時間を費や

したと考えられ、また１[可のインフレ一時間が

長いということは、ワールドカップの試合の方

がプレーに連続性があることになる。

　

最後に、現在日本では1992年にプロ化が予定

されており、さまざまな問題を抱えている。そ

の中でも観客動員は最も大きな課題であり、宣

伝・広告だけでなく、選手一人一人の技術のレ

ベルを上げ、プレーの質を高めることによって

ワールドカップの試合のような連続性に満ちた

試合を行なうことが必要であろう。
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イタリア代表およびＡＣミランにおける

　　　

オフサイドトラップの解析

浜松医科大学サッカー部

　

○高持

　

一矢，朝比奈俊彦，

　　

楠城

　

誉朗，高橋亮太郎，

Ｉ

　　

目

　　　

的

　

近年のサッカーにおいては、時間（フリーで

ボールを持つことのできる時間）とスペース

（フリーでボールを受けることのできる空間）

は徐々に制限される傾向にある。これは防御戦

術としてのオフサイドトラップが多用され始め

たことと決して無関係ではない。このように近

年ますます重要な位置を占めるに至ったオフサ

イドトラップについて、現在その最高レベルに

あると思われるイタリア代表とＡｃミランのパ

ターンを解析、比較し両者の特徴について考察

を加えてみた。

n

　

方

　　

法

1. 1988～1990年のイタリア代表チームの５試

　

合、1988～1989年のＡＣミランの２試合、計

　

23オフサイドトラップシーンについて

　

１）パスを出した選手の位置（守備側チーム

　　

にとって自陣内か敵陣内か）

　

２）同選手に対するプレッシャーの有無

　

３）パスの長さ（ただし、長:30m以上、中

　　

:10m～30m、短:10m以下）

　

４）オフサイドトラップにかかった人数の４

　　

項目を解析した。

2.同７試合の

　

１）１試合平均シュート数、被シュート数

　

２）１試合平均得失点

　　

について解析した。

Ⅲ

　

結

　　

果

　

表１・２・３の如くであった。各試合のイタ

リア代表とＡＣミランのディフェンダーを下記

に示す。

藤井

若木

雅人，

　

均

1) 1988年欧州選手権および1990年ワールド

　

カップイタリア代表のディフェンダー

　

・スイーパー：バレージ

　

・ストッパー：フェリ

　

・左サイドバック：マルティーニ

　

・右サイドバック：ベルゴミ

※イングランド戦のみストッパーがフェラー

　

フ

2) 1988年、ＡＳナポリ戦のＡＣミランのデ

　

ィフェンダー

　

・スイーパー：バレージ

　

・ストパッー：ガリ

　

ー左サイドバック：マルティーニ

　

・右サイドバック：タソッティ

3) 1988年、インターミラノ戦のＡＣミラン

　

のディフェンダー

　

・スイーパー：バレージ

　

・ストッパー：コスタクルタ

　

・左サイドバック：マルティーニ

　

・右サイドバック：タソッティ

　　

すべての試合において共通なのは、守備

　

のリーダーであるスイーパーのバレージと

　

左サイドバックのマルティーニである。そ

　

の他のポジションの選手についても、皆個

　

人の能力の非常に高いプレーヤーであり、

　

どのディフェンスラインも個々の実力の総

　

和という点ではすべて同等の力を持ってい

　

ると考えられる。

1.パスを出した選手の位置：イタリア代表

　

では敵陣からのパスにおいてトラップをか

　

けることが多かったが、ＡＣミランでは自

　

陣内でのパスに対しても多く用い成功して

　

いる。

2.パスを出す選手に対するプレッシャー：
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イタリア代表およびＡＣミランにおけるオフサイドトラップの解析

表1，全オフサイドトラップの分析

　　　　　

オフサイドトラップパス選手の位置

　

プレッシャー

　　　

パスの長さ

　　　　

人

　

数

　　　　　　　

成功数

　

敵陣

　

自陣

　

有

　　

無

　　

長

　　

中

　　

短

　　

１人

　

複数

(88

こ≒ム

)

　　

１

　　　　

１

　　

０

　　

１

　　

０

　　

１

　　

０

　

０

　

１

　　

０

(

ここに

)

　

２

　　　　

１

　　

１

　　

０

　

２

　　

１

　　

１

　　

０

　

２

　

０

にI昌ﾌﾟ器

　　

１

　　　　　　

１

　　　

０

　　

０

　　

１

　　　

１

　　　

０

　　

０

　　

１

　　　

０

万口冷驚

　

４

　　　　

２

　

２

　

３よ２

　　

１

　　

１

　

３

　　

１

で口に言

　

１

　　　　

１

　　

０

　　

１

　　

０

　　

１

　　

０

　

０

　

１

　　

０

回言言

　

９

　　　

２

　

７６昌２３

　

４

　

３

　

６

(

にお雪

　

５

　　　　

０

　

５

　

５

　

０

　

０

　

２

　

３

　

１

　　

４

表2，全オフサイドトラップの総計

　　　　　　

．

　　

オフサイドトラップパス選手の位置

　

プレッシャー

　　　

パスの長さ

　　　　

人

　

数

　　　　　　

試合数

　　　　　　

成功数

　

敵陣

　

自陣

　

有

　　

無

　　

長

　　

中

　　

短

　　

１人

　

複数

イタリア代表

　

５

　　　　

９

　　　　

６

　　

３

　　

５

　　

３゛

　

６

　　

２

　　

１

　　

８

　　

１

　

ＡＣミラン

　　

2

　　　

14

　　　

2

　

12

　

11

　　

1“

　

２

　

5

　

7

　

4

　

10

１例はＧＫのキック
優冨

２例はフリーキックなので除外

表3，一試合あたりのオフサイドトラップ成功数とシュート数および得失点との関係

　　　　　　　

オフサイドトラップ成功数

　

被シュート数

　

シュート数

　

失点

　

得点

イタリア代表

　　　　　　

1.8

　　　　　　　　

11.6

　　　　

12.0

　　　

0.8

　

1.４

　

ＡＣミラン

　　　　　　　

7.0

　　　　　　　

10.5

　　　　

16.5

　　

1.0

　

3.0

　

イタリア代表では時にそれを欠如している

　

がＡＣミランではほぼ完壁にそれがかけら

　

れている。

3.パスの長さ：イタリア代表ではロング

－22

（30m以上）パスが圧倒的に多いのに対し

てＡＣミランではむしろミドル( 10m～30

m）パスやシー－ト( 10m以下）パスが多

し≒



高持，朝比奈，藤井．楠城，高橋，若木

4｡オフサイドトラップにかかった人数：イ

　

ダリア代表では１人のことが多いのに対し、

　

ＡＣミランでは複数の相手選手がトラップ

　

にかかっていることが多い。

5.オフサイドトラップの１試合あたりの成

　

功数：イタリア代表に比しＡＣミランの方

　

が圧倒的に多い。

６．１試合あたりの被シ_､－ト数：イタリア

　

代表とＡＣミランの間に有意の差はない。

７．１試合あたりのシュート数：イタリア代

　

表に比しＡＣミランにおいて多い。

８．１試合あたりの失点：イタリア代表とＡ

　

Ｃミランの間に有意の差はない。

９．１試合あたりの得点：イタリア代表に比

　

しＡＣミランにおいて多い傾向あり。

Ⅳ

　

考

　　

察

　

さて、表１・２より両チームのオフサイドト

ラップは明らかにその質において異なることが

示された。パスの長さでは、イタリア代表はロン

グパスが６／９を占めるのに対しＡＣミランでは

ショートパスが7/14を占めている。またパス

を出す選手の位置もＡＣミランにおいては自陣で

あることが多い。これはたとえ自陣内で攻め込

まれている時でも用いることができるというＡ

Ｃミランの高度なオフサイドトラップが示され

ている。またパスを出す選手に対するプレッシ

ャーの有無についても、イタリア代表では時にこ

れが欠如しているのに対しＡＣミランにおいては、

フリーキックの２例を除けば11／12がプレッシャ

ー有である。つまりほぼ完壁に行なわれている

といってよい。オフサイドにかけられた敵選手

の人数は、イタリア代表は１人の場合が８／９、

複数の場合が１／９であるのに対し、ＡＣミラ

ンでは１人の場合が4 ／14、複数の場合が10／

14となっている。ここでプレッシャーの有無と

オフサイドトラップにかけられた敵選手の人数

との関係に注目していただきたい。両者には明

らかに正の相関があるように思われる。まず、

ＡＣミランでは、オフサイドトラップの際、中

盤の選手が必ずパスを出す選手にプレッシャー

をかけに行き、バックは全員で押し上げている

ので複数の相手選手を対象としたオフサイドト

ラップをかけることができている。つまり、最

終ラインと中盤の選手との意志の統一が完全に

とれているより完成されたオフサイドトラップ

といえるのではないか。一方イタリア代表にお

いては、最終ラインと中盤の選手との間の意志

の統一に不安があるため守㈲のリーダー（主に

バレージ）が個人の判断でゴールに一番近い相

手選手に対してのみトラップをかけていると読

むことができる。ここまでの分析において、Ａ

Ｃミランにおいてはイタリア代表に比してより

高度で精密なオフサイドトラップが用いられて

いることが明らかとなった。

　

さてつぎに、このようなレベルの高いオフサ

イドトラップを用いることは試合の流れにおい

てどのような効果を表すのであろうか。これに

は、シュート数、被シュート数、失点、得点を

１試合平均に直して比較してみた。まず第１に

目をひくことは、ＡＣミランはイタリア代表に

比し１試合あたりのオフサイドトラップ成功数

が圧倒的に多いことである。このような場合、

我々は当然被シュート数や失点が少なくなると

いう結果を予想したが本結果はそれに反しこの

２項目についてはほとんど差は認められなかっ

た。むしろ、驚くべきことにシュート数や得点

に明らかなる差が認められたのである。もちろ

んシュート数や得失点は、自チームの攻撃陣や

相手チームの攻撃陣、あるいはチーム全体の力

も関係してくるであろう。しかし今回選んだす

べてのチームカはほとんどが代表チームであり

また単独チームであってもＡＣミランやインタ

ーミラノ、ＡＳナポリはそれらと匹敵するチー

ムカを持っていることは周知の如くである。よ

ってオフサイドトラップ以外の要素はほぼ同一

であるという仮定のもとで考察をすすめる。本

データにおいては高いレベルのオフサイドトラ

ップを用いるＡＣミランの方がイタリア代表に

比して、１試合平均シュート数、１試合平均得

点ともに高い。これは完成度の高いオフサイド

トラップを用いることにより最終ラインをより
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上げてプレーすることが可能となりシュート数

や得点の多いより攻撃的なサヽ、カーを目ざすご

とができるという可能性が示唆されている。

　

オフサイドトラップは、サッカーのプレーの

中で最もチームワークが必要とされる戦術であ

る。選手個人のレベルではＡＣミラン、イタリ

ア代表ともに世界でトップレベルにあるはずで

あるが、既述のように両チームのオフサイドト

ラップの質には大きな差があった。イタリア代

表は「勝つ」ということに試合の目的があり、

危険なオフサイドトラップは使えなかったので

あろう。ＡＣミランには「観客を楽しませる」

という別の目的がある。オフサイドトラップを

用いることにより、中盤でのプレッシャーが強

くなり、ボールを前線で支配する機会が増える

ため、シ_､一卜の機会もそれに比例し、当然得

点も多くなる。観客はＯ対ＯでＰＫ合戦で決ま

る試合よりも、点の奪い合いとなる試合を望む

であろう。さらにオフサイドトラップはチーム

全体として用いる集団戦術であるから、普段か

ら一緒に練習することが可能であるＡＣミラン

は、国際試合等の機会のみ一緒にプレーするイ

タリア代表チームと比較すると、個人のレベル

には大きな差がないにしてもチームワークの面

でははるかに勝っていると思われる。そのため

オフサイドトラップをチャンスとみれば難しい

状況であっても積極的に用いることができるで

あろう。

　

今回は数字として示すことができなかったが、

ＡＣミランのオフサイドトラップは失敗率が非

常に低いことがわかった。そしてその理由は以

下の３点にあると思われる。

　

１）パスを出す敵選手へのプレッシャーがほ

　　

ぼ完壁にかけられていること。

　

２）ディフェンダーは全員がパスの瞬間を肌

　　

で感じるが如く敏感に感じとり、いっせい

　　

に押し上げを行っていること。

　

３）パスが出された直後には、ディフェング

　　

ーはすでにトラヽヽ､プにかかった敵選手より

　　

も自陣ゴール側に戻っていること。

　　　

オフサイドのルール改正により、寸フサ

－24

イドトラップを成功させることはより困難

になるのではないかという意見があるが、

ＡＣミランの如きシステムを用いることが

できればその心配は全くないといえよう。

　

以上示してきたようにオフサイドトラッ

プは、時間とスペースの限られた今日のサ

ッカーにおいて、素速いプレッシャーで相

手にプレーする時間を与えずまたディフェ

ンスラインを上げることによってスペース

さえも無くすることができる有効な集団戦

術であり、むしろ攻撃的な戦術である。よ

って日本代表等においても今後は積極的に

採用してゆくべきであると思われる。そし

てそのレベルがイタリア代表レベル、さら

にＡＣミランレベルにまで達することがで

きたならば間違いなく世界に通用するスペ

クタクルなサッカーになってゆくであろう。
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「スポーツのＴＶ放映における解説者の

　　　　

解説内容に関する研究」

－1990年イタリアワールドカップサッカー大会についてー

○対

松
森
菅

Ｉ

　

緒

　　

言

　

イタリアで行なわれた1990年ワールドカップ

・サッカー大会は、ＮＨＫの総合テレビおよび

衛星放送によって予選リーグから決勝トーナメ

ント決勝まで全52試合がすべて放映された。熱

狂的なサッカーファンのみならず、サッカーに

関する知識の少ない日本の一般的な人々もこの

放映を視聴したであろう。放映を視聴する大部

分はむしろ後者であり、これらの視聴者は、サ

ッカーの専門的な情報を的確に得るには単に映

像だけでは理解しにくいと思われる。このこと

からＴＶ解説者の解説の役割は非常に重要なも

のになると推察される。しかし、サッカーに限

らず、スポーツ放映の解説に関する研究はほと

んど見られない。

　

そこで本研究では、ワールドカヽヽ､プサッカー

のＴＶ放映の際、どのような解説が行なわれて

おり、どのような解説を視聴者は望んでいるか

といったことを探るために、解説者の提供する

情報と視聴者が望む情報とを比較検討した。

正
光
理

川
本
岡
野

Ｈ

　

研究方法

Ａ

　

ＴＶ解説の分析

1.対象とした試合

　　

本研究で対象とした試合は、1990年ワール

　

ドカップーサッカーイタリア大会の試合全52

　

試合中、10試合であった。試合の選出につい

　

ては、解説者が行なった実況放送の解説を分

　

析するためで５人の解説者が解説した試合を

　

各２試合ずつ、合計10試合を任意に選出した。
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2｡分析方法

　　

ＮＨＫの総合テレビジョンおよび衛星放送

　

によって放映された試合の中から選出した10

　

試合について、１試合ずつ録画されたビデオ

　

テープを再生しながら、それぞれの解説者が

　

ＴＶ放映の際に行った解説内容を書き出した。

　

それらの内容をＫＪ法を用いて分類し、分析

　

した。1）

Ｂ

　

質問紙による調査

1.対

　　

象

　　

Ｔ大学サッカー部員75名、Ｔ大学共通体育

　

（サッカー）の受講者104名について、質問紙

　

による調査を行いその結果を集計、分析した。

　

なお、サッカー部員をサッカーに関する熟練

　

者とし、共通体育受講生を初心者として調査

　

した。

2.質問紙の作成について

　　

質問用紙による調査内容は視聴者がどのよ

　

うな内容を知りたいのかを分析するものであ

　

り、（解説者が視聴者に対して適切な情報を

　

提供したかどうかを知ろうとするものであり）

　

解説内容を分析した結果よりに大別された10

　

項目についてそれぞれ５問ずつ質問を考案し

　

た。質問は合計50問とし、５点方式（５・詳

　

しく知りたい～１・知らなくてもよい）で評

　

価できるように作成した。

Ⅲ

　

結果およぴ考察

1.解説内容の分類

　　

解説者のＴＶ放映の解説内容を書き出した

　

際、ＫＪ法によって分類した各項目における
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代表的な内容を表１に示した。

　　　

＜表１

２．解析内容の分析

　　

図１は、全解説者がＫＪ法によって分類さ

　

れた10項目の内容のそれぞれについて解説し

　

ている割合を示したものである。全解説者の

　

合計では第１に、チームの技能的項目につい

　

て高い割合で解説されており、次に個人の技

　

能的項目についての解説が高い割合でなされ

　

ていた。

　　

全解説者の個々の解説内容の中で１番多く

　

解説している項目をみてみると、Ｋ．Ｋは個

　

人の技能的項目について高い割合で解説して

　

いたと考えられ、Ｋ．Ｋを除いた４人はチー

　

ムの技能的項目であった。全解説者ともチー

　

ムの技能的項目および個人の技能的項目につ

　

いてのどちらも比較的高い割合で解説してい

　

るため、さほど両者には違いはないと思われ

　

る。また、全解説者に共通してサッカーのス

　

タイルについて解説している割合が低かった

　

（図２～６）。

３．視聴者に対する質問紙の結果

　　

質問紙の作成にあたって、解説者の解説内

　

容の分析によって得た10の項目のうちの各項

　

目についてそれぞれ各５問ずつ計50問の質問

　

を用意した。

　　

これらの結果から、視聴者が最も関心を持

　

っていると思われるのがサッカーのスタイル

　

についてであると考えられ「詳しく知りたい」

　

および「知りたい」を合計した意見が75.4%

　

と非常に高いものであり、「全く知らなくて

　

よい」および「あまり知らなくてもよい」を

　

合計した意見6.4%であった。次に、関心を

　

持っている項目はチームの技能的項目である

　

と考えられ「詳しく知りたい」および「知りた

　

い」を合計した意見が73.5%と他の項目と比

　

較して高い割合で回答を得ており、「全く知

　

らなくてよい」および「あまり知らなくても

　

よい」を合計した意見が8.7%であった。

　　

以上のことから、視聴者はサッカーのスタ

　

イル、チームの技能などの項目に強い関心が

　

あることが示唆された。
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4｡視聴者の熟練者と初心者の比較

　　

熟練者および初心者に共通して言えること

　

は、サッカーのスタイルおよびチームの技能

　

的項目が他の項目に比べ、高い割合で知りた

　

い項目であることが考えられる。次に、両者

　

において違いがみられる項目はルール・レフ

　

ェリーについてである。熟練者はルール・レ

　

フェリーに関する解説をそれほど必要として

　

いないのに対し、初心者は高い割合でこれに

　

ついて知りたいという傾向がみられた。この

　

原因として熟練者はルールをすでに理解して

　

いることが考えられるのに対し、初心者にと

　

ってはサッカー特有のオフサイドなどの難し

　

いルールを解説による理解を必要としている

　

ことが考えられる。

5.解説内容の分析と質問紙の結果との比較

　　

解説者の解説内容の分析と質問紙の結果を

　

比較検討してみると、全解説者は視聴者が最

　

も関心を持っているサッカーのスタイルにつ

　

いて共に低い割合で解説を行なっていること

　

がわかる。このことについては、解説者が行

　

なう解説がその場で起こるプレーについての

　

解説に圖る傾向かあるため、それ以外の項目

　

についての解説を行なう割合が低くなること

　

が推測される。この場合のサッカーのスタイ

　

ルには、各国のサッカーの特徴、地域による

　

サッカーの違いなどが含まれ、視聴者が望む

　

解説は必ずしもその場で起こるプレーについ

　

てではないことが考えられる。

　　

次に視聴者が関心を持っているチームの技

　

能的項目については、全解説者共に高い割合

　

で解説を行なっている。この点について解説

　

者の解説内容と視聴者の要求する内容とが一

　

致しており、ニーズに応えているといえよう。

　　

加えて、他の点についての視聴者のニーズ、

　

すなわち視聴者の要求する内容に合った解説

　

を行なうには、解説者は各国のサッカーのス

　

タイルについての解説をもっと詳しく加える

　

ことが好ましいと思われる。さらに、初心者、

　

未経験者にとって理解することが難しいと考

　

えられるルール（オフサイドなど）について
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簡単にわかりやすく解説を加えることは必要

不可欠であることが推察された。

TV

　

ま

　

と

　

め

　

本研究では1990年にイタリアで開催されたワ

ールドカップサッカー大会におけるＴＶ解説者

の行なった解説内容を分析し、視聴者の求める

解説内容とを比較検討することによってＴＶ解

説の役割を明らかにすることを目的とした。上

記の目的のため、解説者５人が放映の際に行な

った解説内容をＫＪ法によって分類し、分析し

た。さらに、視聴者の求める解説を質問紙法に

より集計分析し、両者の比較検討を行なった結

果、次のことが明らかになった。

　

（1）解説者が解説した内容は、チームの技能

　　

的項目についてが最も高い割合で解説され

　

ており、次いで個人の技能的項目について

　

が高い割合でなされていた。全解説者各々

　

の解説内容についてはそれほど大きな違い

　

はなかった。

（2）視聴者が最も関心を持っていると思われ

　

る項目は、サッカーのスタイルであると考

　

えられ、次いで関心を持っている項目がチ

　

ームの技能的項目であると考えられる。

（3）視聴者の求める解説を行なうには、解説

　

者はサッカーのスタイルについて詳しく解

　

説を加えることが必要であると考えられる。

参考文献

１）川喜田二郎

　

続・発想法

　

中央公論社

　　

1978.

表１

　

解説内容の分類

チームの心理的項目

・セーフティーリードなので一人一入､余裕がある。

・イングランドは、頑張りには冴えたる選手がいますからね。

・カメルーンの選于は緊張してます。開幕戦というのは晴MI的に非常に緊張す

　

るものなんですよ。

チームの岐能的項ｎ

　

ルーマニアは中盤で短くつなぐ、アイルランドは中盤なしで艮いバスがでる

　

という非常に幻家的なゲームです。

・ブラジルのデ４フェンダーは貞ん中がリカルドとモーゼル、バウロガルボン

　

が完企にスイーパーという感じですね。

・ユーゴは、いままでソーンデ｛フェンスでやってきたんですが、今Ｈはマン

　

ツーマンデｆフェンスでやってます。

チームの体力的項目

・しかし、本部こ疫れているんですね。辿続して勣く選手がいなくなりました

　

ね。伎ろからの抑し上げも肌いですね。

一一片前は、試合巾に水を飲む･なといわれてたんですが、今ではこまめに水を

　

とります。

・スペインの選手のなかでI 8 Ocn以上の選手はゴールキーパーとミッチェル

　

だけです。

個人の心刑1的項Ｕ

・監督としては、変えるか変えないか迷うとこなんですよ。もらろんやれるな

　

ら変えたくはないんですがケガの配峻がわかりませんから。

・センターサータルのなかにいる迦Ｆを見ていると山自いですね、兄そいない

　

逃手とキックを昆ている選ｆがいます。あれでだいたい気の強さが判断され

　

ます。

・女甘した選手は、こういうときは余裕ですね。

個人の技能的唄11

・ゴールキーバータファレル心く厦心しました。キャッチングもしっかりして

　

いますね。

・今のパスカットもバレーシですね。やはりパスのでてくるところを読んでま

　

すね。

・しかし、プレーメは4べilにうまいでｔわ。３・５・２システムのサイドの巾

　

レＦみたいな選ｆですわ。

個人の体力的項目

・バーンズ送手等は少し身体が重たそうですね。

・しかし、マテウスという選手はILまっているときがないですね。

・マラドーナの身体は非常に分以いですね。壊れないように鍛えら1口二身体で

　

すね。

レフｘリー・ルーJレ

・このレフェリーは、昨年のIll外最優秀レフェリーです。

・今走った選手はオフサイドではありません。迎サイドにいたクリンスマンが

　

オフサイドです。

・今大会、特にが後からのチャージは厳しくとらわます。

スタジアム・観衆

・サンシーロスタジアム、先ほどからスライディングをすると芝がポコツとい

　

くのは下がそんなに固くないということですわ。

・スウェーデンが点をとるとバイキングの格好のぺたらが踊りだすんでしょう｡

・こちらの芝は日本の高麗芝と違って非常にやわらかく、生え揃っていると本

　

当にじゅうたんのようですね。

各国のサ。カーの特徴

・今までのアフリカのチームは、一入､一人､の力は非帛に素晴らしいものを持っ

　

ていながらそれが糾織というものにうまくつながっていかなかったのだが、

　

今はうまくいっていると思う。

・スコットランドの選手はだいたいイングランドリーグで活躍しているのでい

　

つも兄ることができ、チームをまとめやすいと思いますよ。

・カメルーンの洒躍、エジプトも頑張った。そういう巾でアジアのチームが同

　

をしなければならないかこういうゲームを兄ているとわかるんですよね。

　

その他

　

・報心陣たちが一番染ま９だのがマラドーナでし↑こ。なんといってもスーパー

’゛スターですよ。前II卯）ＭＶＰですからね。

　

・サッカーは目でやるもんじゃないといいますが、グラウンドのなかでは糾川

　　

いってますよ。

　

・今のボールは弾みますぬべね、

27－
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はじめに

コートサイズの違いからみた中学女子サッカー選手

の運動強度と各種技術使用頻度について

利
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（帝京大学理工学部）

（雀宮中学校）

（

　　　　

z/

　　　　

）

　

近年、わが国の女子サッカーの競技人口は飛

躍的な伸びを示しており、また競技力も北京ア

ジア大会の銀メダル獲得にみられるように、大

きく向上している。しかし女子サッカーの調査

研究についてみると、サッカー外傷及び障害を

中心としたスポーツ医学関係の報告は多くなっ

てきているものの8)11)12)14)19)、生理学的研

究、トレーニング法、指導法等の観点からの報

告は男子と比べると極端に少なく、今後、積極

的に解明しなければならない分野である。

　

こうしたなかで、本研究はサッカーの練習で

広く行われている異なったコートサイズでの練

習ゲーム(フルコート、ハーフコート、士コー

ト)中の運動強度を心拍数の面から明らかにす

ること、あわせてこれら３種類のゲーム中の技

術使用頻度をキック、トラップ、ドリブル、ヘ

ディングの面から観察し、これらの資料から今

後の中学女子サッカー指導の手がかりを得よう

としたものである。

研究方法

1.被検者及び測定期間

　　

被検者としては、栃木県の中学女子サッカ

　

一大会では常に上位の成績を収めている宇都

　

宮市立雀宮中学校の女子サッカー部員30名の

　

なかから、主力選手として活躍しているFW

　

２名、ＭＦ２名、ＤＦ２名の計６名（13～14

　

歳）を対象とした。これらの被検者のサッカ

　

一歴は約２年であり、週１日の休みを除いて

　

は、１日約２時間の練習を行っている。

　　

被検者の身体的特徴は表１の通りであり、

　

また表２は磯川ｏ、堀口ら2）の測定方法に準

　

拠して実施したスキルテスト（８の字ドリブ

　

ル、ジグザグドリブル、プレースキック、ス

　

ローイン、リフティング）の結果である。

　　

測定は公式大会及び練習試合に支障のない

　

範囲で、平成２年10月～11月の土曜日、日曜

　

日、同校グラウンドで実施した。

2.コートサイズ、選手数及び試合時間

　　

各コートサイズでの練習ゲームは、図１の

　

ように両チームの総合力がほぼ均等になるよ

　

うレギラー選手を分散させて行ったが、その

　

際のコートの大きさ、選手数、試合時間は以

　

下のようであった。なお各ゲームともキック

　

オフ時のポジションだけ指示し、他の条件は

　

つけていない。

　

１）フルコート

　　　

縦100 m、横64m、選手は11対11、試合

　　

時間は25分ハーフ。

　

２）ハーフコート（士コート）

　　　

縦64m、横50mで、選手はＧＫを含め８

　　

対８、ハンドボール用のゴール使用、試合

　　

時間は25分ハーフ。

　

３）豹づ

　　　

縦50m、横32mで、選手はＧＫを含め６

　　

対６、ハンドボール用のゴール使用、試合

　　

時間は25分のみ

　　

これらのなかで、ハーフコート、十コート
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表１

　

被検者の身体的特徴

　　　

項

　

目

　　

身

　

■

　　　　

体

　

重

　　　　　　　　　

皮

　　　　

●

　　　　

厚

　　

(mm)

被検者

　　　　　　

(cm)

　　

(kg)

　　

上

　

腕

　　

屑甲骨下角

　　

騰骨稜

　　　

臍

　

部

　　　

Ｍ．１

　　

１５８．2　　　51.0　　　14.8　　　13.4　　　13.5　　　13.0

F W

　　　

J . T　１ ６４．5　　　54.0　　　14.8　　　10.5　　　11.5　　　14.0

　　　

T．1

　　

14 8.0　　　5 3.0　　　15.0　　　15.0　　　14.5　　　17.0

M F

　　　

M. K　15 8.2　　　5 6.3　　　18.5　　　17.0　　　18.5　　　17.5

　　　

F．１

　　

１６２．2　　　53.0　　　14.2　　　13.8　　　15.8　　　13.0

D F

　　　

T. T　１ ６４．0　　　52.0　　　11.0　　　12.5　　　11.6　　　15.0

　　　　　

又

　　

１５９．2　　　53.2　　　14.7　　　13.7　　　14.2　　　14.9

合計

　　　

Ｓ

　

Ｄ

　　

6.12

　　　

1.82

　　　

2.39

　　　

2.21

　　　

2.67

　　　

1.96

表２

　

被検者のスキルテスト結果

　　　

項

　

目

　

８の字

　　　　

ジグザグ

　　　

プレース

　　　

スローイン

　　　

リフティング（窮／分）

　　　　　　　　

ドリブル

　　　

ドリブル

　　　

キック

被検者

　　　　

（目/30秒）

　　　　

（秒）

　　　　

（ｍ）

　　　　

（ｍ）

　

インステップ

　

大

　

醵

　

部

　　　

Ｍ．1

　　

1 0. 0　　　2 9.7　　　2 3.0　　　1 3. 6　　　　１８　　　　　　６８

F W

　　　

J. T　　1 0. 5　　　3 1.0　　　2 8.5　　　14.2　　　　１３　　　　　　２２

　　　

Ｔ．1

　　

11.5

　　　

2 8.1　　　2 8.4　　　1 7. 7　　　　８０　　　　　１３２

M F

　　　

M. K　　10.0　　　2 9.2　　　2 4.3　　　1 7. 1　　　　　６３　　　　　１３０

　　　

Ｆ．1

　　

10.0

　　　

2 9.9　　　3 1.6　　　10.０　　　　　　５　　　　　３１

D F

　　　

T. T　　　８．5　　　3 1.8　　　2 1.0　　　1 3. 3　　　　　１３　　　　　７７

　　　　

又

　　　

1 0. 1　　　3 0.0　　　2 6.1　　　　1 4. 3　　　3 2.0　　　1　6. 　1

合計

　　　

Ｓ

　

Ｄ

　　

0.9 7　　　1.3 1　　　4.0 0　　　2. 8 1　　3 1.34　　4 7.02

での選手数については、従来、サパ

ーチンクスクールの指導でよく用いられる制

限区域と人数等を参考に決定した。また試合

時間については、地域の中学女子サッカー大

会で一般的に採用される25分ハーフとしたが、

士コートゲームでは25分間だけである。これ

32

　

はコートが小さくなればなるほど、攻撃と守

　

㈲の切り換えが速くなるため、強度的に前後

　

半の測定は困難と判断したためである。

3.心拍数の測定及び各種技術使用調査

　　

各種ゲームの中の心拍数測定(23°C～27で）

　

は、竹井機器製の「心拍メモリー装置り幅６
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図１

　

コートサイズと機器装着者

cｍ、長さ10cm、厚さ2.5cni、重量130 g )」6

台を用い、これらの機器をプレーに支障のな

い腰部に装着し実施した。測定後のデータ処

理も同社製の「ハートレートアナライザー」

で行った。なおこの心拍メモリー装置の装着

にあたっては、機器装置による精神的動揺を

なくすため、本調査に先立ち１～２日間の練

習を行い慣れさせた。

　

各種ゲーム中、この心拍メモリー装置を装

着している被検者（図１の黒丸印と黒三角印）

には、控え選手がマンツーマンでコート外か

ら、キック（ショート等も含む）、トラップ、

ドリブル、ヘディングの各技術使用回数につ

いて、独自に作成した調査用紙に観察記録し

た。

結果及ぴ考察

　

フルコートでのゲーム中の心拍数測定やハー

フコートあるいは士コートという、いわゆるミ

ニゲーム中の心拍数測定はこれまでに多数行わ

④Full court

　　

(100×6Am)

(D 1/2 court

　　

(64×50m)

0 1/４　court

　　

(50×32m)

:)
Subjects

れている1)5)7)9)15とまたゲーム中の技術使用回

数に関する調査も、ゲーム分析の１つとして各

種全国大会や国際試合等を対象に数多く発表さ

れているe)l3)l7)l8)20)。

　

しかしながら、これらの研究はほとんどが男

子サッカーについての報告であり、また内容的

にも同一被検者を対象にして、コートサイズを

変えて各種ゲームを行わせ、その時の心拍数や

技術使用回数の変化などを含めてまでは検討し

ていない。

　

これらのことを踏まえて、本研究では中学女

子サッカー選手を対象にして、今回は日常の補

習形態のなかで広く行われているフルゲーム、

ハーフゲーム、士コートゲーム中の心拍数及び

技術使用回数を測定観察したものである。

　

表３は３種類の練習ゲーム中の個人別、ポジ

ション別、そして被検者全員の平均心拍数を、

前半、後半、前後半(士コートでは前半のみ)

に分けて示したものである。また図２はこれら

ゲーム中の被検者全員の心拍数変動(上段ＦＷ、

－33
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表３

　

コートサイズの違いからみた心拍数結果

　　　

項目

　　　　　　　　

各ゲーム中の£4白敵

　　　

（拍／分）

　　　　　　　　　

フルコート(llvsll)

　　

1／2コート(8vs8)

　　

1／4コート(6v36)

　　　　　　　　　　　

（25分ハーフ）

　　　

（２５分ハーフ）

　　　　　　

（２５分）

被検者

　

（人数）

　　　

前

　

半

　

後

　

半

　

哨後半

　

前

　

半

　

後

　

半

　

前後半

　　　　

前

　　　

半

　　　

Ｍ.1

　　

156.0

　

153.6

　

154.8

　

148.2

　

160.8

　

154.5

　　　　　

161.4

　　　

J. T　162.0　153.6　157.8　153.0　166.8　159.9　　　　147.6

FW

　

（2）

　

又

　　

159.0

　

153.6

　

156.3

　

150.6

　

163.8

　

157.2

　　　　　

154.5

　　　　

S

　

D

　

15.22

　

16.34

　

16.01

　

13.35

　

lO.SO

　

13.86

　　　　

13.65

　　　　

T.1

　

1T7.6

　

185.4

　

181.5

　

180.6

　

186.6

　

183.6

　　　　　

1!90.8

　　　　

M. K　183.6　180.0　181.8　172.2　172.2　172.2　　　　　174.0

MF

　

（2）

　

又

　　

180.6

　

182.7

　

181.7

　

176.4

　

179.4

　

1T7.9

　　　　

182.4

　　　　

S

　

D

　　

9.70

　

9.73

　

9.78

　

11.14

　

10.4(　10.87

　　　　

12.09

　　　　

F.1

　

174.0

　

16S.2

　

171.6

　

172.8

　

177.0

　

174.9

　　　　　

169.2

　　　　

T. T　162.6　160.2　161.4　177.0　188.4　182.7　　　　　183.0

DF

　

（2）

　

又

　　

168.3

　

164.7

　

166.5

　

174.9

　

182.7

　

178.8

　　　　　

176.1

　　　　

S

　

D

　

16.73

　

15.54

　

16.24

　

13.30

　

11.32

　

12.90

　　　　

U.06

　　　　　

－

　　　　　

X

　　

169.3

　

167.0

　

168.2

　

167.3

　

175.3

　

171.3

　　　　　

171.0

合叶

　

(6) S　D　16.70　18.62　17.72　17.37　13.64　16.11　　　　17.!X）

中段ＭＦ、下段ＤＦ）であり、実線はフルコー

ト、点線はハーフコート、太い実線は十コート

を示している。

　

コートサイズ別に被検者６名の平均心拍数を

みると、フルコートでは168拍／分、ハーフコ

ート（士コート）では岬片白／分、十コートでは

171拍／分とほとんど同じであったが、ポジショ

ン剔にみると、フルコート（前後半）、ハーフ

コート（前後半）、十コート∩折半のみ）とも

ＭＦが181拍／分、177拍／分、182拍／分と最

34

も高い値を示し、次いでＤＦの166狸ト分、178

拍／分、176拍／分であり、最も低かったのはＦ

Ｗの156拍／分、157拍／分、15肘白／分であった。

　

本研究における各種ゲーム中の心拍数の結果

∩68～17甘白／分）は、さきに著者ら3）が報告

した中学女子サッカー選手( FW5名、MF 5

名の計10名を対象として、50 m X 35 mのコート

で心拍数測定）の値と比べるとわずかに低い値

であったが、卜研究と同年齢の男ｆサッカー試

今について報告している滝ら叫の値と比べると
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中学女子サッカー選手のコートサイズ別心拍数変動

ほぼ一致するものであった。

　

また本研究の目的であるコートサイズの違い

からみた心拍数の差違は、ＤＦにおけるフルコ

ートとハーフコート及び士コートの間には大き

な差がみられたが、ＦＷ、ＭＦにおいては３種

類のコートサイズともほとんど同じ値であった。

ＤＦの心拍数がフルコートのゲーム中よりハー

フコート及び士コートで高くなっだのは、表４

及び図３にみられるように、全体としてはゲー

ム中の技術使用回数の増加とも関係するが、そ

れ以上にボールには触れないまでも頻繁なポジ

ション修正による動きの増大が大きく影響した

ようである。これに対して、ＦＷやＭＦの心拍

数が３種類のコートサイズともほぼ同じであっ

だのは、コートサイズの縮小とともにキックや

トラップ回数は増加したものの、心拍数の増加

に最も影響を与えるドリブル使用回数が、FW

ではフルコートの方が多く、またＭＦでは各コ

ートサイズ間に大きな差がみられなかったこと

35－

40

４０

４０

M

so

５０

to

60

６「

などが考えられよう。

　

こうしてみると、これまで男子の試合中の心

拍数では、フルコートでのゲームよりコートサ

イズを縮小したミニゲームの方が高いと報告さ

れているが､5）本研究のようなサッカー歴約２年

の女子レベルでは、各ポジションともすべてコ

ートサイズの縮小とともに高くなるとは言えな

いようである。なぜならばコートが狭くなるほ

どスペースがなくなるため、ドリブルよりはキ

ックを使用してしまうからである。

　

また従来、コートサイズを縮小したミニゲー

ムはボールタッチ数が多くなるため、各種技術

を身につけられるとされているが、本研究のレ

ベルでは、ゲームに条件をつけないと必ずしも

指導者側の意図する効果はあからないことも、

本研究のコート別技術使用回数の結果から推察

できる。このことは、これまでサッカーの指導

で強調されている「場や条件の設定」とも密接

に関係してくる問題である。1o）
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コートサイズの違いからみた巾学女子サッカー選手の運動強度と各種技術使用頻度について

　　　　　　　

表４

　

コートサイズの違いからみた各種技術使用頻度

　　　　　　

枝

　

衛

　　　　

キック

　　　　　　

トラフグ

　　　　　　

ドリブル

　　　　　　

ヘデ４ツダ

　

被検者

　　　　　

前半

　

後半

　

前半

　

後半

　

前半

　

後半

　

前半

　

後半

　　　　　　　　　

Ｍ．１

　　　

９

　　　

１１

　　　

１４

　　　　

６

　　　

１７

　　　

１０

　　　　

１

　　　　

０

　　　　　　

FW

　　　　　　　　　

J. T　　　９　　　１０　　　１３　　　１０　　　１２　　　　８　　　　０　　　　３

　　　　　　　　　

T. 1　　ｌ０　　　２５　　　　８　　　　０　　　１０　　　　９　　　　３　　　　０

　　　　　　

MF
フル

　　　　　

M. K　　２３　　　１９　　　１７　　　１２　　　１５　　　１３　　　　０　　　　１

　　

コート

　　　　　　　　　

Ｆ．１

　　

２３

　　　

１６

　　　　

１

　　　　

２

　　　　

１

　　　　

０

　　　　

０

　　　　

０

ua㎞６４）ＤＦ

　　　　　　　　　

T. T　　１０　　　　８　　　　２　　　　２　　　　０　　　　１　　　　０　　　　０

　　　　　　　　

又

　　　

14. 0　　1 4. 8　　9．２　　５．３　　９．２　　６．８　　０．７　　０．７

　　　　　　　　

SD

　　　

6. 9 9　6. 4 3　　6. 6 2　　4. 84　　7. 1 4　　5. 1 9　　1. 2 I　　1. 21

　　　　　　　　　

M．１

　　

２８

　　　

３８

　　　　

５

　　　　

６

　　　　

５

　　　　

６

　　　　

０

　　　　

１

　　　　　　

FW

　　　　　　　　　

J. T　　１４　　　１９　　　１３　　　１８　　　　９　　　　４　　　　４　　　　０

　　　　　　　　　

Ｔ．１

　　

２８

　　　

３８

　　　　

９

　　　　

２

　　　

１８

　　　

２７

　　　　

７

　　　　

３

　　　　　　

MP

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

一一

　

１／２

　　　　　

M. K　　２８　　　２３　　　１８　　　１３　　　日　　　１５　　　　０　　　　１

　　

コート

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ー

　　　　　　　　　

Ｆ．１

　　

２０

　　　

２３

　　　　

２

　　　　

１

　　　　

２

　　　　

０

　　　　

１

　　　　

０

（６柚>S(W DF

　　　　　　　　　

T. T　　　８　　　１３　　　　３　　　　３　　　　０　　　　０　　　　１　　　　０

　　　　　　　　

又

　　

２１．０　2S. 7　　８．３　　７．２　　７．５　　８．７　　２．２　　０．８

　　　　　　　　

SD

　　　

8. S6　1 0. 2 3　6. 2 5　6. 8 5　6. 6 0　I 0. 5 4　　2. 7 9　　1. 17

　　　　　　　　　

M．１

　　

２０

　　　　　　　

１２

　　　　　　　　

７

　　　　　　　　

１

　　　　　　

FW

　　　　　　　　　

J. T　　２３　　　　　　　　２２　　　　　　　　　８　　　　　　　　　０

　　　　　　　　　

Ｔ．１

　　

４０

　　　　　　　　

１７

　　　　　　　　

１７

　　　　　　　　　

４

　　　　　　

MF

　

１／４

　　　　　

M. K　　３９　　　　　　　　２４　　　　　　　　１４　　　　　　　　　４

　　

コート

　　　　　　　　　

Ｆ．１

　　

２１

　　　　　　　　　

７

　　　　　　　　　

０

　　　　　　　　　

０

ａ㎞t32a) DF

　　　　　　　　　

T. T　　１９　１　　　　　　　７　　　　　　　　　０　　　　　　　　　３

　　　　　　　　

又

　　

２７．0　　　　　　I 4. 8　　　　　　　7．７　　　　　　　２．０

　　　　　　　　

SD

　　　

9. 7 8　　　　　　7. 3 6　　　　　　7. 00　　　　　　1. 90

　

本研究はサッカー歴約２年の女子を対象とし

た測定であるが、今後はトップクラスの女子選

手ではどうなのか、また競技歴が浅くとも各種

ゲームに条件を加えた場合にいかなる変化を示

すのかなどについても、指導法を含めて検討す

る必要がある。

ま

　

と

　

め

　

中学女子サッカー選手６名（競技歴約２年）

を対象に、フルコート、ハーフコート、士コー

トと３種類のゲームを行い、その時の心拍数及

び各種技術使用頻度を測定・観察したところ、

以下のような結果が得られた。

　

①被検者６名の平均心拍数は、フルコートで

168拍／分、ハーフコート、土コートでは171

拍／分とほとんど同じであった。ポジション

別にみると、ＤＦにおいて、フルコートでは

166拍／分であっだのが、ハーフコートでは

178拍／分、士コートでは176拍／分とコート

サイズの縮小とともに約10拍／分の上昇が認

められた。しかしＦＷ、ＭＦにおいては各コ

ートサイズともほぼ同じ心拍数であった。

②

　

コートサイズの違った３種類のゲーム中

の各種技術使用頻度をみると、コートの縮小

とともにキックやトラップ回数は大幅に増加

したものの、ドリブルはＦＷでフルコートの

方が多く、ＭＦでは各ゲームとも差がみられ

なかった。
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体力的側面からみた女子サッカーの特性

加

　

納

　

樹

　

里（中央大学兼任講師）

〔はじめに〕

　

サッカーは世界で最も盛んなスポーツの一つ

であるが、長らく典型的な男性のスポーツとみ

なされてきた。ところが、近年、競技としての

女子サッカーが盛んになり、わが国でも1989年

から日本女子サッカーリーグがスタートするな

ど、ここ数年来急速な発展をとげている。しか

し、興味本位から脱却し、真にスポーツとして

女子サッカーが認められるようになったのはご

く最近のことであり、これに関する資料は僅少

である。

　

男子のゲームや、サッカー選手に関する研究

は数多いが、特に体格・体力面での性差を考慮

すると、それらをそのまま女子にあてはめる事

はできない。

　

サッカーのパフォーマンスは、間欠的に発揮

される高いパワーを支えるエネルギーと、それ

を長時間持続するエネルギーとに支えられてお

り､24）かつそのエネルギーをいかに発揮するか

（技能）によって決定する。

　

したがって、選手各人の身体資源の大きさや、

試合で要求されるエネルギー量を把握しておく

事は、今後のトレーニングや練習計画に必要不

可欠であると考えられる。

　

そこで、特に体力的側面から、女子のサッカ

ーの特性を知り、より有効なトレーニングを検

討する目的で、以下の点について測定をおこな

った。

〔方

　　

法〕

測定Ｉ：女子サッカーゲームの運動強度

Ｉ－ａ：選手の移動距離

　

対象とした試合は、1990年３月第11回全日

本女子サッカー選手権大会準決勝（清水FC.

ＶＳ．新光精工クレール）、同年５月日本

女子サッカーリーグ第５節（読売ベレーザ

－39－

ＶＳ．田崎真珠神戸ＦＣ）、（日産Ｆ Ｃ．

ＶＳ．鈴与清水ＦＣ）、同７月第11節（読売

ベレーザ

　

ＶＳ．鈴与清水ＦＣ）、（新光精工

クレール

　

ＶＳ．日産ＦＣ）の計５試合、延べ

16選手であった。

　

計測は、１名の選手に原則として２名の測

定者が交代で、スタンドの高所などからグラ

ンドの縮図上に、線で移動軌跡を記入する筆

記法3）､４）を用いた。収集した資料から、後日

キルビメーターを利用して、移動距離を計測

換算した。

Ｉ－ｂ：試合中の活動水準

　　

測定ｎの最大酸素摂取能力測定時にえた心

　

拍数一酸素摂取量の関係式にもとづき、心拍

　

数から試合中の酸素摂取水準を推定した。

測定ｎ：女子サッカー選手の体格・体力

　

女子大学サッカー選手を被検者として、別表

（表３）の通りの測定を行った。

　

最大酸素摂取能力は、傾斜３度のトレッドミ

ル上で速度漸増法により測定した（初期速度

l20m/min 9分までは、３分毎に、その後は１

分毎に20mずつ速度を漸増してExhaustion

に至る八

　

最大無酸素パワーは、電算器内臓型のコンビ

社製パワー・マックスＶを用い、３回の漸増負

荷下での10秒間全カヘダリングにより計測したが）

〔結果及び考察〕

Ｉ－ａ：

サッカーゲーム中の選手の移動距離については、

外国ではReillyj）Witherｓ2）等が、また本邦で

はメキシコオリンピック予選当時から、戸苅､４）

大橋､3）山中5）等が、移動内容も含めた詳細

な分析を、男子の各層を対象にして行っている。

女子サッカーの歴史は浅いだけに、女子に関す

るデーターはほとんどみられないが、第10回の

医・科学研究会で、小林等6）が社会人でおよ



体力的側面からみた女子サッカーの特性

そ600m/5分、大学生で500m/5分との値を

報告している。

　

今回測定対象としたのは、女子リーグの中で

も日本代表経験を有する選手ばかりであったが、

40分ハーフ１試合の平均移動総距離が8700m、

5分当たりで542 m であった。この値を1977～

80年当時の男子を対象とした大橋等4）の報告と

照合すると、中学生（533m／5分）と高校生

（573m／5分）のトップレベルの中間程度に位

置する。

　

本研究の例数は少ない上、移動距離は試合内

容（攻防の割合）、ポジシ。ン等の影響を強く

受ける事を充分に考慮する必要があるが、社会

人女子一流選手の一応の傾向をとらえる事はで

きたと思われる。今後現場のトレーニングに還

元していくためには、移動スピードなどを含め

たゲームの質的分析も必要になろう。なお、卜

来であれば、体力測定を実施した大学選手につ

いて、移動距離を計測したいところであったが、

女子大学生の大半の試合は、不備なグランド環

境下でおこなわれているのが現状であり、測定

を断念せざるをえなかった。

n- b：

　

男子のゲーム中の心拍数については、従来幾

多の研究がなされており、成人・大学生の試合

中心拍数は、およそ150～190/minの間にあり、

心拍数から推定した運動強度は、最大酸素摂取

能の75～90％といった値が示されているﾘ､9）､11）

女子については、石崎等8）が、中学生10名のミ

ニゲーム中で（８対８、４号球使用20分ハーフ）、

平均177拍／ｍｉｎ（相対的心拍数90.4%)との値

を報告している。

　

今回、正式の広さで、５け球使用、30～35分

ハーフの練習試合で得られた結緊は別表の通り

である（表２）。３名の被検者の最大酸素摂取

能の平均値は45.5ml/kg/min、心拍数から推

定した試合中の酸素摂取レベルは、最大酸素摂

取能の82％とかなり高い値を示した。この値は、

Ekblom lo）が、レベルの上トに関係なく、サッ

カーゲーム中の運動強度としてあげている80％

前後に近似しているが、個人的に検討してみる

40

と３名中活動水準の一番低かったスイーパーの

〔N.N.〕は74.2%V02MAX、高かったMFの

〔Ｙ．０づは92.3%V02MAXと開きがり、今

後例数を増やすと同時に、個人差ポジション差

をみていく必要があろう。

（図２）に被検者〔N.N.〕のトレントグラフ

をしめした。

Ｈ：

　

大学女子選手を対象としてえられた体格・体

力測定の結果を（表３）に示した。

この結果を成人男子一流サ｡､カー選手の値12）

に比すると、身長・体重等の形態面では、およ

そ75～93％の間にあり、下肢の周囲径は90％以

上であった。機能面では、筋力系50～55% (背

筋力・握力）、敏捷性85% (反復横跳）、瞬発

力75% (垂直跳）、無酸素パワー45～50％、全

身持久性60～70％（最大酸素摂取能力・12分

走）一全て絶対値比－で、筋力系がやや劣り、

体重比で換算した無酸素・有酸素パワーが優れ

ていた点を除き、従来一般成人の体力の性差と

して報告されている比率2o）に近い値であった。

一流アスリート間の男女差は、一般人より少な

いとされているが、ヤ研究の被検者は、体育大

生であるという点を除き、特殊なトレーニング

はおこなっておらず、サッカー選手としてのキ

ャリアも浅い。従って同世代（20才）の一般女

子の標準値18）は、握力を除くすべての項目で

上回ったが、他の一流女子競技選手との比較で

は、アネロビ｡jクな能力に若干見劣りがした。

体重当たりの最大酸素摂取能力では、長距離種

目よりは明らかに低いものの、女子種目として

はハードといわれるバスケットボール選手とほ

ぼ同値であった。体脂肪率も、バレーボール、

バスケットボール、テニス等の他球技選手と同

程度かやや低い値であったご）･19 ),20)

　

女子サッカー選手については、この他芦原13）

等が同じく女子体育し乍を対象として、また戸

苅14）、河野等IOが全日本代表選手を対象とし

た報告をおこなっているが、ほぼ同様の傾向を

示している。
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表１

　

女子一流サッカー選手の試合中の移動距離

　　　　　　

(40分ハーフ・単位／ｍ)

(前半)

　　

名／時間

　　

－5

　　

－10

　　

－15

　　

－20

　　

－25

　　

－30

　　

－35

　　

－40

　

AMAGUCHI

　　　

602

　　　

525

　　　

406

　　　

483

　　　

609

　　　

578

　　　

497

　　　

504

　

ANDA

　　　　　　

749

　　　

619

　　　

679

　　　

773

　　　

641

　　　

581

　　　

707

　　　

473

　

a OKA　　　　　　529　　　567　　　584　　　728　　　542　　　490　　　690　　　550

　

AWASUMI

　　　　

535

　　　

451

　　　

466

　　　

560

　　　

441

　　　

543

　　　

514

　　　

452

　

AGAMINE

　　　　

536

　　　

458

　　　

494

　　　

504

　　　

409

　　　

490

　　　

490

　　　

364

　

EZUKA

　　　　　

494

　　　

414

　　　

418

　　　

418

　　　

454

　　　

368

　　　

563

　　　

398

　

AKAKURA

　　　　

697

　　　

645

　　　

615

　　　

694

　　　

773

　　　

668

　　　

721

　　　

852

　

ONDA

　　　　　　

408

　　　

494

　　　

464

　　　

454

　　　

487

　　　

480

　　　

546

　　　

392

　

AJI

　　　　　　　　

520

　　　

480

　　　

428

　　　

408

　　　

461 510　559　503 1

　

I OKA　　　　　　671　　　530　　　556　　　477　　　589　　　648　　　484　　　572

　

ANDA

　　　　　　

615

　　　

536

　　　

572

　　　

661

　　　

556

　　　

576

　　　

520

　　　

786

　

IRONAKA

　　　　

540

　　　

411

　　　

349

　　　

474

　　　

461

　　　

543

　　　

388

　　　

441

-lATSUNAGA

　　　

628

　　　

564

　　　

572

　　　

432

　　　

556

　　　

647

　　　

650

　　　

436

　

ODA

　　　　　　

・

　

628

　　　

718

　　　

526

　　　

534

　　　

432

　　　

692

　　　

549

　　　

752

｢TAKAHAGI

　　　　

50

　　　

523

　　　

560

　　　

444

　　　

598

　　　

583

　　　

635

　　　

508

　

AGAMINE

　　　　

620

　　　

489

　　　

508

　　　

368

　　　

451

　　　

553

　　　

481

　　　

481

　　　

ヽ

　　　　　　

80.2

　

526.5

　　

12.3

　　

25.8

　　

28.8

　　

59.4

　　

62. 1　　29.0　i

S D　　　　　　　83.6　　80.4　　84.3　119.4　　94.5　　79.9　　91 .0　140.3

(後半)

　　　

-５

　　

－１０

　　

－１５

　　

－２０

　　

－２５

　　

－３０

　　

－３５

　　

－４０

　　

前後合計’

　　

５１５

　　　

５９８

　　　

４２３

　　　

４５８

　　　

５３６

　　　

５６０
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１００００

　　

４６６

　　　

５４３

　　　

５４３
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３１５
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３７５
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４７７
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6926

　　

８９２

　　　

７４０

　　　

８２３

　　　

７３４

　　　

７７０

　　　

７５３

　

‘

　

８５５

　　　

６０９

　　　　　

11841

　　

５２６

　　　

３７８

　　　

５５９

　　　

４４７

　　　

３９２

　　　

４０５

　　　

５４９

　　　

３４５

　　　　　

7327

　　

６４２

　　　

４３４

　　　

５４６

　　　

４９４

　　　

４８４

　　　

５２６

　　　

４９０

　　　

３１６

　　　　　

7801

　　

５６９

　　　

５１３

　　　

６０２

　　　

７７０

　　　

４７７

　　　

６４８

　　　

３３６

　　　

６９１

　　　　　

9133

　　

７９０

　　　

５４３

　　　

８６２

　　　

７４７

　　　

６０２

　　　

６４２

　　　

７３７

　　　

６８１

　　　　　

10426
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３７８

　　　

５４９

　　　

５８６

　　　

５９２

　　　

４６１

　　　

４４７

　　　

６３８

　　　　　

7781

　　

７２２

　　　

５７２

　　　

６６６

　　　

５５６

　　　

６０２

　　　

５２６

　　　

６３９

　　　

５５６

　　　　　

9325

　　

７１４

　　　

５５６

　　　

６９６

　　　

Ｇ１３

　　　

６１３

　　　

６０２

　　　

６７３

　　　

６２８

　　　　　

9926

　　

５６４

　　　

５３０

　　　

５０

　　　

４５１

　　　

４４０

　　　

５３４

　　　

５５６

　　　

５６４

　　　　　

8513

　　

４３６

　　　

４９６

　　　

３３８

　　　

６１３

　　　

３３１

　

１

　

４６６

　　　

３０５

　　　

４８９

　　　　　

7426

　

03.4

　

516.3

　　

68. 1　　58.8　　12.1　　33.5　　19.9　　33.0　　　8669.4

125. 1　　94.6　142.9　1 14.7　110.'
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一大実戦＝平均値の推移（Ｘ＝542／ 5 分）－
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表２

　

試合中の活動水準

　　　　　　　　　　　　　　　　　

●
測定IIよりＨＲ－vo2関係式がえられている被検者の内、３名について練習試合中の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

●
心拍数から、酸素摂取水準を推定した結果：（Ｙ＝ＨＲ，Ｘ＝ｖｏ２）

ｌ
１〔被検者Y. H.〕

　

回帰式

　　　　　　　　　　

Y=2.45X+84. 7 (r,98 )　　　　，j

　

平均心拍数

　　　　　　　　

1 7 1/ra.
｜

　

推定平均酸素摂取量

　　　

3 5 ml/kg/m.（％V02MAX.81％）

j

　

試合中心拍数

　　　　　　

最高１８2/m. 最低１４４／ｍ．
ｉ

　

〔被検者N. N.〕

　

回帰式

　　　　　　　　　　

Y= 2.59X+83. 7 (r,98 )

　

平均心拍数

　　　　　　　

１７3/m.

　

推定平均酸素摂取量

　　　

3 4 ml/kg/m. (%Vo2MAX. 7 5 %)

　

試合中心拍数

　　　　　　

最高１９5/m. 最低１４6/m.

|
〔被検者Ｙ．０．〕

　

回帰式

　　　　　　　　　　

Y= 3.8χ+ 14.5 (r.99 )

i

　

平均心拍数

　　　　　　　　

１８ O/m.

ｉ

　

推定平均酸素摂取量

　　　

4 4 ml/kg/m.（％vo2MAX.92％）

i

　

試合中心拍数

　　　　　

最高１９1/m. 最低１４7/ni.
１
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表３

　

大学女子サッカー選手の体格・体力測定結果(Mean土S. D. )

　　　　

体

　　

力

　　

測

　　

定

　　　　　　　　　

体

　　

格

　　

測

　　

定

背筋力(kg)

　　　　　

97.0±17.5

　　

身長(cm)

　　　　　

ﾄ51.2±6.5

握力（kg）

　　　　　　

26.0±4.1

　　

体重（kg）

　　　　　

j

　

55.3±7.6

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

｜

反復横跳（回/20Sec.)

　

46.7±2.2

　　

胸囲(cm)

　　　　　

1

　

84.3±4.4

垂直跳(cm)

　　　　　

48.3±3.8

　　

体脂肪率（％）

　　　

1

　

18.4±3.2

無酸素パワー（ｗ）

　　

564.4±96.4※

　

上腕囲:R (cm)　　　23.5±1.8

　

〔w/kg〕

　　　　　

［10.2±0.7］

　　　　

:L（cm）

　　　

23.2士!.7

有酸素パワー（1/min）｜

　

2.5±0.3＊

　

前腕囲:R (an)　　　23.2±1.3

　

〔ml/tn./kg〕　　　　［48.7±4.2］　　　:L (an)　　　22.5±1.2

12分間走（ｍ）

　　　　　　　　　　　

＊＊

　

大腿囲：R (an)　　53.5±3.8

　　　　　　　　　　　

2458±187

　　　　　

: L （cm）　　1　53.3±3.9

N= 1 7　　　　　　　　　　　　　　下腿囲:R (cm)　　　35.6 ±2.3

　　

（※＝13，＊＝9，＊＊＝LO）

　　　　　　

:L (cm)　　　35.8±2.4

〔おわりに〕

　

今後女子のサッカーは、男子に比し体力、特

に筋力、パワーで劣る面を、協調性、巧緻性、

技術、プレイインクエレメント等を強調する事

によって、独自のおもしろさを追求していくこ

とが可能であろう。その際、体力的には近似す

る12～13才の少年サッカーの戦術、トレーニン

グ法などを参考にすることができよう。と同時

に、国際的なレベルで通用するためには、男子

同様、体格・体力両面で今後相当な充実を計る

とともに、若年期からの基本技術の習得、タレ

ント発掘が必要になろう。

　

その他、早急に解決したい課題としては、衛

生管理、傷害発生の予防、正確な技術の習得等

にとって欠くことのできない練習・試合環境の

整備（ハード面）と、13～30才程の幅広い年令

層が一同に会して練習しうるという女子ならで

はの特質からみて、メンタルな面からも、これ

らの各年代層に対応しうる指導者の養成（ソフ

ト面）があげられよう。特に後者は、女子の場

合、選手が指導者から受ける影響がより大きい

と考えられるだけに重要であると思われる。

　

これらの条件を整えた上で、長期的なコンデ

ィショニング作りに努めるならば、女子のサッ

カーが危険であるとか、ごく特殊な人のもので

あるとかといった誤解もとけ、文字通り老若男女

がそろってボールをおいかける事ができよう。
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競技選手の受ける援助に関する研究

前

　

田

　

博

　

子（姫路学院女子短期大学）

1｡はじめに

　

競技力を向上することは、スポーツ関係者に

とって重要なテーマであるが、日本の現状は近

年あまり芳しいものとはいえない。オリンピッ

ク、アジア大会等の結果が出るたびに、選手育

成制度が他国との比較において議論されるが、

競技選手を取り巻く環境を作る援助制度につい

ては、常に話題の中心となっている。いずれに

せよ、何らかの援助を行わない限り、国際的に

活躍する選手を生み出すことは難しい状況であ

る。

　

また、技術の高度化に伴い、選手が専門化す

る時期が早まってきている。このことより、選

手として育っていく過程における援助も重要と

なってくる。

　

これらを踏まえて、現在のエリート選手が育

ってきた実態とそれらに対する意識を把握して

おくことは必要であろう。

　

今回の調査では、金銭的および物質的な援助

をとりあげ、それらを①必要経費として個々の

選手には残らない、遠征の交通費・宿泊費、②

チームとして活動するために必要な、試合用ユ

ニフォーム、③個人の私物となる用具の、スパ

イク・ジャージ等に分類して考察を加えた。

　　　　　

よう、返信封筒を添付した。

サンプル数:63名（Ａチーム19名、Ｂチーム

　　　　　　

20名、Ｃチーム22名、Ｄチーム

　　　　　　

２名）

回収率：Ａチーム83％、Ｂチーム95％、Ｃチ

　　　　

ーム88％、Ｄチームに関しては、２

　　　　

名の選手がチームから指定された。

３

　

結

　　

果

　

①各年代の活動経験者数

　　　　

表1.年代別活動経験者数

小学校時代中学校時代高校時代

　

大学時代

　　

５７

　　　

６１

　　　

６３

　　

３４(名)

　

②

　

年代別援助の実態

％

2｡方

　　

法

　

調査は、各個人の過去の経験を年代別に順次

尋ねていく質問紙によって行った。年代として

は、小学校・中学校・高校・大学の各時代に分

けた。

　

調査対象：日本サッカーリーグ１部チーム、

　　　　　　

４チームの所属選手。但し、外国

　　　　　　

人選手は除外した。

　

調査時期:1990年６月～12月

　

調査方法：質問紙法一各チームの主務に配布

　　　　　　

を依頼し、回収は各個人で行える

１００
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４０
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０
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③

　

内容別援助の実態
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援助に対する意識

　　

（スパイク等に対して）
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4｡考

　　

察

　

約40％の選手が小学校時代に何らかの援助を

受けており、大学時代では約90％という非常に

高い数字が得られた。

　

高校時代・大学時代は、年代があがるにつれ

援助の実態および援助を肯定的にとらえる率が

あかっているが、小学校時代・中学校時代は必

ずしもそうとは言えず、また、比較的低率であ

る。また、高校時代では技術レベルが高い者が

より援助を受ける傾向がみられるが、中学校で

はみられない。これらの点から、小学校時代・

中学校時代と高校時代・大学時代の援助に質の

違いがあると言える。

　

個人の持ち物としてのスパイク等に対して、

小学校時代、実態は約15％であるが、必要とみ

なしている者が約40％程度いる。さらに、実態

が約70％に達する大学時代には、必要とみなし

ている者は約90％となっている。

　

全般的に、小学校時代から金銭的・物質的援

助に多くの者が接しており、それらに対する態

度は肯定的である。これは、年代があがるとよ

り接する率が高まり、より肯定的になっていく

傾向がみられる。

　

今回は、日本リーグ所属選手というエリート

選手を対象とした調査であるが、過去の競技成

績は優秀な者ばかりではない。これらの数字の

意味については、今後地域レベルにおける選手

を対象に同様の調査を行い比較を試みた上でさ

らに検討を加えたい。

－
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サッカーのゲーム分析

　　　　

－ミットフィールド内でのボール支配の重要性についてー

第１章

　

序

－
フ‾

論

－マ

ミッドフィールドでのボール支配が試合に及

ぼす影響について

1.研究の目的

　

これまで、サッカー競技においては、「ミッ

トフィールドを制する者、試合を制す」と言わ

れるほど、試合展開を優位に運ぶためには、ミ

ットフィールドでのボール支配状況が重要な要

因とされてきた。しかし、ミットフィールドで

いかに長くボールを保持していたとしても、チ

ャンスに即応して前線に的確なパスを出せる状

態でボールを支配していなければミットフィー

ルドを制しているとは言えず試合を優位に運ぶ

ことは不可能である。つまり、実際の試合にお

いては、ミットフィールドでのパス回数や保持

時間が問題ではなく3）、攻撃に有利な体勢でパ

スを回せているかなど、パス回しの内容が問題

となる。しかしながら、これまでのサッカーに

関する研究において、ミットフィールドでのパ

ス状況と試合展開との因果関係を客観的に評価

している報告は少ない。

　

そこで、本研究では、ミットフィールドでの

ボール支配の重要性を客間的に評価するために、

実際の公式試合を対象としてＶＴＲ撮影による

ゲーム分析を行なった。

2.用語の定義

　

○ミットフィールド：ハーフウェイラインか

　　

から左右10～15mの範囲内をミットフィー

　　

ルドとする（図１参照）。

　

○パス：味方から味方へつながったボールは

　　

すべてパスとみなす。

　

○シュート：オフェンス側か得点を目的とし

治
樹
剛

栄
英

田
木
野

横
高
小

（三重大学）

（三重大学）

（成城大学）

図１

　

ミッドフｆ－ルドの定義

図２

　

パスの受け手の体勢

　

てキックまたはヘディングし、キーパーに

　

触れたもの、ゴールラインを割ったもの、

　

ゴールに入ったものをシュートとみなす。

　

（相手デフェンスに阻まれたもの、ファウ

　

ルになったものはシュートとみなさない。）

○パス状況：以下の定義に従って、パスを受

　

けた地点とゴールを直線で結び、パスを受

　

ける者の体勢を５段階に分け得点による評

　

価を行った（図２参照）。
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５：ゴールに真正面向いた状態でパスを受け

　　

る。そのため、ゴールを中心にして周り

　　

の状況を把握することができる。

４：５、３の中間の体勢であり、ゴールを視

　　

野に捕らえながらボールを処理すること

　　

ができる。

３：ゴールに対して横向きにボールを受ける。

　　

この体勢は試合中に最も多く使用される

　　

パスの受け方であり、周囲の選手の状況

　　

を把握することができる。

２：３、１の中間の体勢であり、ゴールを視

　　

野に捕らえるためには困難な状態でボー

　　

ルを処理することになる。

１：ゴールに背を向けた状態でパスを受ける。

　　

このため、パスを受けた選手が攻撃に転

　　

ずることは非常に困難である。

第２章

　

方法論

1.対

　　

象

　

東海学生リーグ２部８試合を対象とした。

2.期

　　

間

　

平成２年９月17日～10月28日

　　

第29回東海大学サッカーリーグ戦

　　　　　　　　　　　　　　　　

表１

　

平成２年11月11日

　　

第32回東海大学サヽリコー対抗戦

3.撮影方法

　

ＶＴＲカメラ１台を用いサッカーコートが一

望できるコート中央部上方より、自由撮影法に

て試合開始から終了まで連続して撮影した。

4.分析項目

　

１）ミッドフｆ－ルドでのパス状況とジュー

　　

ト数の関係について

　

２）シ。－トに至るまでのパスの保持状況に

　　

ついて

第３章

　

結果及び考察

1.客観性の検討

　

本研究におけるパス状況の分類に関する客観

性を検討するために、三重大学サッカー部員６

名により、20試技を同様な方法にて分析を行っ

た結果、被験者間全てにおいて有意（P＜0.01）

な相関がみられた。このことから今回の分類に

関しては客観性が認められたものと考えられる。

2.試合結果

　

試合結果は表１に示す通りである。

試合結果及ぴシュート数

　

チーム

　　　　

尋点

　

ｼｭｰﾄ’

　　

I .p　　　S.P　　　ＣＫ･　　　I .p/ｼｭｰﾄ

海大学サッカーリーグ戦

　　　　　

-

　

--一一一一

　

三重大

　　　　

１

　　　

１５

　　　

８

　　　

７

　　　

３

　　　

0.533

　

滋賀入___＿_・__０

　　　

８

　　　

３

　　

_‥５

　　　

Ｇ

　　　

0.375

　

三重大

　　　　

２

　　　

１５

　　　

Ｇ

　　　

９

　　　

５

　　　

0.400

　

岐阜大

　　　　

１

　　　

１５

　　　

９

　　　

６

　　　

８

　　　

０.600

　

三重大

　　　　

０

　　　

５

　　　

３

　　　

２

　　　

３

　　　

０.600

　

南山大

　　　　

３

　　　

１３

　　　

７

　　　

６

　　　

１０

　　　

0.538

　

一一

　　　　

-

　

-

　

三重大

　　　　

０

　　　

６

　　　

５

　　　

１

　　　

１

　　　

0.833

　　

太大

　　　

７

　　　

１７

　　　

９

　　　

８

　　　

５

　　　

0.529

　　　　　　

-

　　　

一一一一

　

三重大

　　　　

０

　　　

７

　　　

３

　　　

４

　　　

１

　　　

0.429

　

名城大

　　　　

５

　　　

２５

　　　

１２

　　　

１３

　　　

４

　　　

0.480

　　　　　　

一一一一一

　

三重大

　　　　

０

　　　

１４

　　　

７

　　　

７

　　　

３

　　　

０.500

　

屋工業大

　　

０

　　　

１９

　　　

８

　　　

１１

　　　

１１

　　　

0.421

　　

-

　　　　

一一一

　

三重大

　　　　

１

　　　

９

　　　

４

　　　

５

　　　

１

　　　

0.444

　　

大

　　　　　

１

　　　

１９

　　　

１０

　　　　

９

　　　　

８

　　　　

0.526

海大学サッカー対抗戦

　　　　　　　

一一

　　　　

-

　

三重大

　　　　

０

　　　

７

　　　

４

　　　

３

　　　

２

　　　

0.571
μ

　　

乱

　

大

　　　

４

　　　

２３

　　　

１５

　　　　

８

　　　　

６

　　　

0.652

　

ｒｌ計

　　　　　

２５

　　　

２１７

　　　

Ｈ３

　　　

１０４　　　　７７

　

ゝｚ

　

ｊ

　　　　　　

。12

　

27. 125　14.375　　12.75　　9.625　　　　　0.527
(I .p：インプレイシュート、Ｓ．Ｐ：セヽソトプレイシュート、ＣＫ：コーナーキヽソク）
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横田，高木，小野

3｡ミットフィートでのパス状況とシュート数

　　

の関係

　

全てのパスに関してパスの受け手の体勢を先

に述べた５段階に得点化した。さらに、パス状

況を以下の２種類に分類し、１の場合のみパス

得点として集計した。

　

1.パスを受けた選手がまた味方の選手にパ

　　

スをつなげたもの。

　　

（以下、味方→味方とする。）

　

2.パスを受けた選手が次のパスを出す時に、

　　

パスミスを起こしたりインターセプトされ

　　

るなどして相手側のボールになったもの。

　　

（以下、味方→相手とする。）

　

全試合に関してパス得点の分布シュート数の

多いチームと少ないチームに分けて比較してみ

ると、シュート数の多いチームは、パス得点が

高い方（『５』『４』）に圖る傾向かあり、シ

ュート数の少ないチームは『３』の体勢を中心

にほぼ正規分布を示した（図３参照）。また、

８試合中６試合に於てシュート数の多いチーム

と少ないチームのパスの平均点に有意（Ｐ＜

0.05）な差が認められた。ただし、残り２試合

に有意な差がみられなかったのは、いずれの試

合もシュート数にあまり差がなかったためと思

われる。次に、パスの平均点とインプレイで行

なわれたシュート数との関係については、両者

の間に有意（r＝0.804，ｐ＜0.01）な相関が認

められた（図４参照）。
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パス平均得点とシュート数の相関図

　

全試合を通して、シュート数が多いチームは、

ほとんどの試合において勝利を得ていた。また、

ミットフィールドでのパスの平均点もシ_､｡－ト

数の多いチームがシュート数の少ないチームを

上回っていた。

　

ミットフィールド内でのパスの

平均点が高いということは、攻撃に有効な体勢

でボールを保持しており、前線での展開に応し

て素早く、的確なパス出しを行なうことが可能

となる。その結果、パス得点の高いチームの方

がシュートを多く放つことができたと考える。

これらのことは、真栄城5)らの報告の中にある

ように勝利チームは得点可能地域への侵入回数

もシュート数も敗戦チームより上回っていたと

いう結果や、赤＃l)2)の報告の中の勝利チーム

の方が敗戦チームよりもシュートを放なってい

たという結果と一致する。

4.シュートに至るまでのパスの保持状況

　

総ｼｰ｡－ト数217本の内、セットプレイ(ゴー

ルキーパーのドロップキックも含む)から再ス

タートしてシュートに至ったものは、104本で

あり、得点は８点であった。本研究では、パス

の連続状況という視点からインプレイでのシュ

ート113本を対象として分析を行なった。

　

シュートに至るまでの５本の各パスをどちら

の選手が保持しているか、また、味方選手が保

持していた場合その位置がミットフィールド内

であるか、外であるかという視点から分析を行

った。
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サッカーのゲーム分析－ミットフィールド内でのボール支配の重要性について

　

インプレイでのシュート113本について、ｼ

ｰ､－トに至るまでの各段階でのボール保持状況

は、全ての試合において味方選手が保持する割

合が相手選手の保持する割合を上回った。また、

味方選手が保持していた場合その位置がミット

フィールド内か敵陣ペナルティーエリア付近か

という視点から分析を行った結果、シュート数

の多いチームは、シュートに至る３本前にミッ

トフィールド内で保持している割合と敵陣ペナ

ルティーエリア付近で保持している割合が逆転

しているのに対し、シュート放の少ないチーム

はシュートに至る２本前に逆転している傾向が

みられた（図５、図６参照）。
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シュートに至るまでの各段階での保持率

　

図５よりシュート数の多いチームは早い段階

に相手ゴール前に進入し、２～３本パスを回す

ことによって相手守備｣巾大甘勢の乱れをついて

シー､－トしている。それに対して図６が示すよ

うに、シュート数の少ないチームはミットフィ

ールド内でパスを回しすぎるか、相手選手によ

ってボールを持だされるかして前線へのパス出

しのタイミングが遅れ、好機をのがしているも

のと思われる。これらのことは、乾3)らの報告

にあったように、いくらボールを長く支配して

いても試合を優位に運べるわけでなく、相手守

備陣の乱れをついて攻撃する方が有効であると

いうことからも裏づけられる。

4.今後の研究課題

　

本研究においては分析対象試合数が８試合と

数少ないためこの研究結果の普遍性については、

対象試合数を増やして今後さらに検討を継続す

る必要があると思われる。しかし、ミットフィ

ールド内のパス状況とインプレイでのシュート

数の間に有意な相関が認められたのは大きな意

味を持つと思われる。

　

また今回は、東海地区の２部リーグの試合を

対象に研究を行なったが、世界のトップレベル

や日本のトップレベルの試合を対象とした研究

を今後の課題としたい。

第４章

　

まとめ

　

本研究では、東海大学サッカーリーグ戦、お

よび東海大学サッカー対抗戦で行なわれた計８

試合を対象として、レッドフｆ－ルド内でのボ

ール支配が試合に及ぼす影響についての分析を

行ない、以下のような結果を得た。

　

１）ト’･ドフィールド内で、より攻撃的な体

　　

勢（『５』『４』の体勢）でボールを保持

　　

することができれば、前線での選手の動き

　　

を的確にとらえることができ攻撃を展開す

　　

るときに非常に有利になり、シュートチャ

　　

ンスを数多く生み出すことが可能になると

　　

いう結果が得られた。

　

２）試合を優位に運ぶためには、前線での選

　　

手の動きを常に把握し、ミットフィールド

　　

内から前線へのパス出しを的確なタイミン

　　

グ（敵陣ペナルティーエリア付近で２から

　　

３本パスを回せるタイミング）で行い攻撃
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を展開することが必要であるという結果が

得られた。
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大学女子サッカーの試合時間に対するアウト

オブプレーの比率に関する研究

Ｉ

　

緒

　　

言

　

近年女子サッカーは著しい発展を遂げつつあ

る。国際的1)2)には1990年の第11回北京アジア

大会で始めて女子の正式種目として実施され、

日本代表チームは銀メダルを獲得3)し、その勢

いで1991年中国、広州での第１(回ワールドカッ

プ4)に望もうとしている。

　

国内的には1989年には日本女子サッカーリー

グが６チームでスタートし1992年には10チーム5)

までに発展しようとしている。

　

大学女子サッカーも1990年には第４回大会を

迎え、オープン参加３チームを含む29チーム6)

となり、年々参加チームが増加し予選大会をし

なければならないほどの盛況を呈しつつある。

　

これらの経緯をふまえ、直接大学女子チーム

を指導する立場から今後の指導の資料を得るた

めに第４回大学女子サッカー大会を対象として、

決勝戦、決勝トーナメント、予選リーグ並びに

比較対象として日本女子リーグの４区分の試合

におけるインフレ一時間及びアウトオブプレー

時間のその試合時間に対する比率や要因別など

について検討をした。サッカーにおけるこれら

の研究7)8)9)10)u)は比較的少なく、特に女子サ

ッカー12)l3)l4)についてのものは、ほとんど見当

たらない。そこで今回は先にあげた試合につい

てその一部を報告する。

ｎ

　

方

　　　

法

　

対象は1990年度第４回全国大学女子大会とし

た。表１に示したように、日本女子リーグ80分

試合１例、全国大学女子大会決勝戦70分試合１

例。決勝トーナメント戦60分試合４例。予選り

紀
進
幸
一

茂

　

久
就

村
戸
林
戸

宮
瀬
小
瀬

（神戸女子大学）

（大

　

谷

　

大

　

学）

（帝塚山短期大学）

（ＫＫあぜくら）

－グ60分試合２例の４区分、計８例とした。

　

データの収集はVictor ・Video Movie GR-

S55にVictor ・ CHARACTER GENERATOR

CG50を同調させたＶＴＲカメラ又はSony ・

Video cameracorder ＣＣＰ－V89の内臓タイマー

を同調させる２種類を使用してＶＴＲ録画し、

インプレー及びアウトオブプレーの前・後半別

比率及びアウトオブプレーの要因別頻度、１[回

当たり平均時間や時間区分別生起率の消長など

とした。

ｍ

　

結

　　

果

1.アウトオブプレー・インフレ一時間の比率

　

表１及び図１は１試合平均の４区分別アウト

オブプレー・インフレ一時間の比率をみたもの

である。

　

アウトオブプレー時間とインフレ一時間の比

率について図１よりみるとアウトオブブレー時

間が最も少なかったのは大学決勝戦でアウトオ

ブプレー約40％に対しインプレー60％の４対６

の割合であった。これは有意水準0.1%でイン

プレーが有意に大であった。次いで、決勝トー

ナメントのアウトオブプレーの約42％、インプ

レーの約58％であり、日本女子リーグもほぼ同

じ様相でアウトオブプレー約44％、インプレー

56％でこれらはいずれも有意水準５％でインプ

レーが有意に大であった。

　

さらに、予選リーグはアウトオブプレーが約

47％、インプレーが約53％とややフィフテ・フ

ィフテに近い様相を示し、大学決勝や決勝トー

ナメント及び日本女子リーグとはやや様相が異

なっていた。

　

アウトオブプレー及びインプレーの１[亘]当た
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大学女ｆサ　ッカーの試合1時間に対するアウトオブブレーの比率に関する研究

表1.標本：大学女子サッカー大会のアウトオブプレーとインプレーのII試合当り平均時間の割合
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1一一--一一一一一一一一
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％

　　

時間

　

回数
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％
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81分47秒

　

3!）分朽秒･13.75

　

1G.4秒

　

131
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60分0（刑･28分18砂

　

47.2

　

15.3秒

　

112
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１）女子日本リーグ( 1990年12月15日）

２）第４回全国大学女子サッカー大会( 1990年12月22～26日）

り平均時間について表１よりみると、インフレ

一時間の１[可当たりの平均持続時間は日本女子

リーグ、大学決勝が約21砂で最も長く、同じ傾

向を示していた。決勝トーナメント、予選リー

グでは17～18秒でやや短かかった。

　

１[可当たり平均持続時間について少しく詳細

にみると、日本女子リーグでは30秒以上と長く

連続するプレーは約１／３と比較的多かった。

大学女子大会では30秒以上連続するプレーは１

／５と少なかった。大学女子大会の各グループ

間には差はみられず、日本女子リーグよりはか

なり劣っていた。

　

アウトオブブレーの１回当たり平均持続時間

56

について表１よりみると、大学女子がいずれの

グループも14～15秒であるのに対し、日本女子

リーグは16秒とやや長い傾向がうかがえた。

2.

　

アウトオブプレーの要因別回数・時間の生

　　

起率

　

アウトオブプレーを要因別に表２のように区

分した。

　

Ｉ

　

スローイン（ＴＨ）、II

　

違反に

よるフリーキック（ＦＫ）、Ⅲ

　

ゴールキック

（ＧＫ）、IV

　

コーナーキック（ＣＫ）、Ｖ

他（得点、インジュリークイム、メンバーチェ

ンジ）などの５要因について頻度、生起率及び

１回当たりの時間とした。

　

い

　

アウト寸ブプレーの要因別回数の生起率
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図1.大学女子サッカー大会のアウトオブプレー時間とインフレ一時間の比率
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表２より全体平均についてみると、最も

多かっだのがスローインで全頻度の約63％

であった。次いで、違反によるフリーキッ

クの19％、第３位はゴールキックの約８％、

第４位はコーナーキックの約７％、第５ｲ立

はその他の約３％の順であった。

　

アウトオブプレ一における要因別回数の

試合区分別生起率（図２）及び試合間の有

意差（表３）についてみると、スローイン

では予選リーグが最も多く約75％であり、

いずれの試合に対しても有意水準１％で有

意に大であった。次いで、決勝トーナメン

トが約63％で大学決勝に対し有意（P＜

0.01）に大であった。第３位が日本女子リ

ーグの約60％で大学決勝に対し有意（P＜

0.05)に大であった。最も少なかったのが

大学決勝の約47％であった。

　

これを図２の前半と後半の比率でみると、

日本リーグが6 (36.6%)対4 (23.7%)

で前半が有意（P＜0.01）に多く、大学の

決勝戦は日本女子リーグとは逆に前半4、5

(21.0%)対5.5(26.1%)で後半がやや多

かった。尚、大学の決勝トーナメント、予

57

選リーグでは、ほぼ５対５であったが、大

学が全般的にやや後半に多い傾向がみられ

た。

　

違反によるフリーキックの試合区分別生

起率では最も多かっだのは大学決勝の30.3

％で、これは全ての試合間と有意に大であ

り、この内容はオフサイドが比較的多かっ

た。次いで、決勝トーナメントは20.3%で、

予選リーグに対し有意（Ｐく0.01）に大で

あった。さらに日本女子リーグの15.3%、

最も少なかっだのが予選リーグの11.6%で

あった。

　

これを図２の前半と後半の比率でみると、

日本女子リーグ及び大学決勝は５対５であ

ったが決勝トーナノント及び予選リーグで

は前半に多く、前２者とはやや異なる様相

を示していた。

　

ゴールキックでは各試合間の有意差は

みられなかった。前半と後半の比率では日

本女子リーグが前半に多く、大学女子大会

では後半にやや多かった。

　

コーナーキックでは最も多かったのが大

学決勝の11.8%で、これは決勝ト一ナメン
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ト（P＜0.〔〕5）及び予選リーグ（P＜0.01）

に対し有意に大であった。

　

これを図２の前半と後半の比率でみると、

日本女子リーグでは前半が有意（P＜0.05）

に大であり、大学決勝は逆に後半が有意

（P＜0.05）に大であった。他はほとんど

差はみられなかった。

　

その他では、日本女子リーグが決勝トー

ナメント及び予選リーグに対し有意（Ｐく

0.01）に大であった。

　

これを図２の前半と後半の比率でみると、

　

日本リーグが後半に有意（P＜0.01）に大

　

であったことが特徴的であり、他はほとん

　

ど差がみられなかった。

３）アウトオブプレーの要因別時間の生起率

　　

要因別時間の生起率を表２の全体平均の

　

１回当たり時間についてみると、最も短く

　

早い処理をされたものはスローインで約12

　

秒、次いで、違反によるフリーキックの約

　

18秒、第３位はコーナーキックで24秒、長

　

かったものはゴールキックの約26秒、その

　

他の約27秒であった。尚、ゴールキックに

表２

　

アウトオブプレーの要因別回数・時間の生起率

　　

要囚別
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n
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23.6
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26.3

　　　　

n
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172

　　

76

　　　

G4
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919

　　　　　

----一一
TOTAL

　　　

％

　　　　

G3.3

　　

18.7

　　

8.3

　　　

7.0

　　　

Z.7

　　

100

　　　　　

一一一一一
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１回当時間

　　

11.9

　　

U.5

　　

25.9
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ついては競技場施設とボール拾い等の試合

運営との関連、その他ではゴールインに伴

う次のキックオフまでの所要時間によるも

のであった。

　

試合区分別・要因別時間の生起率につい

て図３より前半と後半の比率についてみる

と、スローインでは日本女子リーグでは前

半が長く、大学大会では後半にやや長い傾

向がみられた。

　

違反によるフリーキックではいずれの試

合も後半に早い処理がみられた。

　

ゴールキックではいずれも後半が長かっ

た。

　

コーナーキックでは大学決勝の後半が有

意に長く、他はいずれも前半が長かった。

　

その他では日本女子リーグの後半が有意

に長く、他は前一後半ともほぼ同じであっ

た。

　

同一試合区分内の要因間の有意差につい

て表４よりみると、日本女子リーグではス

ローインがいずれの要因とも有意に大であ

った。

　

尚、違反によるフリーキックがその他に

対し１％水準で有意に大であった。

　

大学決勝はスローインが全ての要因に対

し１％水準で有意に大であり、違反による

フリーキックはゴールキック、コーナーキ

ック、その他に対し有意（Ｐく0.01）に大

であった。尚、コーナーキックもその他に

対し有意差（Ｐく0.05）がみられた。

　

決勝トーナメントは表４のようにそれぞ

れに対し有意差がみられ、予選リーグはゴ

ールキックとコーナーキック間を除いて、

表４のようにそれぞれに対し有意差がみら

れた。図４よりアウトオブプレーの時間区

分別生起率の消長についてみると、１回の

アウトオブプレーが10秒以内で早く処理さ

れたものが約30％で、その大部分はスロー

インであった。しかも大学決勝及び決勝ト

ーナメントでは、違反によるフリーキック

59

に10秒以内の早さで処理されたものが何回

かみられた。

　

次に、11秒から20秒までが約40％で最も

多く、この時間帯で処理されていた多くの

ものは違反によるフリーキック及びスロー

インであった。これらは試合区分別の差は

余りみられなかった。

　

21秒から30秒のやや長い時間帯は約20％

で、ゴールキック、コーナーキックなどが

大部分を占め、これらは試合運営上の影響

図２

　

アウトオブブレーの要因別回数の生起率（％）
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があったものと思われる。尚、この時間帯

　　

における違反によるフリーキックでは日本

　　

女子リーグ、予選リーグに多い傾向かみら

　　

れた。

　　　

31秒以上の長いものは約10％で、これら

　　

の大部分はゴールインに伴う次のキックオ

　　

フまでの所要時間であった。これはレフェ

　　

リーやチームサイドの努力で短縮できる要

　　

因のものであろう。

　　　　

そのほかに、ゴールキック、コーナーキ

　　　

ックが決勝トーナメント及び予選リーグで

　　　

何回かみられたが、これは競技場の施設や

　　　

ボール拾いなど試合運営上の影響によるも

　　　

のと考えられる。

　　　

表３

　

要因別試合間の有意差
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図５は全国大学女子サ、ヵ一大会におけ

　　　

るボールの移動距離の５分毎の平均値の時

　　　

系列を示したものであるが、比較対照のだ

　　　

めに日本女子リーグの資料も用いた。

　　　　

日本女子リーグがいずれの場合にも最も

　　　

多くボールが動き、次いで大学決勝、３番

　　　

目に決勝トーナメント、そして最も少なか

　　　

ったのが予選リーグであった。これらの有

　　　

意差（ｔ）についてみると、前・後半を通

　　　

してでは、日本女子リーグが大学決勝（P

　　　

＜0.05）及び予選リーグ（Ｐ＜0.01）に対

　　　

し有意に大であった。

　　　　

また、決勝トーナメントは予選リーグに

　　　

対し有意（Ｐく0.01）に大であった。
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アウトオブプレーの要因別時間の生起率（％）
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アウトオブプレーの時間区分別生起率の消長
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表４

　

同一試合区分内の要因間の有意差
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IV

　

要約及びまとめ

　

近年女子サッカーは著しい発展を遂げつつあ

る。直接大学女子チームを指導する立場から、

今回はその指導の基礎資料を得るために試合時

間に対するインフレ一時間及びアウトオブプレ

ー時間の比率並びにアウトオブプレーの要因別

生起率などについて第４回大学女子サッカー大

会（’90）及び日本女子リーグ( '90)について

その資料から検討した。

　

１）対象は1990年度第４回全国女子サッカー

　　

大会の決勝戦70分試合１例、決勝トーナメ

　　

ント60分試合４例、予選リーグ60分試合２

　　

例、及び日本女子リーグ80分試合１例の４

　　

区分計８例とした。

　

２）デ一タ収集はＶＴＲカメラにタイマーを

　　

同調させ、インプレー・アウトオブプレー

　　

時間及び要因別頻度などである。

　

３）アウトオブプレー・インフレ一時間の比

　　

率ではいずれの試合区分でもインフレ一時

　　

間か長く、特に大学決勝では４対６で有意

　　

差（P＜0.01）がみられ、日本女子リーグ

　　

及び決勝トーナメントでは4.5対5.5で有意

　　

差（P＜0.05）がみられる。

　

４）インフレ一時間の１回当たり平均持続時

　　

間では日卜女子リーグは30秒以上連続する

　　

プレーが１／３と多く、大学女子大会では

　　

１／５と少ない。

　　

５）アウトオブプレーの要因別回数の生起率

　　

では全体平均で最も長いのがスローインの

　　

63％、違反によるフリーキックの19％、ゴ

　　

ールキックの８％、コーナーキックの７％、

　　

その他の３％の順である。

　　

６）アウト寸ブプレーの要因間の有意差:

　　

ｊ）スローインでは最も多いのは予選リーグ

　　

の75％で、いずれの試合に対しても有意

　　

（P＜0.01）に大であり、最も少ないのは

　　

大学決勝の47％である。

　　

②違反によるフリーキックでは最も多いの

　　

が大学決勝の30％でヽいずれの試合に対し



　

ても有意（P＜0.01）に大であり、最も少

　

ないのが予選リーグの12％である。

　

③ゴールキックでは最も多いのは日本女子

　

リーグの６％で、いずれの試合間にも有意

　

差はみられない。

　

④コーナーキックでは最も多いのが大学決

　

勝の12％で、決勝トーナメント( 5 % )及

　

び予選リーグ（６％）との間に有意差（P

　

＜0.05）が見られる。

　

⑤その他では日本女子リーグ(5.3%)が

　

決勝トーナメント( 2.3%)、予選リーグ

　

(1.8%)との間に有意差（Ｐ＜0.001）が

　

みられる。尚、日本女子リーグの前半( 0.8

　

％）と後半(4.6%)の比率では後半に有意

　

差（P＜0.001）がみられ、これは特徴的で

　

ある。

７）アウトオブプレーの時間区分別生起率；

　

①10秒以内で早く処理されたものは30％で、

　

その大部分はスローインである。

　

②11～20秒が40％で最も多く、主に違反に

　

よるフリーキック及びスローインである。

　

③21～30秒のやや長い時間帯は20％で、そ

　

の大部分はゴールキック及びコーナーキッ

　

クである。これは競技場施設やボール拾い

　

など試合運営上の要因とも関連する。

　

⑤31秒以上の長い時間帯は10％で、これら

　

はゴールインからキックオフに関連するも

　

のが多い。これはレフェリー・チームサイ

　

ドの努力で短縮されるものであろう。
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Ｉ

　

緒

　　

言

　

オリンピ･ツク大会のサッカーでも、プロのオ

ープン化か既に第23回ロス大会( '84年）から

条件っきでなされ、今回第25回バルセロナ大会

('92年）では23歳以下の年齢制限とともにプロ

の全面的なオープン化がなされたJ）

　

日本でもプロ化が’88年には第１次活性化委

員会（ＪＳＬ）で検討され、’89年にはプロリー

グ検討委員会（日本サッカー協会）でプロリー

グ設立準備を開始し、ほぼ’92年から1oチーム

の参加によるプロリーグのスタートが正式決定

された(■91. 2.14.日本サッカー協会理事会几）

　

それとともに、審判に関してはプロ検討委員

会の競技ｎ小委員会でも討議されているｊ）

　

そのなかにあって審判の国際的レベルでは、

Ｗ－Ｃｕｐに２回連続で日本からも選ばれ、さ

らに第11回北京アジア大会( "90年）でも日本の

国際審判員の実力が認められ、準々決勝、準決

勝と指命されるなど国際的にも高い評価を受け

ている。しかし、日本国内の各種大会での審判ぶ

りについては国際審判員を含めて、克服すべき課

題4)も指摘されている。

　

また、海外ではイタリアの審判プロ化も報道

されているＪ)

　

これらを踏まえて、今回は日本国内試合での

1985～1991年迄の外国審判員と日本審判員につ

いて、違反の判定及びシュート・得点時などに

おける判定の距離・角度などからその特性をみ

ようとするものである。

Ｈ

　

方

　　　

法

１）調査時期:1985年８月～1991年２月迄の

　

ものである。

２）標本：日本国内で行われた90分試合のも

　

のであるが、対象審判員は４グループ（表

　

１）とした。

表１

　

標本

　

違反の判定・アドバンテージ適用・違反の見落とし又は見逃しの生起率と

　　　　　　

１試合当たり平均数

　　　　

ｘ

　　

症

　　　

の

　

｜

　　　

アドバンテージ｀

　　　

遅

　

の見洛とし又

　

シュート

　　

侍､､､、
、「」

　　　　　　　　　

％

　　　　　　　

％

　　

は

　

逃し

　　

％

　　　

（回）

　

（､点）

外国人・国際

　　　　

68.6 (33.7)　　　24.4 (12.0)　　　　7.0 (3.5)

　

90分９例

　　　

適

　

97.8 (32.9)　適　97.2 (11.7)　判定　90.0（3.0）　(18.4)　(2.8)

　

ｎ : 442　　｛否　2.2（0.8）｛否　2.8（0.3）｛ＡＤＶ.10.0（0.5）

日本人・国際

　　　　

77.0 (35.8)　　　16.0 ( 7.4)　　　　　7.0 (3.3)

　

90分18例

　　　

適

　

97.4 (34.9)　適　95.5 ( 7.1)　判定　91.5 (3.0)　(17.8)　(3.2)

　

ｎ :837　　’
｛否　2.6（0.9）｛否　4.5（Oｽﾞ３）｛ＡＤＶ．８．５（０．３）

１級・上位

　　　　

79.0 (34.4)　　　10.7 ( 4.6)　　　　10.3 (4.5)

　

90分28例

　　　

適

　

97.2 (33.4)　適　92.3 ( 4.2)　判定　84.6 (3.8)　(18.3)　(3.2)

　

ｎ : 1219　　｛否　2.8（1.0）｛否　7.7（0.4）｛ＡＤＶ.15.2（0.7）

Asian Youth　　　75.0 (48.5)　　17.8 (11.5)　　　7.2 (4.7)

　

90分６例

　　

適96.9 (47.0)　適97.1 (11.2)判定85.7 (4.0)　(15.8)　(2.5)

　

ｎ : 388　　｛否　3.1（1.5）｛否　2.9（0.3）｛ＡＤＶ.14.3（0.7）

注１）日本国内での試合に限る

　

注２）Ｏ　内は１試合当たり平均数

注３）違反の見落とし又は見逃しのうち判定：違反の判定としてＦＫがのぞましし

　　　　　　　　　　

Z/

　　　　　　　

ＡＤＶ:アドバンテージ適用がのぞましい
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サッカーにおける審判とその判定に関する研究一日本国内での外国審判員と日本審判員の比較－

　　

外国審判員（外・国）はユニバーシアー

　

ド神戸大会('85年）、ワールドカップ・ア

　

ジア予選(■85、’89年）、キリンカップ('86、

　

’88年）、I S L ( '89年）の９例。

　　

日本国際審判員（日・国）はキリンカッ

　

プ( '86、’88年）、日中親善(■86年）、日

　

韓親善( '87年）、J S L ( '86、’88、’89

　

年）、天皇杯決勝大会('86、’88年）、総理

　

杯大学('86、’87、’89年）の18例。

　　

日本１級上位者（１・上）はJSL（’86

　

～’90年）、天皇杯決勝大会( '86、’88年）、

　

総理杯大学( '86~'89年）の28例。

　　

アジアユース審判員（Ａ・Ｙ）はアジア

　

ユース１次予選('88年）の６例、総計61例

　

のものである。なお、本文中の対象審判員

　

のグループ別呼称は前述の括弧内の略記号

　

とした。

３）判定の記録・方法：従来より用いている

　

独自に考案した観察項目式チェック法6,7)

　

である。

　

①違反の生起率は３つの要因別とし、要因

　

Ｉ違判の判定及び要因ｎアドバンテージ適

　

用時の違反の種類とその適・否。要因Ⅲ違

　

反の見落とし又は見逃し並びにそのなかで

　

のＦＫがのぞましいもの及びアドバンテー

　

ジ適用がのぞましいものの違反の種類。

　　

なお、これらからの得点、シュート、Ｆ

　

Ｋへの関連性8･9）などとした。

　

②判定の距離は違反地点と主審との距離で、

　

記号はＮ・～５ｍ迄、Ａ・5～10m、Ｂ・

　

10～20m、Ｃ・20～30m、Ｄ ・30m以上で

　

あるが、資料としては10m迄・近い距離、

　

10～20m ・中間距離、20m以上・遠い距離

　

の３区分とした。

　

③判定角度は違反があった時に、ボールを

　

保持していた選手の攻撃方向とそれに対す

　

る主審との角度で、記号はＡ・斜目前、Ｂ

　

・斜目後、Ｃ・真後、Ｄ・真横、Ｅ・真前

　

の５方向とした。さらにその左側、右側及

　

び外右やブラインドとした。

　　

なお、右側とはレフェリーが左一左の対

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

－66

　

角線をとっている場合に、ボールを保持し

　

ている選手に対して右側からの判定位置（ラ

　

インズマンを背中にしているポジション）

　

のものとした。外右とはレフ｡ﾕ｡リーサイド

　

のタッチライン沿いのボール展開で、レフ

　

ェリーが右側からみざるを得ない場合のも

　

のとした。

　　

これらの記録の時間区分は分単位1o ､ll）

　

とした。

　

④判定・適用の適・否及び見落とし又は見

　

逃しの評定は日本、地域、府県のインスペ

　

クターの協力を得た。また当該審判員のコ

　

メント等も加味した。

　

⑤違反の種類別は17項目（第10回本研究会

　

報告書Ｐ

　

７図２参照12））とした。

４）ボール移動距離12｀19）及び主審移動距

　　

離7･13｀18･2o～24）の記録：記録用紙の

　

競技場の縮尺は1 : 524のもので５分単位

　

でトレース25｀27）し、前・後半の終了時は

　

ロスタイムを区分して記録した。なお、移

　

動距離の算出はキルビメータ28･29）を用い

　

た。

５）有意性の検討：①要因別・グループ別に

　

違反の生起率、違反の種類別生起率並びに

　

判定の距離・角度・右側の生起率などにつ

　

いて百分率の差の有意差をみた。

　

②左・右領域別に５分毎の平均値のボール

　

移動距離及び主審移動距離の比較（ｔ検定

　

・図４）並びにボールと主審の動きのトレ

　

ースによる同調性（図５）などとした。

　

③左・右領域別区分はサッカーコートを縦

　

割し、ハーフラインとで出来る４区分され

　

た領域のうち、主審の左一左の対角線の領

　

域を左領域とした。

　

④事例（図４、５）は外・国のJ S L ('89

　

年）１例、日・国の天皇杯決勝大会準々、

　

準決、決勝('90年度）の３例、１・上のＪ

　

S L ( '91年）１例の計５例とした。
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Ⅲ

　

結果と考察

1.違反の要因別生起率

　

審判員のグループ別に違反の要因別生起率を

図１及び有意差を表２に示した。

　

要因Ｉ違反の判定で最も高いのは１・上の

79.0%、次いで日・国の77.0%、さらにＡ・Ｙ

の75.0%、最も低いのは外・国の68.6%の順で

あった。

　

有意差では外一国が他の３者に対して有意（１

・上、日・国、Ａ・Ｙ＞外・国、Ｐく0.01）に

少なかった。

　

要因ｎアドバンテージ適用で最も高いのは

外・国の24.4%、次いでＡ・Ｙの17.8%、さら

に日・国の16.0%、最も低いのは１・上の10.7

％の順であった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　

要因Ｉ

　

外・国はほぼ１／４の割合で他のグループよ

りも多く、特に日本審判員に対して有意（外・

国＞日・国、１・上、P＜0.01）に大であった。

　

要因Ⅲ違反の見落とし又は見逃しではアドバ

ンテージ適用とは逆に１・上の10.3%が最も高

く、次いでＡ・Ｙの7.2%、最も低いのは外・国

及び日・国の7.0%であった。

　

有意差では１・上が他の３者に対して有意

（１・上＞Ａ・Ｙ、外・国、日・国、Ｐく0.05）

に大であった。

　

以上を総合してみると、外・国は日本審判員

に比べ違反の判定で少なく、逆にアドバンテー

ジ適用では多く、これらは日本審判委員会の指

導の重点項目にも掲げられている「アドバンテ

ージを積極的に適用し、よりスピーディでスム

ーズなゲーム展開を保障しよう」3o）

　　　　　　

要因ｎ

　　

要因Ⅲ

外・国

　　　　　　　

68.6

　　　　　　　

ｙ
‘24.4 ' >^　　7.〔〕
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.φJ

1・上
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０

注）

50 100％

　　　　

図１

　

違反の要因別生起率

要因Ｉ：違反の判定、要因11 :アドバンテージ適用

要因Ⅲ：違反の見落とし又は見逃し

表２

　

違反の要因別生起率の有意差（％検定）

　　

Ｉ．違反の判定

　　　

Ｈ．アドバンテージ適用

　　

Ⅲ.1ｽﾞﾌﾞ］見落とし又は

　

外･国日･国

　

い上Ａ･Ｙ

　

外･国日･国

　

い上A- Y　外･国日･国　い上Ａ･Ｙ

ゴブ衣∧ン］二：

ゾ

　　　　　

ト＼

　　　　

卜

　

く※･‘

　　　　　　　

レ

注）･:･P＜0.05

　

･;べ･Ｐく0.01

　

－有意差なし
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などにも適っていると言えよう。なお、１・上

はアドバンテージ適用やより厳しい判定をする

ことにより、見落とし又は見逃しを少なくする

ことが国際への道であろう。

2.違反の種類別生起率

　

ここでは前項の３要因別に違反の種類別生起

率をみたもので、図２は10％以上の生起率で比

較的多いものとした。なお、図中の棒グラフは

左から順に、外・国、日・国、１・上、Ａ・Ｙ

である。

　

要因Ｉ違反の判定では４グループの平均でみ

ると、最も高いのはキッキングの19.9%、2位

オフサイドの17.8%、3位プッシングの14.2%

が比較的多く、以下ドリッピング、ファールチ

ャージ、バックチャージなどの順で11～10％で

あった。しかし、ホールディングは要因Ⅲ見落

とし又は見逃しでは10％以上であげられている

が、ここでは5.0%で低い生起率であった。

　

審判員のグループ別でみると、１位のキヽｊキ

ングでは同じ傾向で差はみられなかった。プッ

シング及びドリッピングでは外・国がほぼ他の

グループに対して有意（P＜0.01）に大であっ

た。バックチャージ及びファールチャージでは

概ね１・上及びＡ・Ｙが外・国に対して有意

（Ｐく0.05）に大であった。特に、オフサイド

では日・国咬び１・上が外・国に対して有意

（Ｐく0.01）に大であった。

　

要因Ｈアドバンテージ適用について平均的に

みると、最も高いのはトリヽヽ､ピンクの35.2%、

2位キッキングの23.4%で、この両者を合わせ

ると約60％であったことは、アドバンテージ適

用における注目すべき違反の種類としてあげら

れる。その他、プ､ｊシング、ファールチャージ

など約11％で、オフサイドの日・国13.4%は特

異的であった。しかし、要因Ｉのバックチャー

ジ、要因Ⅲのホールディングはここでは生起率

が低くあかってこなかった。

　

審判員のグループ別でみると、１ｲ立ドリッピ

ングでは日本審判員に対して外・国（P＜0.01）

及びＡ・Ｙ（P＜0.05）が有意に大であった。

２位キ､。キングではドリッピングとは逆に日乍

68

審判員が外国審判員に対して有意（Ｐ＜0.05）

に大であった。

　

ファールチャージではＡ・Ｙが外・国（Ｐく

0.01）及び日本審判員（P＜0.05）に対して有

意に大であったことが特徴的で、これが誘因と

もなってゲームコントロールに苦労する場面も

見受けられた。

　

オフサイドでは日・国が13.4%で最も多く、

外・国に対して有意（Ｐ＜0.01）に大であるこ

とが注目される。

　

このオフサイドはアドバンテージの項で扱っ

ているが、レフェリーがラインズマンに対して

旗をおろせの合図をしたものである。このこと

は主審の基準とラインズマンの基準に幅がある

ようで、日本のラインズマンの課題であるとも

言えよう。

　

なお、プッシングでは外・国が19.1%とやや

多かったが、他とは有意差はみられなかった。

　

要因Ⅲ違反の見落とし又は見逃しを平均でみ

ると、最も高いのはキッキングの20.5%、2位

プッシングの19.1%が多く、以下ファールチャ

ージ、オフサイド、ホールディング、バックチ

ャージなどの順で12～9％であった。しかし、

ドリッピングの見落としは少なく、ここではあ

かってこなかった。

　

審判員のグループ別でみると、１位キッキン

グではＡ・Ｙが31.4%で最も多く、日本審判員

との間に有意差（P＜0.05）がみられ、これが

ゲームコントロールを乱す原因ともなり、警告

や退場に連っていた。

　

２位プッシングでは外一国が28.9%で最も多

く、日・国及びＡ・Ｙとの間で有意差（P＜

0.05）がみられた。

　

ファールチャージでは１・上が16.8%で最も

多く、日・国と有意差（P＜0.05）がみられた。

　

ホールディング及びバックチャージでは日・

国が15.3%で最も多く、外国審判員との間に有

意差（P＜0.05）がみられた。このホールディ

ング及びバ､。クチャージは見落としと言うより

もむしろ見逃し的なものと言えよう。

　

オフ廿イドではＡ・Ｙが15.8%で最も多く、
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サッカーにおける審判とその判定に関すろ研究一一口本国内での外国審判貝と日本審判員の比較

概ね外・国及び日・国( P < 0.05 )との間に有

意差かみられた。

3.判定の距離と角度の生起率

　

図３の上図は要因Ｉ違反の判定、要因Ｈアド

バンテージ適用、要因Ⅲ違反の見落とし又は見

逃し時及び下図は要因IVシュート時、要因Ｖ得

点時の距離、角度、右側などのものである。
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近い距離

　　

中間距離
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図３

遠い距離 斜目前

　　

斜目後

　　

真 横

判定時『要因１・Ｕ』）及びシュート・得点時（要因Ⅳ・Ｖ）

の距離・角度・右側の生起率

１）違反の判定時（要因１・Ｈ・Ⅲ）

　　

違反の判定距離についてみると、10m前

　

後の近い距離では外・国が75.5%で最も多

　

く、他の３者は65～60％で外・国とは明ら

　

かに有意差（Ｐぐ0.0∩がみられた、

　　

20m前後の巾間距離では逆の様相を示し、

　

外・国が21.1%で殼も少なく、他の３者

－70

外 右 右

は35～31％と多く、外・国とは明らかな有

意差（Ｐく0.01）がみられた。

　

20m以上の遠い距離では3.4～5.4%と生

起率は低く、いずれの間にも有意差はみら

れなかった。

　

違反の判定角度についてみると、真横及

び斜目後に特徴がみられた。真横では外・
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小林，瀬戸，宮村，瀬戸

　

国が28.3%で最も多く、次いで日・国の

　

23.2%、さらに１・上の19.4%、最も少な

　

かったのはＡ・Ｙの12.0%であり、それぞ

　

れの間に有意差（Ｐく0.05）がみられた。

　　

斜目後では真横とは逆の様相を示し、最

　

も少なかったのは外・国の44.0%であり、

　

他の３者は61～57％と多く、外・国と明ら

　

かに有意差（P＜0.01）がみられた。

　　

なお、斜目前ではＡ・Y ( 18.5% )及び

　

１・上( 14.6%)がやや多く、概ね外・国

　

及び日・国（P＜0.05）との間に有意差が

　

みられた。

　　

外右では１・上の13.1%が最も多く、他

　

の３者と有意差（Ｐく0.05）がみられた。

　　

なお、右側からの判定は4.0～6.1%と低

　

く、いずれのグループ間にも有意差はみら

　

れなかった。

２）シュート・得点時（要因Ⅳ･Ｖ）

　　

シュート・得点時の判定距離でも違反の

　

判定時と同様に、近い距離では外・国が79.0

　

％で最も多く、他の３者と明らかに有意差

　

（Ｐく0.01）がみられた。なお、１・上

　

(67.3%)及び日・国(62.1%)はＡ・Ｙ

　

(50.7%)との間に有意差（Ｐく0.05）が

　

みられた。

　　

中間距離でも違反の判定時と同様に、近

　

い距離とは逆の様相を示し、外・国が19.4

　

％で最も少く、他の３者は38.4～28コ％と

　

多く、外・国と明らかに有意差（Ｐく0.01）

　

がみられた。

　　

遠い距離ではＡ・Ｙが10.9%で最も多く、

　

他の３者と有意差（Ｐく0.05）がみられ、

　

遠い距離からの判定が目立った。

　　

ｼｰ､－ト・得点時の判定角度では違反の

　

判定とはやや様相が異なり、真横では外・

　

国の20.9%及び１・上の19.7%が多く、最

　

も少なかった日・国の12.4%との間に有意

　

差（P＜0.05）がみられた。

　　

それに引き替え斜目後では逆に日・国が

　

59.5%で最も多く、他の３者と明らかに有

　

意差（P＜0.00がみられた。

７１

　　　

斜目前ではＡ・Ｙが39.8%と異常に多く、

　　

他の３者の21.0～17.5%とは明らかに有意

　　

差（P＜0.01）がみられ、場面との密着性

　　

に欠けることが見受けられた。

　　　

右側からの判定では外・国が19.1%と著

　　

しく多いことが特徴的で、他の３者の8.2～

　　

7.7%との間に明らかな有意差（P＜0.01）

　　

がみられた。

　　　

これについて少しく詳細にみると、外・

　　

国では違反の判定時の右からは6.1%である

　　

のに対し、シュート・得点時では３倍以上

　　

の19.1%で異常に多く、この両者間には明

　　

らかに有意差（Ｐく0.01）がみられた。

　　　

以上を総合してみると、シー､－ト・得点

　　

時の決定的場面では外・国は近い距離で、

　　

しかも左・右にかかおりなく、真横から判

　　

定している点て他の３者よりも優れている。

　　

このことは得点領域における危機意識の相

　　

違とも言えよう。

　　　

日本人審判間の日・国と１・上について

　　

みると、シュート・得点時の近い距離では

　　

１・上が日・国よりもやや有意（P＜0.い

　　

に多く、シュート・得点時の判定角度でも

　　

真横で１・上が有意（Ｐく0.05）に多かっ

　　

た。逆に、日・国はシュート・得点時の判

　　

定角度では斜目後が多い傾向を示した。

4.ボール及び主審の移動距離の左・右領域の

　　

比較

　

図４はボール及び主審の５分毎の移動距離を

サッカーコートの左領域及び右領域に区分して、

その比率（％）及び５分毎の平均移動距離（ｍ）

を図の下のＯ　内に示し、そのアロステリック

（φ）はｔ検定である。上から’９０Ｗ－Ｃｕｐの

経験者外・国Ｗ及び日・国Ｗのもので、以下日

・国Ａ、日・国Ｂ、１・上のものであり、図の

左端から試合の前半、後半さらに右端が全体平

均のものである。

　

図５はボールと主審の動きのトレースによる

同調性の事例である。

　

ボールと主審の移動している左－右領域の比

率を右端の全体平均でみると、ボールではいず
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ボール・主審移動距離の左・右領域の比率

れの試合も右領域の比率が50.3～55.2%とわず

かに多く、５分毎の平均移動距離は右領域が

612～735m、左領域が575～709 mで有意差はみ

られなかった。

　

ボールについての先進の研究31-― 42)でも、本

研究とは領域の｡兄方に多少相違はあるものの同

じく右領域が50％強とやや多かった。

"
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ボールと主審のトレースによる同調性

(53.6%)が多く、主審もそれに従って左一左

の対角線を守りながら対角線を平行移動させて

ボールに近寄ったととから（図５）、主審の右

領域も48.3%とやや右寄りであった（図４）。

　

後半では逆にボールの左領域(51.9%)が増

加すると、主審も左領域(55.5% )が増加した。

５分毎の平均移動距離でも有意（左・395m＞

右・316m、P＜0.05）に大であった（図４）。

　

日・国Ｗ（図４、５）でも、前・後半ともに

先の外・国Ｗと見事なまでに類同した様相を示

しヽＷ－Ｃｕｐ審判の高い同質性が示された。

　

日・国Ａでは前半のボール（図４）は左・右

領域ともほぼ半々であったことから、主審は左

－73

－左の対角線を忠実にとり（図５）、左領域

(64.2%)が多かった。

　

しかし、後半ではボールの右領域( 58.4% )

が前半より増加し、ボールの５分毎の平均移動

距離でも前半とは異なり、右領域が有意（右・

790m＞左・562 m、Pく0.05）に大となった

（図４）。主審もこのボールの動きに沿って

（図５）、ボールとの間合いを測り、左・右領

域がほとんど半々の約50％（図４）ずつとなっ

た。

　

これを主審の５分毎の平均移動距離（図４）

でみると、前半は左領域が有意（P＜0.001）

に大であったが、後半では近い距離での判定か
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らか右寄りとなり、ほとんど左右差がなくなっ

た。

　

以上のことからも日・国Ａは先のW-C u p

審判に類同した様相を示していたと言えよう。

　

日・国Ｂでは前半にボール（図４）の右領域

(57.8%)が多く、ボールの５分毎の平均移動

距離でも有意（右・784m＞左・574 m、Ｐ＜

0.05）に大であったが、主審はボールとは逆に

左領域(58.5%)が多く、主審の５分毎の平均

移動距離でも左領域が有意（左・331 m>右・

235 m、P＜0.05）に大であった。

　

後半では逆にボール（図４）は左領域(52.5

％）が多くなり、主審もますます左領域(62.8

％）が増大した。

　

これは右領域のボール（図５）に対してもあ

まり近寄らず、ボールに沿った左一左の対角線

の平行移動も少なく、やや遠目からのレフェリ

ングをしていたと言えよう。

　

１・上ではボールは前・後半とも右領域（前・

51.4%、後・53.8%)がやや多いが、主審は左

一左の対角線を忠実に守りながら（図５）、逆

に左領域（前・59.1%、後・57.5%)が多い。

主審の５分毎の平均移動距離でも前・後半とも

に左領域が有意（Ｐく0.05）に大であった（図

４）。

　

以上のことから日・国Ｂ及び１・上は先の３

者とは少しく様相が異なり、基本的な対角線に

忠実で、右領域のボールに対しても対角線の平

行移動が少なく、やや遠目のレフェリングの様

相を示していたと言えよう。

IV

　

要約及びまとめ

　

審判員育成の基本的視点の構造化を意図して、

'85～'91年の間における日本国内での国際試合、

ＪＳＬ、天皇杯及び総理杯大学などの外国審判

員９例と日本国際18例・１級上位の審判員28例、

アジアユース国際審判員６例の計61例について

違反の判定、シ_､－ト、得点時の判定距離と角

度並びにボールと主審の動きのトレースなどか

らその特性をみようとするものである。

　

１)違反の要因別生起率；①違反の判定は日

－74

　

本審判員（78％）が外国審判員よりも有意

　

に多い。

　

②アドバンテージ適用は外・国（24％）が

　

他の３者よりも有意に多い。

　

③見落とし又は見逃しは１・上（10％）が

　

外・国、日・国（７％）よりも有意に多い。

２）違反の種類別生起率（10％以上）；①違

　

反の判定では１位キッキング（20％）では

　

グループ間の有意差はみられない。２位寸

　

フサイド（18％）では日本審判員が有意に

　

多い。３位プッシング( 14% )と４位トリ

　

ッピングでは外・国が有意に多い。以下フ

　

ァールチャージ、バックチャージの６種類

　

である。

　

②アドバンテージ適用ではドリッピングと

　

キッキングが多く、両者で60％であり、ト

　

リッピングでは外国審判員が日本審判員よ

　

りも有意に多く、キッキングでは逆に日本

　

審判員が有意に多い。

　　

ファールチャージではＡ・Ｙ（22％）が

　

異常に多く（P＜0.01）、これがゲームコ

　

ントロールに苦労する誘因であろう。

　　

オフサイドでは日、国( 13% )が外・国

　

よりも有意に多く、これは線審との基準の

　

幅が課題であろう。

　

③見落とし又は見逃しでは外・国はプッシ

　

ング( 29% )が有意に多い。

　　

日・国はホールディング及びバックチャ

　

ージ（15％）が有意に多い。

　　

１・上はファールチャージ( 17% )がや

　

や有意に多い。

　　

Ａ・Ｙはキッキング( 31% )及びオフサ

　

イド( 16% )が有意に多く、ゲームコント

　

ロールを乱す原因となっている。

３）判定時、シュート・得点時の距離と角

　

度；①外・国は近い距離（78％）、真横

　

( 25% )が明らかに有意に多い。しかもシ

　

ュートリ尋点時の決定的場面では右側（19

　

％）が有意に多いが、得点領域における危

　

機意識からか左右にかかわりなく、近くで

　

真横からみようとしている表れであろう。
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②日本審判員は距離がやや遠目で、角度は

　

斜目後が有意に多い。しかし、１・上はシ

　

ュート・得点時で日・国よりも近い距離と

　

真横が多いことは国際への足掛かりとなろ

　

う。

　

③Ａ・Ｙは距離では中間・遠い距離が有意

　

に多く、角度は斜目前が多く、場面との密

　

着性に欠ける。

４）ボールと主審のトレースの同調性；①外

　

・国Ｗ及び日・国Ｗではボールが右領域に

　

多く展開されている時でも、左一左の対角

　

線をとりながらボールとの間合いを測り、

　

対角線を平行移動させて右領域に寄ってい

　

る。しかも、このＷ－Ｃｕｐ審判の両者は

　

トレースからも高い同質性を示している。

　　

なお、日・国ＡはＷ－Ｃｕｐ審判にほぼ

　

類同する様相を示している。

　

②日・国Ｂ及び１・上はＷ－Ｃｕｐ審判と

　

様相が異なり、ボールの移動距離の右領域

　

が有意に大であっても、主審の移動距離は

　

逆に左領域が有意に大である。これは基本

　

的な対角線を忠実にとり、右領域のボール

　

に対してはやや遠目のレフ｡｡｡リングで、対

　

角線の平行移動による距離的間合いが課題

　

である。
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第11回サッカー医・科学研究会報告書( 1991 )

［日本リーグサッカー選手の障害について］

はじめに

　

日本サッカーリーグ２部に所属し、埼玉県を

地元に活動している、某チームの治療経験およ

び、治療上の問題点について報告する。

　

このチームの治療を開始した1989年２月から、

1990年11月までに外来治療を行ったのは延べ26

人90例であり、手術的治療を行ったのは７人８

例であった。症例の内訳は、打撲・挫傷34例、

骨折６例、膝関節障害14例、腰部障害５例、足

関節障害19例、その他３例である（表１）。

表１

　

症例の分類（Ｎチーム）

　　　

1989.2-1990.11

打撲・挫傷

骨折

僥

　

骨

舟状骨

指

　

骨

腰椎横突起

足関節

ジャンパー膝

半月板

MC L

ACL

オスグッド遺残

腸脛靭帯炎

34

　

腰

2

1

1

1

1

2

5

4

1

1

1

　

腰

　

痛

　

分離症

　

1

分離すべり症

　

ヘルニア

足関節

　

捻

　

挫|

有痛性三角骨

　

アキレス腱炎

その他

　

肘MC L|

緋腹筋部分断裂

　

足底筋膜炎

川口工業総合病院整形外科スポーツ外来

　　　　　　　　　

仁

　

賀

　

定

　

雄

骨片整復内固定手術を施行した（図１－２）。

図１－１

　

舟状骨骨折（矢印）（26才、ＭＦ）

Ｉ

　

<
＞
0

１

１

16

2

1

１

１

１

　

以下に代表的な症例をあげる。

［手舟状骨骨折］

　

試合中に転倒、手をついて受傷（図１－１）。

保存的にも治療可能な状態であったが、長期間

のギプス固定を要するため、早期スポーツ復帰

を目的として、ハーバート・スクリュウによる

図１－２

　

早期スポーツ復帰のための

　　　　　　　　

ハーバート・スクリュウ固定

このスクリュウは固定一圧迫力が非常に強いた

め、術後にギプス等の外固定をほとんど必要と

せず、早期からスポーツ活動が可能となる。こ

の選手は術後早期から練習を再開し、術後1.5

ヶ月の開幕戦からフル出場した。術後３ヶ月間

は練習、試合時の再受傷を避けるために、軽量

の小さなギプスシーネを装着させた。周囲に十

分なクッシ『ンを巻いて他の選手の害にならな

いようにしたところ、どの試合でも主審の了解

を得るごとができた（図２）。

［腰椎分離症］

　

図３の選手（23才）は時々腰痛が生じるもの

の、練習、試合を休む程の痛みには至っていな

い。しかし、同様の症例で30才を越えた選手は、

79
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日本リーグサッカー選手の障害について

それまで全く問題がなかったにも関わらず、復

帰するには至らなかった。

図２ 試合時に用いたギプスシーネ

１
　

1
9
　
F
ヤ

図３－Ｘ線、ＣＴ一腰性分離症（23才

Ｊ
醐

ｙ

　
　
　
　
　

ｌ
’
ｊ
仙

　

jル1四述にし如十ごは、好個万に㈲えて、牛

へい|
･|……t'^'･.1..･てトろ　こ力証寸イ抑皆イて門白

けΛにヽか、こく屑に⊃什丿即|トノレして寸ブ|りﾐ

能七べる二大か高るりバレし、柚目て忖痛加柚

上して心ひっしｰうコL⑤レ句ろ

　

目卜けｎＵ八丿．

でいヘレ．

図４－Ｘ線、ＣＴ一腰推分離に加えてすべり症

　　

も呈している選手（26才、ＤＦ）

［腰椎椎間板ヘルニア］

　

図５の選手は約半年間保存的に治療を試みた

が、日常生活にも支障をきたしたため、髄核摘

出手術を施行した。術後約半年で、練習、試合

可能な状態に回復したが、年齢的理由で引退し

た。

図５

　

― MR I

　　　

腰椎椎間板ヘルニア（27才、ＤＦ）

［ジャンパー膝］

　

テーピングがある程度有効であった。縦方向

のテーピングを好む選手と横方向のテーピング

を好む選手がいた（図６）。

図６

　

ジャンパー膝のテーピング･

　　　

(縦方向と横方向)

［膝半月板損傷］

　

４例のうち２例に半月板部分切除術を、２例

に半月板縫合術を施行した。従来、半月板損傷

に対しては、半月板の部分切除を施行するのが

常であったが、現往では、損傷部位、形態によ

っては関節鏡視下に半月板を縫合して半月板を

温存することが可能となっている（図７八
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図７

　

関節鏡視下半月板縫合術

　　

(左：縫合中

　

右：縫合後)

　

手術後、短期的には切除例のほうが復帰まで

の期間が短いという利点があるが、連日激しい

運動を繰り返す選手においては、over use に

よる水腫が発生してスポーツ活動の妨げとなる

場合がある。また、膝関節の衝撃吸収機構の一

つである半月板が切除された状態で長期間激し

い活動をした場合、将来膝関節の変形性変化を

来たす可能性がある。

　

これに対して、縫合例では、over use によ

る水腫は認められず、衝撃吸収機構が温存され

ることにより、長期的にも膝関節の変形性変化

を防ぐことができる点て優れていると思われる。

しかし、切除した場合よりも復帰に長期間を要

するのが欠点である。

　

半月板損傷の手術においては、切除手術、縫

合手術の長所、短所を理解した上で、年令、今

後の活動レベル等を考慮して、症例に応じて適

応を考える必要がある。

［高度の軟骨損傷を合併した半月板損傷］

　

半月板損傷に加えて、高度の軟骨損傷を合併

した選手がおり、治療に苦慮した。外側半月板

が広汎に複合断列を起こしており、温存するこ

とは不可能であったため亜全切除したが、半月

板断裂部に対応する大腿骨外穎の軟骨が大きく

欠損しており、軟骨下骨が広汎に露出していた

（図８－１）。もし骨を覆う軟骨が修復されな

いままプレーを再開して、さらに軟骨欠損部が

拡大すれば、将来的にサッカーはおろか日常の

社会生活を営むのにも重大な障害が生じる可能

性があると考えられた。通常の半月板部分切除

仁賀

-81-

であれば、手術翌日から歩行を許可して、可及

的早期にサッカーへの復帰を指導するが、この

場合は軟骨の修復を待つ必要があったので、４

週間、松葉枕による免荷の後３ヶ月間スポーツ

活動を中止させた。

図８－１

　

半月板損傷に合併して軟骨が欠損し、

　　　　　

広汎に軟骨下骨が露出した症例

　　　　　　

(25才、ＦＷ)

図８－２

　

術後４ヶ月の再鏡視像。軟

　　　　　

はまだ不十分であった。

　

スポーツ活動を再開するに当たって、軟骨の

修復状態を確認するために、術後４ヶ月で再度

関節鏡検査を行った。軟骨欠損部は変性軟骨で

ある程度修復されていたが、軟骨下骨が露出し

ている部分があり、まだ修復は不十分であった

（図８－２）。そのため、さらに２ヶ月間のス

ポーツ活動中止の後、徐々にサッカーを再開さ

せた。術後１年６ヶ月の現在、練習、試合に特

に支障はないが、今後も注意深い経過観察が必

要である。

ま
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このチームの年間日程、週間日程は表２の通
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日本リーグサッカー選手の障害について

残すためには選手層の厚さが不可欠である。特

に1990年度の日本リーグ２部は、毎週２試合の

日程で計30試合行われたために、選手層の違い

で上位と下位が大きく離れた。このなかで選手

の治療、リハビリテーシ日ンを行なっていくに

は、ドクターによる診断、治療だけでなく、メ

ディカルトレーナーによる復帰への指導が不可

欠である。ますこ、治療においては、種目特性を

理解した上で、チームの状態を把握し、個々の

選手の特質を考慮しなければならない。

合
宿

AM

PM

表２

　

年間スケジュール（Ｎチーム）

　

２

　

３
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８
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日

休
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仕
事
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第11回サッカー医・科学研究会( 1991 )

はじめに

サッカーに関する成長期スポーツ障害への対応

　　

一学校運動部指導者へのアンケート調査よりー

美
一
学
男

博
寿

　

成

田
中
本
西

柳
田
松
福

（兵庫医科大学整形外科）

（兵庫医科大学整形外科）

（兵庫医科大学整形外科）

（兵庫医科大学整形外科）

　

成長期の外傷、障害に対して、現在ではその

予防に最大の関心がはらわれている。日体協に

よるスポーツドクターの認定制度が発足して10

年になろうとしておりドクター側からの働きか

けは徐々にではあるが進みつつある。

　

一方、この時期における日本のスポーツ指導

はそのほとんどが学校体育においておこなわれ

ており、その指導者の影響を受けざるを得ない

のが実状である。それ故、部活動時に発生する

スポーツ外傷、障害の治療には、監督・コーチ

などの部活動指導者の考え方が大きな影響をお

よぼすと考えられ、その指導者が、どのような

意識を持っているかを知り、今後の医事相談、

スポーツ外傷・障害の予防に役立てる目的で本

調査を行った。

対象と方法

　

対象は、兵庫県下219校の高校における20種目

の各運動部指導者に対しアンヶ－ト調査を行った。

計219校中163校、計1,156の有効回答朗辱られ、

その回収率は74.4%であった。その中でサッカ

ー部指導者の100名の回答に統計を行い考察した。

　

質問事項の概要は以下のとおりである。

＊指導者の年齢、性別

木指導者の専門競技および競技歴

＊現在の指導競技および指導歴

木応急処置

＊通院の決定

太治療の実察

＊リハビリテーシ=､ンの認識

＊スポーツ医事相談、スポーツドクターの認識

＊医者に対する不満

本医者に望むこと

＊障害の原因

＊障害発生時の対応

＊チームのレベル

＊部員数

＊練習時間

等である。

結果および考察

　

チームのレベルとしては、全国レベルが２校、

県大会レベルが32校、市レベルが43校、その他

23校であった。

　

部員数の平均は30.2名、練習時間は平均2.2

時間、また週平均5.6日の練習を行っている。

　

指導者は全員男性であり、年齢分布は20代59

％、30代27％、40代９％であった。

　

指導者自身の専門競技は、サッカーが71％と

最も多く、その他野球、陸上競技、テニス等が

散見され、その競技歴は、２年から40年、平均

14.2年であった。

　

サッカー部の指導歴はＯから30年、平均7.2

年であった。

　

まず競技者が怪我をした場合の応急処置につ

いては図一１のごとく、指導者自身が74％と最

も多く次いで養護教諭の順であった。通院の決

定についても、ほとんど指導者自身、養護教諭

によってなされていた。

　

外傷に対する治療は、最寄りの医者が61. 3%

と最も多く、次いでスポーツ医、校医、専門医、

83



1｡

2.

3.

4.

5.

その他4.9%

専門医8.1%

校医9.8%

サッカーに関する成長期スポーツ障害への対応

応急処置

図一２

　

治療の実際

　　　　

表－１

　

選択の理由

近くである…………………………

図一１

79.2%

3.9%

2.6%

2.6%

1.3%

－84

通院の決定

れた。

　

リハビリテーションについては97％の指導者

がその必要性は感じてはいるか、実際に指導を

受けたものは28％、またリハビリを行う施設を

知っている者は35％と少数であり、現場でのリ

ハビリの認識、またその普及度はいまひとつの

状況であった（表－２）。

1｡

2.

3.

表－２

　

リハビリテーションについて

リハビリの必要性を感じている……………97％

リハビリの指導を受けたことがある………28％

最寄りのリハビリを行っている所を知っ

ている 35％

4｡リハビリを含むトレーニング指導の方法

　　

を知っている

　

…………………………………23％
５

リハビリを考えた指導をする …･･50％

　

医者との関係については、スポーツ医事相談

を知っている指導者は51％、スポーツドクター

の存在を知っている者は83％であった。またス

ポーツ障害は予防できることを知っている者は

87％、各指導競技におこりやすい外傷を知って

いる者は87％とかなり高率であるものの、実際

にスポーツ外傷の講義を受けたことのある者は

55％と少なかった（表－３）。

運動を続けながら直してくれる…………

リハビリテーションの指導もしてくれる‥･

トレーニングの指導もしてくれる………

6｡その競技に精通している

　

…………………2.6%

7.そのチームがよく行くから

　

………………1.3%

8.その他…………………………………6.5

接骨師の順（図一２）であった。またその選択

の理由として最も多かったのは、近くであると

いう理由であり、地理的に便利な場所を選ぶ傾

向が強く認められた（表－１）。一方、運動を

続けながら治してくれるという理由で、接骨師

を第一選択に選ぶ例も7. 3%と少なからず認めら

:R P'HＩ'Q/U

　

1％

　　

スポーツ医

　

もよりの医者

　　　

13.8%

　　　

61.3%

養護教諭

　

21.0％

　　　　

指導者自身

　　　　　　　　　

了4.1％

　

伐m o.iyo

！6.7％

　

養護教諭

　　

26.7%

　　　　　

指導者自身

　　　　　　　　　

61.3%

■ ・ ■ ● ・ ● ・ ■ ■ ● ● ● ・ ・ ・ ■ ■ ■ ● ● ■ ■ ● ● ■ ・ ■ ● ■ ● ● ● ■ ● ● ● ● 哺

知りあいである……………………………



1｡

2.

3.

4.

5｡

6.

柳田、田中、松本、福西

　　　　

表－３

　

医者との関係

スポーツ医事相談を知っている

　

…………

スポーツドクターの存在を知っている……

チームドクターは必要と思う

スポーツ外傷・障害の講義を受けたこと

がある

救急処置の実習を受けたことがある

　

…

スポーツ障害は予防できることを知って

51％

83％

84％

55％

67％

　

いる

　

…………………………………………87％

7.指導競技に起こりやすい外傷・障害を知

　

っている

　

……………………………………87％

　

スポーツ外傷の講義等も含めた医者の側から

のより積極的な働きかけが必要と思われた。

　

医者に対する不満に関しては、待ち時間が長

いことが65％と最も多く、次いでギプスを使用

することに対する抵抗感をあげるものが44％、

すぐに部活動をやめろということに対する不満

が42％と高率であった（表－４）。

1｡

2.

3.

4.

5.

6.

表－４

　

医者に対する不満

待ち時間が長い

診察時間が短い

65％

28％

たいしたことはないと軽くあしらわれる…21％

ギプスを使いたがる

　

………

すぐ入院させる

　

……………

すくに部活動をやめろという

44％

30％

42％

　

一方、医者に望ひこととしては、指導者に対

する説明・アドバイスを希望する者が91％、ト

レーニングをしながらの治療を希望するもの77

％、早期のギプス除去を希望する者63％といず

れも高率であった（表－５）。

1｡

2.

3.

4.

5，

　　　

表－５

　

医者に望むこと

怪我即退部とならないような指示

　

………

トレーニングをしっかりするよう指示…‥

指導者にもアドバイスを

　

…

可能な限り早くギプスを外す

気軽に継続的な診療を

　

……

77％

85％

91％

63％

87％

　

医者に対する不満と希望を総合すると、怪我

をしているところはしかたないとしても、その

他の健常部を使ったトレーニング指導に対する

希望が強かった。またギプス固定に対する不満、

抵抗感はおもいのほか強く、それに対して医師

は、本人も含め指導者に対してもギプス固定の

必要性、固定時間、回復の見込み等につき詳細

な説明・アドバイスをする必要があると思われ

た。

1｡

2.

3.

4.

5.

6.

7.

8.

9.

表－６

　

障害の発生原因

！

　

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥体力不足

　

…………………………………

アップ、クールダウンの不足

　

…………

不注意

技術的に未熟なため

練習不足

過

　　

労

練習過多

その他

49

41

39

28

13

ｎ

10

6

5

85

4％

4％

1％

7％

8％

5％

3％

9％

7％

コート、グランドが悪いため

　

…………

　

障害の発生原因については表～６のごとく体

力不足、アップ・クールダウンの不足、不注意、

技術的な問題等選手側の問題をあげる者が多く、

過労、練習過多、コート・グランドの不良等管

理側の問題をあげる者は少なかった。つまり管

理側の責任よりも選手側の手落ち、不手際を指

摘する傾向が強いように思われた。

　

障害発生時の対応であるが、休ませるが45.5

％、障害部位を使わずに練習させるが32. 7%、

軽減して続けさせるが21. 8%と、なんらかの手

段で練習を続けるケースが過半数に見られた。

　

また、障害発生時まずどこを受診させるかを

見ると、整形外科が71.4%と高率である反面、

接骨院、針灸院を第一選択とするケースも少な

からず認められた（図一３）。

　

次に障害発生時の対応を他の競技と比較して

みたが、休ませる者が40％前後、何らかの方法

で続ける者が60％前後と各競技間に大きな傾向

の違いは認められなかった（図一４）。

　

障害発生時の受診場所については、整形外科

を第一選択にする者がサッカーでは71.4%と高

率なのに対し、野球、柔道では50％代、バレー

ボールでは47. 9%と低率であった。一方、接骨

院、針灸院、カイロプラグディック等の民間療
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軽減して
続けさせる

　

21.8%

障害部位を使わ
ずに続けさせる

32.7%

サッカーに関する成長期スポーツ障害への対応

休ませる

45.5%

障害発生時の対応

サッカー

バレーボール

野

　　

球

柔

　　

道

図一３

どこを受診させるか

　　　　　

45 5％ 障害部位を使わず　軽減して続ける休ませる

　

．ｏ

　　　

続ける

　

32.7%

　　　

21.8%

　　　　　　　　　　　

jS

40.2%

　　　　　　　　　

31.1%

　　　　　　　　

29.7%

●・

48.1%

　　　　　　　　　　　

33.3%

　　　　　

18.5%

障害発生時の対応

　

図一4

－86

38.2％

　　　　　　　　　　

40.8%

　　　　　　　　　

21.0%

　

針灸院2.4％

1院6.0%

　　

外

　

科

　　　　　

整形外科

　　

20.2%

　　　　　　

71.4%

-

｜



サッカー

バレーボール

野

　　

球

柔

　　

道

無回答6％

柳田、田中、松本、福西

● ・

Ｓ”・

障害発生時の対応

(どこを受診させるか)

　　　

図一5

練習計画を見直すか？

●－●

無回答2％

.･--●'ごj

接骨院
6.0％

針灸院
2.4%

4==アｶｲﾛﾌﾟﾗｸﾞﾃﾞｨｯｸ
6｡8％

7ヽ、r一口％

3｡3％

大会前は無理をしてでも

　　

練習させるか？

図一6

-87-

見直さない

　　　　

見直す

　　

45％

　　　　　

49％

升氏Lとf』‘aL'/O

　

練習させる

　　　

16％

　　　　　

練習させない

　　　　　　　　

82％

51.7%

　　　　　　　　

20.0％

　　　

23.3%

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

･4

　　　　　　

’

　　　　　

S

　　　　

f

54.7%

　　　　　　　　　　

15.1%

　　

12.8%

　

賢

　　

習

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

／

　　　　　　

ち

　　　　　

""-.

　

●･

49.7%

　　　　　　　　

16.2%

　　

14.5?^

　　

14.5%

整形外科71.4%

　　　　　

20.2%



あまり従わない

　　　　　　

2％

サッカーに関する成長期スポーツ障害への対応

無回答1％

医者の指示に従うか？

　

「場合による」「あまり従わない」と

　　　　　　

答えた理由

1.大会前だったから……,--………---,…31.6%

2.部活をやめろといったから………-・　1.0％

3.自分の経験からその指示が

　　　　　　　　　　　

………･28 ’

　

間違っているから

　　　　　　　　

’1％

４.スポーツを理解していない

　

医者だから

　　　　

゜……21.1%

5その他………………………………………123％

図一７

法を第一選択にする者がサッカーでは8.4%で

あるのに対し柔道では28. 3%、野球では30. 2%、

バレーボールでは35. 8%と高率であり、各競技

種目間においても指導者の認識にはかなりの差

があるものと思われた（図一５）。

　

選手に障害が発生した時に練習の計画を見直

すか否かについては、ほぼ同数の結果を得た。

また大会前には無理をしてでも練習させる傾向

が16％と少なからず見受けられた（図一６）。

　

医者の指示に対する反応としては、「場合に

よる」が69％､「あまり従わない」が２％であり、

一方「絶対に従う」は28％と低率であった。指

示に従わない理由として大会前であることをあ

げる者が31.6%もあり（図一７）、選手の将来

や選手生命よりも目先の勝利、指導者としての

栄光を重視し、結果的に選手達は使い捨てであ

るという感は否めない。

　

また、スポーツを理解していない医者だから

という回答も21.1%あり、医者に対し、スポー

ツのあり方、クラブ活動の現状についての理解

を求める声も多いものと思われた。

おわりに

　

外傷発生時に今だに第一選択として民間療法

を選ぶ傾向、ギプス固定に対する理解の低さ、

約70％の指導者が場合によっては医者の指示に

88－

従わないという現状が今なお存在している。

　

これは、ともすれば、日本人にありかちな郷

土意識に基づく目先の勝利にまどわされ、選手

自身を見失ってしまいがちな指導者達の姿勢を

示すものであろう。しかし、この現状を指導者

のスポーツ障害に対する認識の低さだけのせい

にできるものではなく、我々医者側の問題も多

々存在することがわかる。必要以上の安静を強

いていないか、選手・指導者に対し十分な説明

をしているか、やたら長期にわたる治療になっ

ていないか等、対象がスポーツ選手であること

をあらためて認識したうえで我々が反省すべき

点は数多くあると思われる。

　

以上、指導者、医者両者についてのいくつか

の問題点をあげたが、お互いを理解する上で最

も重要なことは話合いの機会を持つことだと思

う。そのために、両者がともに話し合える

　

を

市レベル、県レベルで設け意見を交わし会うこ

とが是非必要だと考える。そうすることにより

成長期の外傷・障害を予防し、よりよいスポー

ツ環境が生まれ、ひいては日本のサッカー、す

べてのスポーツの発展につながると考える。

い兵庫県下219高校の運動部指導者に対しスポ

　

ーツ外傷・障害に関する意識調査を行い、う

　　　　　　　　　

ftttＬ４５‾｜，
従わない

　　　

2％

　　　　　　　

絶対に従う

　　　　　　　　　

28％

　　

場合による

　　　

69％



柳田、田中、松本、福西

　

ち100名のサッカー指導者の回答を考察した。

２）スホしツドクター、専門医、リハビリテー

　

ションに対しては、その存在、必要性につい

　

ての認識は高いものの、実際の関わり合いは

　

いまひとつの状況であった。

３）サッカーの障害発生時の受診場所として整

　

形外科を第一選択とする傾向は、他の種目に

　

比べて高かった。

４）試合前には無理をしてでも練習をさせる傾

　

向か強く、選手達は結果的に「使い捨て」の

　

印象を否めなかった。

５）地域レベルにおける運動部指導者と医者間

　

の意見の交換が必要と思われた。
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日本リーグ１部の選手の体力はシーズンを通じて

　　　　　　

どのように変化する

　　　　

一筋機能を中心に縦断的に検討するー

緒

　　

言

　

これまで行われてきた日本のサッカー選手の

体力に関する報告は、最大酸素摂取量、脚筋力

などのパラメータについて年に１[亘]行われるも

のが中心であった3, 5,6,8)。また、久野ら3)およ

び大畠ら6)はこれらのパラメータの他に生化学

的および組織化学的なデータについての検討も

行っている。

　

最近、久野ら4)および秋間ら1)は、非侵襲的

に生体の生化学的情報および形態的情報を得ら

れる核磁気共鳴(ＮＭＲ)を用い、日本代表選

手および大学サッカー選手について、ある一定

期間を設定し、その期間内の生体の変化、ト

レーニングを評価する研究を行っている。サ

ッカーの場合、シーズンによりトレーニング

強度、トレーニング内容などが異なり、年に

１回の測定により体力面を評価することに疑

問を感じたため、これらの研究が行われたので

ある。

　

そこで本研究では、筋の形態的および生化学

的非侵襲的に評価可能なＮＭＲを用い、日本１

部リーグのレギュラー選手６名についてシーズ

ンオフ、試合準備期および試合期における筋エ

ネルギー代謝の変化を中心に評価し、日本のサ

ッカー選手の体力面について検討を試みた。

広
也
彦
生
弘
茂

　

譜
尚
剛
光

間
野
嶋
山
本
田

秋
久
西
丸
松
勝

（筑波大学大学院）

（筑波大学臨床医学系）

（茨

　

城

　

犬

　

学）

（東京工業大学）

（筑波大学体育科学系）

（筑波大学体育科学系）

方

　　

法

Ａ．被検者

　

日本リーグ１部であるＮＩチームのレギュラ

ー選手６名（身長175.5±4.2cm、体重68.1±

5.0kg、年齢21.3±1.8yrs)。また被検者には日

本代表２名、オリンピック代表候補１名が含ま

れている。

Ｂ．測定時期

　

測定１

　

シーズンオフである５月

　

測定２

　

夏の試合期である７月

　

測定３

　

日本リーグ直前である９月

　

測定４

　

天皇杯直前である12月

Ｃ．筋エネルギー代謝および筋横断面積

　

３１ＰＮＭＲによる筋エネルギー代謝および

ＭＲＩによる筋横断面積の測定は久野ら4）と同

様な方法を用いた。

Ｄ．脚筋力

　

等速性マシーンであるバイオテックスを用い、

脚伸展力および屈曲力を測定した。測定は原則

として左脚、右脚について行い、用いた角速度

は30、180、450deg/secであった。

Ｅ．最大無酸素パワー、乳酸性パワーおよび血

　

中乳酸

　

最大無酸素パワーおよび乳酸性パワーの測定

には自転車エルゴメーター（コンビ社製；パワ

ーマックスＶ）を用いた。最大無酸素パワーは、

３種類の負荷を10秒間、最大駆動することによ

り仕事量を算出し、また乳酸性パワーは体重の

91
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日本リーグ１部の選手の体力はシーズンを通じてどのように変化する
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５月．７月．９月および12月の測定におけるPCr/Piの変化
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＊－pく0.05

rest

　

eχercise

４

●May

▲Jul

OSep

■ Dec

exercise

　　　　　　　

recovery

５

　　

１

　

２

　

３

　

４

　

５

　

６

　

１

　

２

　

３

　　　　　　　　　　　　　

Time (min)

図２．５月．７月、９月および12月の測定における細胞内pHの変化

　　

●－５月．▲－７月、○－９月、■－12月

　

＊－ｐく0.05

　　　　　　　　　　　

－92－

４ ５

伊子
]ｙ

(い(ｔ，～≪^'
JTY･’‾一

＊

　　

●………
♪こ７扁｀ﾆ゛゛●lt、

　

４,一己７

::
●………●｀゛｀●

　　　　　　　　　

へ

　

………じ´

　　　　　　　　　　

－／

≒な

ｼお。oa?]｡]ﾌﾞﾝ

)↓

　　　　

／／／jF＼XN9(::)ノ驚

-

－



7.2

I
>
≪Ｉ

　
　
　

６
　

　
　
　

６
　

　

エ
ａ
　
ｊ
ｅ
ｉ
ｎ
ｉ
ｉ
ａ
ｏ
ｅ
ｊ
ｉ
ｕ
i

6.4

秋間、久野、西嶋、丸山、松本、勝田

1
1
1
1

　　　　　　　　　　

●

｢est

　

ｅχercise

●、

●

　　

●ゝ

ゝ●

　　　

s

｀へ

i７.φＣ●ぺつｉ

●May

▲Jul

OSep

■ Dec

　　

●、

　　　

..●‘

　

●y/●

　

S4ゝ4

　

/が
./f

,･

　　　　

●

●宋●

exercise

　　　　　　　

recovery

　　　　

１

　

２

　

３

　

４

　

５

　

６

　

１

　

２

　

３

　

４

　　　　　　　　　　　　　　

Tim ｅ (min)

図3. K.Z.選手の５月、７月．９月および12月の測定における細胞内pHの変化
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表１．５月．７月、９月およぴ12月の測定における筋横断面積、大腿部脂肪率の変化

(ｃ㎡)

全横断面積

筋横断面積

大腿四頭筋

屈筋群

大腿直筋

大腿部脂肪率(X)

５月

(N＝5)

227.0土20.9

189.5士20.0

91.4土5.9

93.6土14.6

15.5土1.5

16.6±3.0

平均土標準偏差

７月

(N＝6)

228.6土10.6

188.3土11.6

87.8土2.6

91.8土3.4

16.4土1.5

16.4±3.6

９月

(N＝6)

215.6±7.1

176ユ土7.5

88.3土2.0

81.3土0.6

13.5土1.6

18.3±2.2
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日本リーグ１部の選手の体力はシリーズを通じてどのように変化する

7｡5％の負荷を40秒間、最大駆動した場合の30～

40秒における平均仕事量より算出した。血中乳

　　

Ａ

酸は、乳酸性パワー測定３分後に指尖より血液

を採取し、乳酸分析装置により算出した。

結

　　

果

Ａ。筋エネルギー代謝

　

a ) PCr/Pi

　

図１は各測定におけるPCr/Piの動態を示した

ものである。安静時においてシーズンを通して

変化はみられなかった。５月の測定と比較して、

９月の運動開始２～３分および５～６分、12月

の運動開始３～４分において有意に高値を示し

た。また５月の測定と比較して、７月の回復３

～４分および９月の回復Ｏ～１分において有意

に回復が早いことが示された。

　

ｂ）細胞内pH

　

図２は各測定における細胞内ｐＨの動態を示

　

＊

したものである。また、図３にはＫ.Z.選手の

シーズンを通した細胞内ｐＨの変化を示した。

安静時において、５月の測定と比較して７月の

測定で有意に高値を示した。また、運動時およ

10

　

0

　

10 20（ﾂ.）

び回復時においてシーズンを通した変化は観察

　

-30 -20　-10　0　10 {%)

されなかった。Ｋ.Z､選手では、５月の測定の細

胞内pHが回復終了時において安静値まで回復し

ていないが、その後の測定では運動時の低下抑

制、回復時における安静値への回復速度の増加

が観察された。

Ｂ．筋横断面積

　

表１は各測定における筋横断面積の変化を示

したものである。シーズンを通して筋横断面積

に変化はみられなかった。

Ｃ

　

脚筋力

　

ａ）右脚

Eχtension

　

30ilej/sec

　

180ilej/s町

　

450deg/sEt

F紬1

　

30iIej/sbc

180iiE5/sec

450ile£/S8c

EχtEiisiiin

　

30iieg/SBC

　

IBOilej/SEC

　

450ileg/sEc

Flexion

　

30dEE/SEC

IBOdeg/sec

450ileg/sec

EχtEnsion

　

30deg/SEC

　

180(ieg/sec

　

450deg/sec

Fleχion

　

30deg/SEC

IBOdeg/sec

450deg/sEC

　

図４は５月の測定値に対する他の測定値を変-30 -20 -10　0　10 （‰）

化の割合として示したものである。 30deg/sec

の右脚伸展力において、５月の測定と比較して

　　　

図４．５月に対する７月、９月および12月の右

７月の測定か有意に高い値を示した。また高速

　　　　　

脚筋力の変化の割合

の角速度である450deg/secの伸展力において、

　　　　　

Ａ－５月vs 7月、Ｂ－５月vs 9月、

５月と比較して９月が有意に低値を示した。

　　　　　　　

Ｃ－５月vs12月

　

180deg/secの屈曲力において、５月の測定と

　　　　　　　

＊－ｐく0.05

－94

／‾‾‾‾………‾'‾‾‾'
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＊
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0

　

10 20 30 (V.)

-20 -10　0　10 20（司

Ｃ

Eitensian

　

30deg/sec

　

180deg/SEC

　

450deg/'sec

Fleχion

　

30deg/sec

180deg/sec

450deg/s£C

Eitension

　

30dBg/S8C

　

180deg/SBC

　

45QdEe/SEC

Flexion

　

30deg/sec

180deg/SEC

450deg/sEc

Eitensinn

　

30deg/S3c

　

180dEg/SEC

　

45Qdeg/SEC

Flexion

　

30def/SEn

180dEg/s6C

450rieg/SEc

-30 -20 -10　0　10 20 30 (V.)

図５

　

５月に対する７月、９月および12月の左

　　

脚筋力の変化の割合

　　

Ａ－５月vs 7月．Ｂ－５月vs 9月、

　　

Ｃ－５月vs 12月

　　　

＊－ｐく0.05、＊＊－pく0.01

比較して７月の測定において有意に高値を示し

た。

　

ｂ）左脚

　

図５は５月の測定値に対する他の測定値を変

化の割合として示したものである。

　

高速の角速度である450deg/secにおいて、５

月の測定と比較して９月および12月の測定で伸

展力、屈曲力ともに有意に低値を示した。

Ｄ．最大無酸素パワーおよび乳酸性パワー

　

表２は絶対値および体重当たりの相対値を示

したものである。最大無酸素パワーおよび乳酸

性パワーは、シーズンを通して変化が観察され

なかった。

Ｅ．血中乳酸

　

表２は各測定における血中乳酸を示したもの

である。

　

５月の測定と比較して７月および12月

の測定で有意に高値を示した。

考

　　

察

　

今まで行われてきた日本のサッカー選手の体

力に関する研究は、シーズンを通じて観察され

たものは非常に少ない1,4)。

　

したがって、今回、

日本リーグ１部のＮＩチームのレギ_､｡ラー選手

に関して、シーズンを通じて縦断的に観察が可

能であったことは、日本のサッカー選手の体力

に関して検討する場合、非常に意義があると思

われる。また今回、このような実験が行うこと

ができたのは、非侵襲的に筋エネルギー代謝、

筋横断面積の測定か可能なＮＭＲによるもので、

今後、スポーツ科学においても重要な役割を果

たすことが予想される。

　

有気的な能力に関する例として、10年前に出

版されたサッカーに関する著書に日本のサッカ

ー選手の有酸素性パワーが世界のトップレベル

のサッカー選手と比較してかなりの差がみられ

るという報告がある2)。また、1989年の著書に

同様な内容の記述が見受けられた几つまり、

10年を経過した現在において、世界のトップレ

ベル選手と比較して依然、差が生していること

を示唆している。これは、日本のサッカー選手

のトレーナビリティーが低いのか、トレーニン

＊

　　　　　　　　　　　

＊

ｇ

＊＊

　　　　　　　　

＊



　　

日本リーグ１部の選手の体力はシーズンを通じてどのように変化する

表２．５月．７月．９月および12月の測定における最大無酸素パワー、

　　

乳酸性パワーおよび血中乳酸の変化

５月

(N＝5)

最大無酸素パワー（ｗ）

　　　　　　　　　

(w/kg)

乳酸性パワー

　　

（ｗ）

　　　　　　　　　

(w/kg)

血中乳酸

　　　　

（ｍｇ/d1）

965.2±124.0

　

14.1土0.6

461.2±58.7

　

6.8土0.4

59.0±8.2

平均土標準偏差

グに問題があるのか、あるいはその他の要因に

よるのかは明らかでない。

　

筋エネルギー代謝においてトレーニングによ

る効果が顕著に示された。細胞内ｐＨは、シーズ

ンオフである５月の運動時において他の測定と

比較して、有意差はみられなかったがよりアシ

ドーシスを示していた。しかしながら、試合期

の９月および12月は運動時の細胞内pHの低下

抑制が生じた。これより、筋エネルギー代謝は

シーズン中のトレーニングによりかなり向上す

るものであるということが明らかになった。ま

た、PCr/Piに関する興味深い結果は、運動開始

２～３分後の30秒間の休息後、再び運動を開始

した運動開始３～４分において、５月と比較し

て12月にPCrの回復およびPiの除去がより速く

行われている。これらの筋エネルギー代謝能の

改善は、今回ＮＩチームがリーグ戦に焦点を当

てたと思われるコンテｆショニングトレーニン

グのトレーニング効果と考えられる。

　

筋エネルギー代謝能はシーズンオフの測定と

比較して、試合期の測定において低下抑制がみ

られたが、筋横断面積、最大無酸素パワーおよ

び乳酸性パワーは、シーズンを通して変化が観

察されなかった。サッカーの試合において、瞬

間的に大きなパワーを発揮する場面、スピード

の必要な場面が多くあり、これらのパラメータ

７月

(N＝6)

926.1±37.6

　

1ｔ3土0.4

422.0±20.6

　

7.3土1.3

100.1±1も4’

９月

(N＝4)

905.0±75.0

　

1もo土0.6

424.8±26.7

　

6.5±0.3

　

76.3±12.0

96

１２月

(N＝4)

920.0±32.0

　

13.9±0.3

444.2±43.7

　

6.8±0.4

　

87.5±7.4-

･; p<0.05　vs 5月

はその指標となると考えられる。これらの能力

が、シーズンオフ試合期においてなんら変化が

みられなかったことは、国際レベルの試合はも

ちろん、国内レベルの試合でさえ、不十分では

ないかという疑問が残る。

　

一方、脚筋力では低速の角速度においてシー

ズンオフの５月と比較して他の試合期の測定に

おいて、高値あるいは同様な値を示した。しか

しながら、高速の角速度において５月と比較し

て、試合期の測定において有意に低値を示し、

これと同様な結果が先行研究において示されて

いる1,4)。サッカーの競技特性から考えた場合、

この能力は瞬間的なパワーを反映していると考

えられるが、今回の結果からその原因について

明らかにすることは困難であると考えられる。

　

これらの結果より、シーズンオフの測定にお

いて低下した筋エネルギー代謝は、シーズンイ

ンのリーグ戦に焦点を当てたコンディショーン

グとしては十分であった。しかしながら、脚筋

力、筋横断面積および無酸素パワーを表わすパ

ラメータにおいて低下あるいは変化がみられな

かったことより、今シーズンＮＩチームが行っ

たトレーニングは、リーグ戦のコンディシヨ二

ングとしては適当であったと考えられるが、世

界のトップレベルを目指すためには、試合期で

も筋力トレーニングなどを導入し、さらにパワ



秋間、久野、西嶋、丸山、松本、勝田

－、スピード面を改善する必要性が示唆された。

ま

　

と

　

め

1.筋エネルギー代謝に関して、今シーズンの

　

ＮＩチームが行ったトレーニングは国内試合

　

のコンディショニングトレーニングとしては

　

十分であったと考えられる。

2.高速の角速度における脚筋力が試合期にお

　

いて有意に低下した。先行研究1,4)において

　

も同様な報告がなされている。今回の結果よ

　

り、この原因を明らかにすることは困難であ

　

り今後の検討課題であると思われる。

3.筋横断面積、最大無酸素パワーおよび乳酸

　

性パワーはシーズンを通して変化が観察され

　

なかった。これは、国際試合用のコンディシ

　

ョニングとしては適当であると考えられるが、

　

国際レベルを考えた場合、シーズン中におい

　

ても筋力トレーニングなどを導入し、これら

　

の能力のレベルアップが望まれる。
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筋からみた一流選手の問題点をさぐる
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目

　　　

的

　

これまで日本のサッカー選手の体力について

多くの報告がなされ、その中には筋肉に関する

研究もいくつか含まれているが、問題点があき

らかになったとは言い難い。サッカーに限らず

一流選手の筋肉に関する情報は少ない。そのた

め、なかなか問題点が明らかにならなかったも

のと考えられる。

　

そこで本研究では、非侵襲的に筋肉の状態を

とらえることのできるＭＲＩを用い、日本リー

高値を示している。これは、代表選手に選ばれ

る体力的な要素の一つとして、大腿部にたくさ

んの筋量を持つことの必要性を示唆するもので

ある。筋断面積が大きければ、筋力もより高く

なることはよく知られている事実である。実際

に脚伸展力においても全ての測定パラメターに

おいて全日本選手がより高値を示している（図

３）。また、特にサッカーの場合、キックカに

(ｃｍ２)

100

グ１部のレギ。ラー選手に対して筋横断面積を

　　

96

検討した。

方

　　

法

　

１）被検者

　

日本リーグ１部チームのＮＩとＡＮチームに

所属する14名を用いた。また、これらの被検者

を日本代表選手群、ＮＩチームのレギ｡｡｡ラー群、

ＮＩチームのサブ群（若手群）、ＡＮチームの

レギー｡ラー群に分類した。

　

２）測定項目

　

筋横断面積、脚筋力を測定パラメータとした。

尚、詳細な測定方法は前年度報告書（久野ら）

に示してある。

結果と考察

　

図１には、大腿四頭筋とハムストリングの筋

断面積を、図２には大腿四頭筋を構成している

大腿直筋、外側広筋、中間十内側広筋の筋断面

積を示した。全日本選手は、全ての部位で最も
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図2.筋群別の筋断面積

この要素が大きく影響するため、日本のトップ

と考えられる代表選手の値が高値を示したこと

は、現場において筋量を増加させるようなトレ

ーニングを導入する必要を小唆するものである。

しかしながら､､問題となるのは、ＮＩチームサ

ブ群の例で示されるように、数年後にはチーム

の主軸とならなければならない若手群の筋断面

積が全日本選手群に比べて小さいことである。

前述したように、トップ選手になるためには一

定以上の筋量が必要となるが、我々が聞く限り

の日本リーグチームは、積極的な筋断面積を増

やすようなトレーニングを行っていない。特に、

試合期（リーグ戦）においては、その傾向か顕

著になる。そのため、20歳前後でレギュラーと

なった場合、試合用のトレーニングばかりを積

み、筋量を増やすには最適な時期にほとんどこ

のようなトレーニングを積まないという結果に

なるようである。若いうちからレギュラーにな

るような選手は、当然タレントとして優れてい

る場合が多いと考えられる。そのような選手が

鍛えられず、いわゆるセンスだけで選手を続け

ていってしまっているところに問題があるのか

もしれない。図４には、ＮＩチームのレギ。ラ

一選手の横断像を示した。一般人と比較しても、

筋量及び皮下脂肪量においてほとんど変わらな

い形態を示している。このような状態の選手が、

現実にプレーしている現状を変えない限り、世

界に通用するような選手はなかなかでてこない

ように思われる。
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第11回サヽヽ,ヵ一医・科学研究会報告書( 1991 )

　

少年サッカー選手の総合的体力評価

第二報

　

有酸素性＆無酸素性パワーの経年的評価

目

　　　

的

　

近年競技スポーツの低年齢化に伴い、少年サ

ッカーも各地で盛んに行われるようになった。

サッカーというスポーツは有酸素的な運動の流

れの中に、短い無酸素的な運動が繰り返される

スポーツであり、なおかつ高度な身体コントロ

ールが必要とされるスポーツである。今回の研

究の目的はこのようなスポーツが少年期の子供

の体力の発達にどの様な影響を及ぼすかを多角

的に、また経時的に検討することである。昨年

の本学会に於いて私共は初年度の少年サッカー

選手の体力評価について報告したが、今回は２

年度の体力評価を実施したので、主に経時的な

変化について報告した。

対

　　

象

　

地域の少年サッカーチームに入って定期的に

練習をしている小学４年生男児14名を対象とし

た。サッカーの練習は週２日、１日２時間程度

であり、内容は900mのジョギングに始まってド

リブル、パス、シュートなどの練習を行ってい

る。チームとしては負け数が勝ち数をやや上回

る程度で平均的なレベルである。平成元年５月

に初年度の検査を行い、平成２年５月に２年度

の検査を実施しえた11名について体格及び体力

の発達を評価した。

博
暁
実
則
昭
二
登
彦

正
伸

　

克
紀
憲

　

英

倉
井
原
浦
西
岸
辺
嶋

四
門
梅
箕
河
高
渡
中

（北里大学医学部）

（北里大学医学部）

（北里大学医学部）

（北里大学医学部）

（北里大学医学部）

（北里大学医学部）

（同看護学部）

（同看護学部）

方

　　

法

1.体格及び身体組成の評価法

　

身体計測は身長、体重、胸囲、上腕最大周囲

径、大腿最大周囲径を測定した。また皮脂厚計

により上腕部と肩甲骨下部の皮脂厚を測定し体

脂肪率を算出した。

2.有酸素性パワーの評価法

　

運動負荷はロード社製電磁式自転車エルゴメ

ーター・コリバル400を用い、Cooperら1）の方法

に準じて３分間のwarming up の後に初年度

（９才時）は６秒毎に1 watt の割合で、２年度

（10才時）は４秒毎に1 wattの割合で運動強度

を漸増するランプ負荷を最大負荷まで行った。

安静時から運動終了５分までの間、ミナト医科

学社製レスピロモニターR M300により分時換気

量、酸素摂取量、炭酸ガス排泄量などを一呼吸

毎に測定し10秒毎に分析した。また日本光電社

製心電図テレメーターで心拍数も同時に連続測

定した。以上のデータをパーソナルコンピュー

ターで分析し、有酸素性パワーの指標として最

大酸素摂取量（Ｖ０２．ａＪ、換気性作業間値

（ＶＴ）、ＰＷＣ１５０などを算出した。

3.無酸素性パワーの評価法

　

モナーク社製自転車エルゴメーターを用い、中

村ら2）の方法に準じて、負荷量１ｋｐ、2kp、2.5kp

ないしは３ｋｐの３段階の10秒間全力こぎによるペ

ダルの最大回転数より無酸素性パワーを算出した。
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四倉、門井、梅原、箕浦、河西、高岸、渡辺、中嶋

結

　　

果

1.体格の計測結果

　

身長は128.9±5- 4cmから133.8±5. 4ciiiへ、体

重は27.0±4.0kgから30､O±5.2 kgへ、大腿最大

周囲径は38.5±4.2cmから39.5±4. 1cmへ、体脂

肪率は14.7±4.2%から15.4±4. 7%とそれぞれ

統計学的に有意に増加した（図１、２）。

２．有酸素性パワーの計測結果

　

最大酸素摂取量（Ｖ０２．ａχ）：ＶＯ２ｍａｘは

1283.6±121.8ml/mmから1619.2±167.8 ml/

ｍｉｎへと、また体重当りのや〇2maxも48.2±

5. 7ml/kg/minから54.9±6. 3Tnl/kg/minへとそれ

ぞれ統計学的に有意に増加した（図３八換気

性作業間値（ＶＴ）：ＶＴは803-1±113. 6ml/min

から907.5±114. lml/minへと統計学的に有意に

増加した。体重当りのＶＴも30.2±5. 5ml/kg/

ｍｉｎから31.0±5. 7ml/kg/minへと増加したが統

計学的な有意差は認められなかった（図４）。

PWC150 ： PWC150は40.7±19. 6wattsから

62-6±10. 2wattsへと、また体重当りのPWC

150も1.52±0. 74watts/k.gから2.12±0.34watts/

ｋｇへとそれぞれ統計学的に有意に増加した（図

５八

3.無酸素性パワーの計測結果

　

無酸素性パワーは143±31wattsから213±61

wattsへと、また体重当りの無酸素性パワーも

5.35±1. 03watts/kgから7.09±1.34 watts/kgへ

とそれぞれ統計学的に有意に増加した（図６）。

考

　　

案

　

身長、体重、大腿最大周囲径、体脂肪率など

の体格や身体組成の指標は初年度に比べ２年度

は増加したが、これらの体格の発達は加齢に伴

う標準的なものと考えられた。 VOzmaχ、ＶＴ、

ＰＷＣ１５０などの有酸素性パワーの指標は初年度

に比べ２年度は大きく増加した。これらの指標

の増加には成長による体格の発達による自然増

がかなり含まれていることが考えられる。

Reybrc･ｕｃｋら3)は小児期ではぐ0 2max /kgは
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少年サッカー選手の総合的体力評価

加齢によりわずかに増加し、Ｖ Ｔ/k斟よ力口齢によ

りわずかに減少すると報告している。私共の結

果ではV02ma。/kgは統計学的に明らかに増加

した。またＶ Ｔ/kgは減少はせずにわずかではあ

るが増加を認めた。したがってこれらの結果は

トレーニングの効果と考えられた。またPWC

150は宮下ら4)による各年齢の標準値を上回る増

加を示した。従来、思春期前の児童においては

有酸素性パワーに対するトレーニング効果は余

り期待できないと言われてきたが5)、思春期前

の児童でも適切なトレーニングにより有酸素性

パワーを増加させることができるとしている報

告もある6)。今回の結果からはサッカーという

運動を定期的に行うことによりかなり有酸素性

パワーを向上させることができたものと思われ

た。

　

無酸素性パワーも初年度に比べ２年度は大き

く増加した。また体重当りの無酸素性パワーも

大きく増加した。一般的には思春期前の児童に

おいては筋力に対するトレー－ングを行っても

筋力は増加しない場合が多く7)、過度なトレー

ニングはむしろ障害を引き起こす原因となる場

合が多い。しかし、今回の結果からはサッカー

という主に下肢の筋力を必要とするスポーツを

定期的に行うことにより無酸素性パワーも高め

ることができたと考えられた。なおメデｆカル

チェックではスポーツ障害は認められなかった。

以上より有酸素的な運動と無酸素的な運動がミ

ックスされたサッカーを定期的に行うことが発

育期の小児の体力の発達を促すことが示唆され

た。

結

　　

語

1.少年サッカー選手11名について９歳から10

　

幄にかけての１年間の体格、体力の発達を評

　

価した。

2.身長、体重などの体桁や体脂肪率などは標

　

準的な発育を示した。

3.最大酸素摂取量、換気性作業間値、PWC

　

150などの有酸素性パワーの指標は明らかな増

　

加を示した。

－106－

-

4｡自転車エルゴメーター10秒間全力こぎによ

　

る無酸素性パワーも明らかな増加を示した。

5.サッカーを定期的に行うことが発育期の小

　

児の体力の発達を促すことが示唆された。
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企業サッカーチーム３サッカーシーズンの

　　　　　

スポーツ外傷・障害とフィットネスレベフレ
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われわれスポーツ外来部では開設以来某企業

サッカーチームに対して年間を通して、チーム

単位でのスポーツ医学的健康管理を行い４年に

なる。そこでこのチームの３年間の外傷・障害

の推移とその間の体力の推移について述べ、さ

らにこれらの関連性について検討した。

1｡

　

対象および方法

　

対象は某企業サッカーチームに所属する男子

でヽ選手数は1986年は22名(26.0±4.32才）、

1987年は24名(24.9±4.26才）、1988年は25名

(24.3±4.36才）である。 1986年から1987年に

かけて４名、1987年から1988年にかけて５名の

選手の入れ替わりがあった。

　

外傷・障害についてはすべてわれわれのスポ

ーツ外来部を受診したものであり、チームドク

ターが現場で処置後そのままグラウンドへ復帰

したものは含まれていない。

　

体力の推移についてはサッカーシーズン終了

直後およびシーズン中のリーグ戦の前期終了直

後の年２回の定期的メディカルチェックの一環

として行っている体力測定（形態、呼吸循環機

能、筋力）の結果よりまとめた。

2.

　

結

　　

果

　

３年間のサッカーシーズンごとの外傷・障害

の部位を表１に示す。下肢の外傷・障害数が３

年間とも約70％とその全体に占める率は高いが、

これは足でボールを扱うサッカーの競技特性に

よるものである。

（東京慈恵会医科大学スポーツ外来部）

（東京慈恵会医科大学スポーツ外来部）

（東京慈恵会医科大学スポーツ外来部）

（東京慈恵会医科大学スポーツ外来部）

（東京慈恵会医科大学スポーツ外来部）

（東京慈恵会医科大学スポーツ外来部）

（東京慈恵会医科大学スポーツ外来部）

　

表２は外傷の種類をみたものである。挫傷

は、1986年度48.5%、1987年44.3%、1988年度

45.8%とすべてのシーズンに多くみられた。サ

ッカーが車体接触競技である以上避けられない

外傷である。次に多いのが捻挫で、それぞれ

22.3%、18.9%、16.8%発生した。 1986年度で

３番目に多いのが肉ばなれて14例10.8%である

が、次の1987年度には６例5.7%と約1/2に減

少した。靭帯損傷についてみると、1988年度に

７例5.3%と1987年度２例1.9%の約３ｲ音の発

生をみた。また、1988年度は筋断裂が２例１．５

％であった。これはすべて試合中に発生し、靭

帯損傷は膝内側々副靭帯、筋断裂は大腿二頭筋

であった。

　

表３は障害の推移をみたものである。障害と

しては筋痛・筋硬結、腱痛が多く、両者あわせ

て1986年度は77.5%、1987年度は90.7%、1988

年度は74.8%である。また、障害の総数が1988

年度は1986、1987年度と比較して約２ｲ音増加し

た。

　

つぎに体力の諸要素について述べる。形態に

ついては平均身長と体重は、1986年度は174.9

±5.86cm、70.4±6.07kg、1987年度は173.9±

5.57cm、69.3±6.22 kg、1988年度は174.5±

5.57cm、69.8±6.65kgであり、３年間を通して

ほぼ同じ値を示した。

　

全身持久力の指標となる体重あたりの最大酸

素摂取量は1986、1987、1988年の３年間でそれ

ぞれ64.8±6.73が/kg・ｕ、65.3±5.95が/kg･咄、

62.0±5.25が/kg ・朋であった。
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表１

　

ﾀﾄ傷・障害の部位

　　　　　　　　　　　

1986年度

　　　　

1987年度

　　　　

1988年度

　　　　

選手数

　　　

22名

　　　　　　

24名

　　　　　　

25名

頭頚部

　

頭

　

部

　　

3例

　

1.7%

　　

O例

　

O

　

％

　　

3例

　

1.3%

　　　　

顔

　

面

　　

4

　　

2.2

　　　　

3

　　

2.0

　　　　

4

　　　

1.8

　　　　

頚

　

部

　　

6

　　

3.4

　　　　

2

　　　

1.3

　　　　

4

　　　

1.8

躯

　

幹

　

背

　

部

　　

３

　　　

１．７

　　　　

０

　　

０

　　　　　

１

　　

０．４

　　　　

胸

　

部

　　

3

　　　

1.7

　　　　

4

　　

2.7

　　　　

2

　　

0.9

　　　　

腰

　

部

　　

11

　　　

6.1

　　　　

9

　　

6.0

　　　

10

　　

4.5

　　　　

腹

　

部

　　

０

　　

０

　　　　　

０

　　

０

　　　　　

１

　　　

０．４

　　　　

殿

　

部

　　

3

　　

1.7

　　　

3

　　

2.0

　　　

3

　　

1.3

　　　　

骨

　

盤

　　　

０

　　　

０

　　　　　

１

　　　

０．７

　　　　

５

　　　

２．２

上

　

肢

　

肩関節

　　

5

　　

2.8

　　　

7

　　

4.7

　　　

5

　　

2.2

　　　　

肘関節

　　

2

　　

1.1

　　　　

2

　　

1.3

　　　

4

　　

1.8

　　　　

前

　

腕

　　　

１

　　　

０．６

　　　　

０

　　　

０

　　　　　

０

　　　

０

　　　　

手関節

　　

０

　　

０

　　　　　

２

　　

１．３

　　　

４

　　

１．８

　　　　

手

　

部

　　

10

　　　

5.6

　　　　

3

　　　

2.0

　　　

13

　　　

5.8

下

　

肢

　

股関節

　　

1

　　

0.6

　　　

2

　　

1.3

　　　

1

　　

0.4

　　　　

大

　

腿

　　

33

　　

18.4

　　　

37

　　

24.8

　　　

53

　　

23.7

　　　　

膝関節

　　

36

　　

20.1

　　　

22

　　

14.8

　　　

36

　　

16.1

　　　　

下

　

腿

　　

18

　　

10.1

　　　

21

　　

14.1

　　　

19

　　　

8.5

　　　　

足関節

　　

24

　　

13.4

　　　

17

　　

11.4

　　　

23

　　

10.3

　　　　

足

　

部

　　

16

　　　

8.9

　　　

14

　　　

9.4

　　　

33

　　

14.7

　　　　　　　　　

179例

　

100％

　

149例

　

100％

　

224例

　

100％

表２

　

ﾀﾄ傷の種類

　　　　　　　　

1986年度

　　　　

1987年度

　　　　

1988年度

選

　

手

　

数

　　　　

22名

　　　　　　

24名

　　　　　　

25名

挫

　　　

傷

　　　

63例

　

48.5%

　　

47例

　

44.3%

　　

60例

　

45.8%

捻

　　　

挫

　　　

29

　　

22.3

　　　

20

　　

18.9

　　　

22

　　

16.8

肉ばなれ

　　

14

　　

10.8

　　　

6

　　

5.7

　　　

8

　　

6.1

挫

　　　

創

　　　　

8

　　

6.2

　　　　

2

　　　

1.9

　　　　

5

　　

3.8

靭帯損傷

　　　

０

　　

０

　　　　

２

　　

１．９

　　　

７

　　

５．３

骨

　　　

折

　　　　

4

　　

3.1

　　　　

2

　　　

1.9

　　　　

4

　　

3.1

筋

　

断

　

裂

　　　　

０

　　

０

　　　　　

０

　　

０

　　　　　

２

　　　

１．５

腱

　

断

　

裂

　　　　

０

　　

０

　　　　　

２

　　　

１．９

　　　　

０

　　

０

腱板損傷

　　　

０

　　

０

　　　　

０

　　

０

　　　　

１

　　

０．８

そ

　

の

　

他

　　　

12

　　

9.2

　　　

25

　　

23.6

　　　

22

　　

16.8

　　　　　　　

130例

　

100％

　

106例

　

100％

　

131例

　

100％
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表３

　

障害の種類

　　　　　　　　

1986年度

　　　　

1987年度

　　　　

1988年度

選

　

手

　

数

　　　　　

22名

　　　　　　

24名

　　　　　　

25名

筋痛・筋硬結

　　　

15例

　

30.6%

　　

17例

　

39.5%

　　

31例

　

34.1%

腱

　　　　

痛

　　　

23

　　

46.9

　　　

22

　　

51.2

　　　

37

　　

40.7

結合織炎

　　

4

　　

8.2

　　

4

　　

9.3

　　

4

　　

4.4

恥骨結合炎

　　　

０

　　

０

　　　　

０

　　

０

　　　　

５

　　

５．５

棚

　

障

　

害

　　　　

０

　　

０

　　　　　

０

　　

０

　　　　　

４

　　

４．４

脊椎分離症

　　　

２

　　

４．１

　　　

０

　　

０

　　　　

１

　　

１．１

黒江戸１

　　

０

　　　

０

　　　　　

０

　　　

０

　　　　　

３

　　　

３．３

そ

　

の

　

他

　　　　

5

　　

10.2

　　　　

0

　　

0

　　　　　

6

　　

6.6

　　　　　　　　

49例

　

100％

　　

43例

　

100%

　　

91例

　

100％

　

サッカーでは20～30mの短い距離を全速でく

り返し動くことが必要であるが、その指標とな

る無酸素パワーは1986年度は平均903.1±

125.34watt、1987年度は963.6±122.21watt、

1988年度は1001.9±123.40wattと増加傾向にあ

った。

　

筋力についてはボールを蹴るのに最も関連の

ある膝伸展・屈曲筋力の結果について述べる。

遅いスピードに対応する筋力( Cybexn十、60

deg/sec)は３年間それぞれ192.8±35.96A^m、

202.0±42.63A^m、192.3±21.2'iNmとほぼ同

じ値を示した。速いスピードに対応する筋力

(CybexU十、180degiｓｅｃ）は、1986年度の

112.4±13.１２Ｎｍと1988年度の143.1+22.44

ｙｍでは有意に増加した（図１八

3｡考

　　

察

　

肉ばなれの発生率を1986年度と1987年度で比

較すると10.8%から5.7%と約1/2に減少した。

大腿部の肉ばなれの原因1）2）のひとつに膝伸展･

屈曲筋力、あるいは左右の伸展（屈曲）筋力の

バランスの不均衡がある。そこでメディカルチ

ェックで筋力のアンバランスが認められた選手

に対してそれを是正するトレーニングを指示し

た。゜その結果、膝伸展・屈曲筋力、左右の膝伸

展（屈曲）筋力のアンバランスのある選手数が

　

１

筋

　
　

力

(Nm)

10

肉
ば
な
れ
の
発
生
率
ｓ

　
　
　
　
　
　
　
　

ぐ

゛86

　　　

’87

　　　

’88

　

図１

　

膝伸展屈曲筋力の推移

　　　　

( Cybexn十, 180deg/sec )

86 '87 '88

図２

　

筋力のバランスと肉はなれの発生

Uり

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

＊

　　　　

¬

　　

□・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ｌｊ
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減少し、大腿部の肉ばなれの減少をみた(図2)。

　

1988年度に靭帯損傷、筋断裂など重度の外傷

が多発した。いずれも治療開始から競技復帰ま

で３ヵ月以上を要し、このため試合に出場でき

る選手数の減少をみた。限られた選手数で長期

間のリーグ戦を戦う際にこれらの外傷による選

手数の減少が残りの選手の負担を大きくし、障

害の増加を招く。 1988年度には前年度に比べて

約２ｲ吝の増加となったのは、このことが原因と

考えられた。

　

つぎに体力については、最大酸素摂取量は３

年間を通してほぼ同じ値を示した。この値は一

流マラソン選手には及ばないが、スポーツ選手

のなかでは高い値であり、練習のなかで持久的

トレーニングを継続した結果である。

　

無酸素パワーについてはメディカルチェック

の結果に基づき、パワーマックス等を用いて定

期的に無酸素パワーのトレーニングを実施し、

無酸素パワーの増加傾向をみた。近年、サッカ

ーの技術、戦術のスピード化かおこっているこ

とを考えれば今後もひき続きトレーニングを行

うことが必要である。

　

膝伸展・屈曲筋力は速いスピードに対応する

筋力の増加をみた。これは筋力のバランスを整

え、肉ばなれの発生の予防を目的としてトレー

ニングを実施した際に、速いスピードに対応す

る筋力トレー－ングを重点的に行ったためであ

る。

　

最後に３年間の外傷・障害の推移とその間の

体力の推移の関連性についてであるが、膝伸展

・屈曲筋力、無酸素パワーなど体力の増加傾向

がみられたが、外傷の予防とはひすびつかなか

った。

4｡ま

　

と

　

め

１）膝伸展・屈曲筋力、左右の伸展（屈曲）の

　

バランスを整える筋力トレーニングを定期的

　

に行った結果、筋力のアンバランスが原因と

　

考えられる大腿部の肉ばなれが減少した。

２）企業チームの限られた選手数では、治療に

　

長期間要する外傷が増加した場合、怪我をし

　

ていない選手に負担が加わり、障害が増加し

　

た。

３）膝伸展・屈曲筋力、無酸素パワーなどの体

　

力の増加傾向がみられたが、外傷の予防とは

　

むすびつかなかった。

文
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フィットネス・レベルよりみた発育期

サッカー選手のスポーツ外傷・障害

はじめに

　

発育期のサッカーは、楽しく安全に行われる

べきであり、同時に外傷・障害が発生しないよ

うな環境作りが必要である。

　

しかしながら近年、

スポーツの低年令層の参加、増加傾向が、発育

期の外傷・障害の発生をもたらしていることも

～ Ｓ

日本サッカー協会医事委員会

　　

深谷

　

茂

東京慈恵会医科大学スポーツ外来部

　　

大畠

　

襄、白旗敏克、河野照茂

　　

久富

　

沖、遠藤陽一、小野寺昇

　　

佐藤美弥子

日本サッカー協会医事委員会

　　

高木俊男、池田舜一、鍋島和夫

　　

塩野

　

潔、若山待久、森本哲郎

　　

田中寿一、宮川俊平、関

　　

純

　　

津吹典男

事実である。ことサッカーに関しても例外では

ない。

　

今回一クラブの発育期サッカー選手の外傷・

障害を調査する機会を得たので、フィットネス

レベルも合わせ検討し、外傷・障害との関連性

について、いささか検討してみた。（写真１）
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フィフトネスーレベルよりみた発育期サッカー選手のスポーツ外傷・障外

対象および方法

　

対象は東京都内某サヽリフースクールに所属す

る12～18齢までの選手で、56名に対して呼吸循

環機能（最大酸素摂取量での測定）、筋力

( CybexH十による）の測定、そして関節運動

スピード( Arielによる）の測定を実施した。

（表１）

　　　　　　

表1.対象および方法

某スポーツクラブに所属する男子サッカー選手

に対して以下の検査を実施した。

１．体力の検査（56名）

　

１）呼吸循環機能の測定

　

２）筋力の測定

　

３）関節運動スピードの測定

　　　　　　

対象の年令分布

年令
一
人数

12
－
3

13
－
13

14
－
10

１５

－

７

16
－
8

17
－
11

１８

－

４

　

そのうち42名については、直接検診でサッカ

ー歴を含め、練習状況を調査し、既往歴を問診

し、次に整形外科的メディカルチェックを通し、

現在の主訴を中心とした外傷・障害の実態を検

討してみた。

　

42名の直接検診の対象年齢は、表２のように

13才と14才に検診者数が比較的多かった。年令

別構成で国際サッカー連盟が主催する大会の年

齢分けと同様に、15才以下と16才以上に分類し

評価してみた（表２）。練習時間や日数は次の

様であった。

　

グラウンドは人工芝で、各年齢で一律２時間、

　　　

表2.整形外科的検査（42名）

１）問診

２）既往歴

３）整形外科的メディカルチェック

年令
一
人数

対象の年令分布

12 13
－
11

14
－
10

15
－
5

16
－
5

１７

－

５

頻度は12～15才（低学年）で、週4.5日、同様

に16～18才（高学年）では、週5.4日であった。

練習内容も各年齢でシーズンを通し、ほぼ一定

の条件下であった。しかしグラウンド使用が、

時間内に限定され、いかに効率良く機能させる

かが、クラブチームの課題でもあった。

　

スポーツ外傷・障害の既往歴をみると、２週

以上練習を休まなければならなかった外傷・障

害敏は表３のように、低学年・高学年とも同数

であった。しかし一人当たりの外傷・障害の発

生敏は、高学年では低学年の２倍をしめていた。

外傷関係では骨折経験者が、ほぼ全年齢にみら

れ、靭帯損傷では全体として高学年に多くみら

れた。障害では低学年でオスグット氏病や疲労

骨折が多く、腰痛症では、高学年、低学年に同

数みられた。全体の傾向からみると、高学年の

障害の発生率は少なかった。（表３）

表3.過去のスポーツタト傷・障害の種類

　　　　　　　　　　

12～15才

　

16～18才

　　　　

選手数

　　　　

27名

　　　

15名

外傷

　　

骨折

　　　　　　

７例

　　　

６例

　　　　

靭帯損傷

　　　

３

　　　　

５

　　　　

挫傷

　　　　　

１

　　　　　

３

　　　　

半月損傷

　　　

０

　　　　

１

　　　　

脱臼

　　　　　

０

　　　　

１

障害

　　

腰痛症

　　　　

３

　　　　

３

　　　　

靭帯炎

　　　　

０

　　　　

２

　　　　

ｵｽｸﾞ将病

　　

４

　　　

０

　　　　

疲労骨折

　　　

3

　　　　

0

　　　　　　　　　　　

21例

　　　

21例

１人あたりの外傷・
障害の発生数

　　　　　

0.77

　　　

1.4

18
－
5

　

次に現在愁訴のある部位をみると、表４のよ

うに当然ながら下肢に集中し、膝関節がもっと

も多く、全年令に多数を占めていた。次に足関

節、足部の順になっていた。発生数は低学年、
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高学年とも同数であるが、選手一人あたりの愁

訴数は、高学年の方が２倍をしめていた。（表

４）

　　　　　

表4.現在愁訴のある部位

　　　　　　　

12～15才

　

16～18才

　　

選手数

　　　

27名

　　　

15名

躯幹

　

腰部

　　　

２例

　　　

２

下肢

　

股関節

　　

１

　　　　　

１

　　　

膝関節

　　

５

　　　　　

６

　　　

足関節

　　

３

　　　　　

４

　　　

足部

　　　

3

　　　　

2

　　　　　　　　

14例

　　　

15例

　

整形外科的メディカルチェックでは、上肢体

幹にとくに顕著な異常所見は認められず、下肢、

膝関節のアライメントをみると、表５のように

４横指以上が７名もみられ、〇脚は21名、50％

であり、サッカー選手ではＯ脚が多い印象を受

けた。

　

その他膝関節自体では、十字靭帯損傷や半月

板損傷などの器質的疾患はみられず、脛骨粗面

の隆起と圧痛が10名認められたのが目立った。

　

足関節では、内反による痛みや不安定感がわ

ずかにみられた程度で、ほとんどが練習を継続

していた。（表５）

　

２．フィットネスレベル

　

一方フィットネスレベルよりみた計測をみる

と、被験者のプロフィール（形態）では、身長、

体重とも発育期として標準的数値であり、他の

競技種目と比較してやや細身であった。

　

呼吸循環機能では、図１のように年齢ととも

に増大し、サッカー選手は同年令の標準値より

高く、持久性に優れていた。

　

Ｖ０２Max/min で

は、12才、13～15才、16～18才がひとまとまり

　　

表5.整形夕卜科的メディカルチェックの結果

１．上肢，体幹の異常所見はなかった。

２．下肢では膝関節の靭帯損傷，半月損傷はみ

　　

られず，脛骨粗面の隆起と圧痛が24％にみ

　　

られた。足関節では内反による痛み，不安

　　

定感が9.5%にみられた。しかしながら練習

　　

を継続するのに支障はなかった。

３．膝のアライメント

膝のアライメント（Ｏ脚･Ｘ脚）

Ｏ脚

　　

１横指

　　　　

Ｏ名

　　　

Ｏ％

　　　　　

２横指

　　　

9

　　　

21.4

　　　　　

3横指

　　　　　

5

　　　　

n.9

　　　　　

4横指以上

　

7

　　　

16.7

×脚

　　　　　　　　　　

０

　　　　

０

正常

　　　　　　

21

　　

50.0

と考えられたが、とくに16～18才の値は高校生

としては、かなりの高値を示していた。（図１）

　

次にサイベックスＵ（十）での膝関節の伸展筋

力では、18才でもっとも高く、この年齢で筋力

面で大人のサッカー選手に近づいていた（図２）。

同様な方法で足関節の底屈－背屈の筋力測定で

は、年齢の増加とともに筋力は増加していたが

とくに底屈筋に強い傾向を示しており、サッカ

ーでは底屈筋で蹴る動作が多い事をうかがわせ

た。（図３）

　

エリエールを利用した膝関節運動スピードに

おいては、5 kgの軽い負荷で膝関節スピード変

化は、14才頃から早くなる傾向がみられ、20 kg

の重い負荷では、16才頃から強くなるようにみ

えた。（図４、図５）

考

　　

察

　

われわれは、体力の諸要素を国際サッカー連

盟の主催する各年令別の大会すなわち、15才以

下と16才以上に分けて評価した。この分類は、

たまたま年齢的に15才以下の中学生と16才以上

-113-

選手１人あたり
の愁訴数
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フィットネス・レベルよりみた発育期サ1ツカー選手のスポーツ外傷・障害

の高校生に一致していたが、実際のフィヽヽ､トネ

スレベルの評価、体力面、とくに呼吸循環機能

や関節スピードの面からも、15才と16才の間で

分けて検討出来た。

　

従って筋力トレーニングの面からみると、年

齢に見合ったものが、当然大切であるが、発育

期の段階では、負荷量の決定については抵抗漸

増法が原則であり、従来より強度の増加より、

むしろ量の増加で考えるぺきとされて来た。し

かしわれわれの結果からも、16才以上になれば、

強い負荷を考えるべきで、その理由として男性

ホルモンの働きが活発になり、蚤白質合成を促

進するため筋力が急速に増強する年齢でもある

からである。

　

しかし下肢筋力面で、左右のアンバランスが

みられている点、今後利き足やアライメントの

問題などにも、一考を要するであろう。

　

また当クラブにおいて、外傷や障害の既往症

や、器質的疾患が少なかったことは、12才から

18才までの一貫したサッカー指導が、一因とも

考えられ、さらに一定した練習時間帯や一定の

グラウンド条件も要因であろう。

　

一方で16才以上には愁訴の多い選手がみられ

たが、休むことなく練習も可能であったことは、

当サリカースクールが比較的無理のない練習計

画を立てていたこともうかがわせた。

　

これらのいくつかの点では、クラブチームの

良い面が出ていたと言えよう。

　

実際の実力でも、当クラブチームは、トップ

レベルを維持しており、今後発育期の過程で、

質と量のバランスのとれた運動量で、技術の習

慣とともに年齢に見合った体力作りが平行して

なされ、外傷や障害が発生しないよう願うもの

である。

　

今後他チームの症例数をふやし、フィットネ

スレベルの観点から、外傷・障害を検討し、そ

の治療や予防に役立てたいと考える。

ま

　

と

　

め

1.体力の諸要素は、15才と16才のあいだで分

　

けて検討出水だ。

2.サッカー選手のフィットネスレベルからみ

　

て、15才以下では、軽度の負荷強度のトレー

　

ニングを、16才以上では積極的にトレーニン

　

グを行うことが大切である。

3. 12才から18才までの一貫したサッカー指導

　

が行われていた。

4. 16才以上に愁訴の多い選手がみられたが、

　

全例休むことなく練習も可能であった。
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いわゆる“膝が入っだという

勲
充

　

良

川
林

須
小

こと

（聖隷浜松病院整形外科）

（聖隷浜松病院整形外科）

はじめに

　

サッカーにおいては、相手を足で蹴ることは

反則であり、また無防備な前径部は脛あてleg

guardで保護することが義務づけられている。

　

一方、接触プレーにおいて、不可抗力でいわ

ゆる”膝が入る“ことは多く、想像以上の外力

が相手に加わる。無防備な大腿部は、直撃を受

けて筋挫傷を蒙る。

　

その他のスポーツにおいても、”膝が入る“

ことは多く、その大きな外力が顔面にも及ぶこ

とがあり、眼冑底骨折の原因の最も頻度の高い

ものといわれている。

　

”膝を入れる“とは、旧軍隊でシゴキの一つ

に用いられたごとく、膝・膝蓋骨は、強力な大

腿屈筋の先端に位置して、一種の凶器と化する

ことがあるので危険である。

　

”膝が入った場合の筋挫傷は、いわゆる肉

離れと同じように考えられ、同じような対処を

受けることが多いが、病態は全く異なり、治癒

に要する時間も長く、合併症も多い。ＭＲＩに

よりその病態を検討したところ、２～３の所見

を得たので報告する。

症例1，右大腿部筋挫傷

　　　　

17歳

　

男性

　

サッカー

　

GK

H2. 6. 12.初診

　

５月27日、試合中に空中戦で捕球時に相手の

　

膝が入った。

初診時所見：

　

膝上10cmまでは腫脹していたが、その中枢は

　

筋萎縮が著明であった。大腿筋膜張筋に圧痛

　

を認め、膝の完全伸展は疼痛のため不能であ

　

った。

　

大腿前面伸張テストanterior thigh stretch

　

test(腹臥位で膝を他動的に屈曲して、疼痛

-117

　

を感じる際の膝屈曲角度で表す）は、40度で

　

あった。

　

穿刺により、関節より約20ccの関節液を、腫

　

脹部より１ ｃｃの凝血を吸引できた。

初診時ＭＲＩ：

　

大腿直筋・中間広筋間に２×３×６ｃｍの縦に

　

長い血腫（Ｔ１・Ｔ２強調画像ともに高信号）

　

を認め、深部筋全体に浮腫（Ｔ１低信号、Ｔ

　

２高信号）があり、筋間の浮腫も著明である。

　

（図１）

ＴＩ強調画像

Ｔ２強調画像

図1.症例１

一般的処置：

湿布と弾力包帯による圧迫で安静を保たせて、

膝の自動伸展時の疼痛が消失するまで膝伸展

位で（”膝を棒にしで）歩行させる。

軽い抵抗運動を行わせても疼痛がおこらなけ

れば、ストレッチを試しに行わせ、疼痛を起

こす角度をチェックさせる。
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いわゆる”膝が入ったということ

　

ストレヽ、チ痛が消失したら軽い抵抗運動によ

り筋力の回復をはかる。

　

CybexをD」用すると、早期から等速性運動に

よる筋力増強が可能である。

　

これは、肉離れの対処法とほぼ同じであるが、

”膝が入った場合の筋挫傷では、自動運動の

際の疼痛が消失し、ストレッチ痛が消失するま

でに長い日数を要する。また浮腫は深部筋群に

広範囲に認められ、出血を伴うことがおおいの

で、温熱療法（硬結を吸収させるため）やマッ

サージなどを開始する時期を遅らせる必要があ

る。

　

以上の要領で治療を行い、受傷後約レ

H 2 . 6 . 29.

　

大腿前面伸張テストは、70度まで改善したが、

ＭＲＩでは、中間広筋全体にわたる浮腫は残存

している。しかし、血腫は縮小している。

H. 2. 7. 23.

　

受傷後２ヵ月で、やっと硬結は消失し、大腿

前面伸張テストでは、最大屈曲時に痛みを感じ

るだけになった。 Cybexで最大負荷をかけても

疼痛は感じなくなった。ＭＲＩで、血腫は縮小

したが、浮腫を示すＴ２高信号域は中間広筋な

ど深部筋に広範囲に残っている。

症例2.右大腿外側広筋挫傷

　　　　

左大腿二頭筋肉離れ

　　　　　

17歳

　

男性

　

サッカー

　

FW

H. 2. 8. 8.初診

　

８月２日、試合中に右膝に相手の膝が入った。

初診時所見：

　

外側広筋（上前腸骨輯より20cmの辺り）に陥

　

凹を触れ、その未梢に圧痛のある硬結を触れ

　

る。大腿前面伸張テストは100度であった。

初診時ＭＲＩ所見：

　

Ｔ２強調画像で、右外側広筋に境界不明瞭な

　

高信号域を示し、中間広筋との筋間にも高信

　

号を認め、広範な浮腫を思わせる。

　

中間広筋の深層に、一部Ｔ１強調画像で高信

　

号域は小さな出血を示す。（図２）
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ＴＩ強調画像

Ｔ２強調画像

図2.症例２

前述の方法で治療を行ったところ、経過は良

好で、９月中旬よりサッカーを開始した。

Ｈ。2. 9. 28.

　

１００ｍをダッシュしたところ、80m地点で、ブ

　

チッと音がして左大腿後面に激痛が生じた。

初診時所見：

　

坐骨結節より7～８ｃｍに圧痛を認め、膝の自

　

動屈曲で疼痛を認めた。

　

大腿後面伸張テストposterior thigh stretch

　

test(仰臥位で膝を伸展位に保持して股関節

　

を屈曲して、疼痛を生じる角度を測定する）

　

は、30度であった。

ＭＲＩ所見：

　

Ｔ２強調画像で、大腿二頭筋に約lOCDl長の高

　

信号、筋間・皮下脂肪直下にも高信号（図３）

　

を認めるが、Ｔ１強調画像では異常ないので、

　

浮腫または炎症を思わせる。

　

”膝が入った

　

右大腿筋間の浮腫は受傷後２ヵ月近いが残っ

　

ている。

コメント：

　

”膝が入った筋挫傷にしては、一筋に限局
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Ｔ２強調画像

図3.症例２

須川、小林

して比較的程度の軽いものであるが、それでも

中間広筋の深部に出血をしている。

　

肉離れとしては、型どおり一筋に限局してい

るが広範囲で、筋間にも広範な浮腫をともなっ

た。受傷後２ヵ月で大腿後面伸張テストが90度

になったが、二頭筋の硬結・圧痛は残った。３

ヵ月でダッシュ可能となったが、重症の肉離れ

といえる。

参考症例：

　　

左大腿骨化性筋炎

　　　　

16歳

　

男性

　

野球

　

キャッチャー

S. 62. 4. 13.初診

　

３月26日

　

スライディングした際に左大腿中

　

央をスパイクで踏まれた。

　

５日間は激痛が続

　

いたが練習は軽く続けていた。

　

しかし、３日前より夜間痛が強く、昨日より

　

しゃがめなくなったので来院した。

初診時所見：

　

外側広筋全体に10×20cinの硬結を触れ、膝の

　

自動伸展で疼痛があった。大腿前面伸張テス

　

トは、120度であった。

　

温熱療法、マッサージ、ストレッチングを続

けたところ、

S. 62. 6. 29.
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正座可能になったが、Ｖ線・ＣＴ断層撮影で、

図４、図５のような骨化性筋炎の像を認めた。

左大腿骨化性筋炎

　

図4.参考症例

　　

ＣＴ断層

図5.参考症例

コメント：

　

受傷時および初診時にＭＲＩにより確認され

ていないが、受傷機点・症状から想像するに

”膝が入った状態であったと考えられる。深

部の出血がある状態で安静をとらず、運動を続

けていたことが骨化性筋炎の原因と考えられる。

ま

　

と

　

め

１）自家筋力によるいわゆる”肉離れ“では、

　

一筋に限局した変化が起こる。

２）強力な外力による”膝が入った状態では

　

病変は広範囲に及び、しかも深部に出血など

U］ﾀﾞ:|ljｻjlニ

（

l i｡ヽ’ぷで）？

謳５］’…………鸚｡I‘

　

k､｀’－●’
傅丿回や、

ﾚ

=

直｛/j/j万T回

　

ド宍ﾆﾌ心…………゛l

　

lｒy｝:jlLj卜……゛jﾉｺjlｽ

jj

y………

　　　

I･ぞ゛Q

f

　　　　

y

　　

’t

　　

－

　　

ｗｒｙｓm

　　　　　

I

囃Ｓ四鼠

　　　

’言絲謐齢

　　　　

－

　

ヽ，

　　　　　　　　　

滋

　　　　

゛

　

．

　　　　

訟

　　　　　　　

-

，

　　　

”1

　　

-sｐ

　

，

　　

可

　　　　　　　　　　　　　　　

χ

　　　　

－

　

レ

　　　　　　　　　　　　　　　

j、

･

j

l‘.ご

　　

’‘゛知
に゛

　

･i｀I’゛μ‘．’

　　　　

・

　　　　　　　　

Ｓ

　　　

．ψ

●

　　

４

　　

･Ｚ Ｊ　．ＩＩ

　

｀１，１ ’･７　　　　　　　１｀　ダ

　　　

I･I■

　　　　　　　

・

　

｀

　

I

　

I゛.7

　　　　　

I,･Vli/l

　

s｀

　　　　

‘

　　　　　　　

･,I.

　

j

｀’ゝ

tり

j

　　　

.､●

　　　　　　

’ｊ・，

　　　　　　　

・

　　

盃｀ －

　 　 　 　 　 　 　 　

１

　 　

べ

　

. ●

　 　 　 　 　 　 　 　

ゝ

　

･ 1

　

‘ 6 .

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

ゝ

　

7

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

％

　 　 　 　

I

　 　 　 　 　 　 　

ｓ

ｊ

・

　 　 　 　

S 、

　

ヽ 、

4 ぐ

、

|

、



いわゆる”膝が入ったということ

　

の強い変化が起こる。

　　

従って、”膝が入った場合の筋挫傷は、

　

”肉ばなれ“とは全く別個の範躊の損傷と考

　

えるべきであり、対処法も異なる。

３）深部に出血を起こした場合、穿刺、切開な

　

どで血腫の除去を行い、初期に受傷筋の絶対

　

安静が必要である。

　　

骨化性筋炎の予防が大切である。

４）治癒後も筋萎縮が著明であり、復帰に際し

　

ては、筋力トレーニングを十分に行い、しか

　

も左右の筋バランス、大腿伸筋・屈筋のバラ

　

ンスを補正して、肉離れの再発を予防するこ

　

とが大切である。
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第ｎ回サッカー医・科学研究会( 1991 )

ワールドカップイタリア大会出場を目指す

　　　

全日本代表選手への栄養指導

子
郎
晶

晴
哲
千

山
串
上

青
大
浦

（明治製菓）

（上智大学）

（明治製菓）

はじめに

　

スポーツ界では選手の競技力向上の要因のひ

とつとして、食事（栄養）全般にわたる重要性

が数年前から認識されつつある。

　

しかし、飽食の時代といわれる現代では、24

時間いつでも食べものが手に入り、自分の好き

なものだけで満腹を得られる生活である。この

状態が繰り返されれば、必要な栄養素の偏りや

不足を招き身体リズムが狂ったり、疲労を残し

たりなど練習への影響を及ぼすことも充分に考

えられる。

　

今回の目的は、1990年ワールドカップイタリ

ア大会出場を目指す全日本代表メンバーが、よ

り良いコンディションで、練習、ゲームに臨め

るように日常生活への意識づけと改善を求めた

ものである。

方

　　

法
φ
一

　

対象―1988年度全日本代表選手、年齢21才～

30才の19名

・1990年度全日本代表選手、年齢20才～33才の

20名

　

期間―1989年１月、1990年４月

　

形式－３日間の朝食、昼食、夕食、間食につ

　　　　

いてあらかじめ書いてある247のメニ

　　　　

ー､－から食べたものと分量に印をつけ

　　　　

させた。（表Ｉ）

　

分析一所要量の基準値は先行文献によりサッ

　　　　

カー選手のシーズン中として設定した。

　　　　

（表Ｈ）

　

結果項目一毎日のエネルギー、たんぱく質、

　　　　

脂質、糖質、カルシウム、鉄、ビタミ

　　　　

ンＡ、Ｂ１、Ｂ２、Ｃの各摂取量、体重

　　　　

1 kg当りのたんぱく質摂取量、三大栄

　　　　

養素比率を算出した。（表ｍ）

結

　　

果:

　

1988年12月～1990年11月までの活動内容を表

IVにまとめ、各年の栄養素の平均値を表Ｖにま

とめた。

　

①1989年は早急に食事改善が必要であった

ＭＳ選手宅を訪問。自己流の減量に取り組んで

いたために、食事のアンバランスが生じたと考

えられ、夫人同席のうえカウンセリングを行な

った。

　

改善のポイント

　

・高たんぱく質低脂肪を食事の原則とする

　　

例）調理法の工夫（油脂を控える）

　　　

揚げる・炒める

　　　　　　

ひ

　　　

あみ焼・煮る・むす

　　

例）乳製品は低脂肪の品物を選ぶ

　

・体調を整えるビタミンを多く食べる

　　

ビタミンB1→レバー、豚もも肉、胚芽米、

　　　　　　　　　

ロースハム

　　　　　　

B2→納豆、卵、さば

　　　　　　

Ｃ

　

→オレンジ、グレープブルー

　　　　　　　　　

ツ、100 %果汁ジュース、

　　　　　　　　　

ブロッコリー、ホウレン草、

　　　　　　　　　

トマト、キャベツ

　

②1989年及び1990年と計２回にわたり食事調

査を実施した選手が10名であった。この10名に

ついて、たんぱく質、カルシウム、鉄、ビタミ

ンＢ１、Ｃの充足率を比較したものが図１である。

　

・1989年では９名がビタミンＢ１、Ｃの充足

　

率が40％以下であった。

　

・1990年ではＭＳ選手とＭＹ選手の充足率が

　

すべての栄養素について上まっていた。
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ワールドカリプイタリア大会出場を目指す全日本代表選手への栄養指導

考

　　

察：

　

①糖質のエネルギー化に欠くことのできない

栄養素であるビタミンB1の不足原因と対策（サ

･ヽ､カー選手のシーズン中の１日の必要量は５啄）

　

・手軽にとれる食品がない

　

・調理による損失が30％である

　

・ビタミンB1を多く含む食品

　

例Ｉ

　

②疲労の除去、カゼの予防などコンディショ

ニングに不可欠なビタミンＣの不足原因と対策

（サッカー選手のシーズン中における１日の必

要量は500昭）

　

・色の濃い野菜は調理の手間がかかる

　

・果物は皮をむくのがめんどうである

　

・調理による損失が50％である

　

・ビタミンＣを多く含む食品

　

例ｎ

　

③カウンセリング実施上のポイント

　

・生活環境

　　

学生、独り暮らし、一般社員寮、サッカー1

部寮、既婚者、起床、就寝、食事時間帯

　

・好き、きらい、し好品

　

・ウェイトトレーニングの有無、頻度

　

・ゲーム前日、当日の食事

　

・その他－ケガ、体重変動、食生活で気をつ

　

けていること、など

　

④チーム※で取り組む食事改善の方法

　

・食事調査‥･実態を知る

　

・レクチャー…意識と知識を得る

　

・カウンセリング…個別の具体策

　　

･;･チームとは、監督、コーチ、ドクター、

　　　　

トレーナー、調理担当者、選手をさす。
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青山，大串，浦上

表皿

　

サッカー選手のシーズン中の栄養必要量

栄養素

　

たんぱく質

　

カルシウム
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分

　

ビタミンＡ

　

ビタミンB1
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ビタミンＣ

　　　　　

※
必要量

　　

1.8 9　　　1000弓　　　20呵　　　4000iiig　　　　5. Omg　　　　5.0 mg　　　　500nig

なたんぱく質は、体重1 kg当りのグラムを示す。
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３大栄養素の栄養素比率
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質
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表Ⅳ

　

活

　

動

　

内

　

容

全日本代表食事調査配布

　

Ｂ代表食事調査配布

全日本代表食事調査実施……19名

　

Ｂ代表食事調査実施………５名

ＭＳ選手（全日本代表）訪問

（食事調査結果に基づき、早急改善が必要だったため）

監督より全日本代表選手への個別コメントを聴取。［ンコメント作成

全日本代表、水曜トレーニング（つま恋）にて食事調査の主旨説明

食事レクチャーと食事調査返却

水曜トレーニング（つま恋）出席

　

料理長とスポーツ選手の食事について話す

水曜トレーニング（つま恋）に出席

　

選手と雑談の中、特にベテラン選手から食事へ

の質問を受けることが多かった

水曜トレー－ング（つま恋）に出席

Ｂ代表マラハリム遠征の食事上の注意資料作成

ＪＯＣオリンピック代表への食事調査説明会

オリンピック代表食事調査実施（調査は通常日、火・水・木曜日を原則とする）

全日本代表食事調査実施

全日本代表食事調査分析とコメント作成

オリンピック代表対象レクチャー（於・検見川）

全日本代表対象レクチャー

（食事調査返却及び食堂メニュー改善を立案し、直ぐフィードバック

　

（於・検見川）

全日本代表対象個人カウセリング（第１（回）

　　　　　

同上

　　　　　　　　

（第２回）

オリンピック代表食事調査コメント作成

N = 19
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第11回サッカー医‘科学研究会報告書(1991)
　　　　　　　　

動作法によるサッカー選手の姿勢と

　　　　　　　　　　　　　　

心的状態の変容

夫
博

公
正

野
嶋

星
飯

1、始めに

　

スポーツ選手の運動技能の獲得やパフォーマ

ンスの安定に関して、心理学はパーソナリティ

ー、意欲等の心理的要因の一般法則の解明に主

眼を置き多大の貢献をもたらしてきた。

　

しかし、ここには二つの問題が考えられる。

一つは一般法則の解明の重要性はさることなが

ら、今現に問題を抱えている一人の選手への援

助をどうするかと言う臨床的側面が手薄になり

がちなことである。もう一つは、運動技能は身

体の動きを通して実現されるものであるから、

心理的な諸要因の重要性はさることながら、心

理的要因のみで遂行できるわけにはいかないと

言うことである。そのために、身体運動の考察

には心理的側面と身体の側面とを統一した見方

が必要となる。

　

動作法はこのような心身統一の観点から我が

国で開発されたもので、随意運動に関して神経

や筋を中心とした生理学のレベルではなく、生

きた人間の主体的な活動としての身体の自己操

作に焦点を当てたものである。

2｡

　

動作理論に基づく随意運動の見方

　

成瀬( 1968)は人の随意運動を”意図‘‥’努

力( striving)‘‥’身体運動“の一連の過程を

持っ動作“と定義した。即ち、動作を行動の

主体者であり存在の実感とでも言うべき「自己」

の意図、努力という心的活動を通して生理現象

である身体運動が遂行される心理・生理過程で

あり、主体的な自己コントロール過程と見なす

ものである。

　

動作法では、基本的には簡単な動作による弛

緩訓練や適切な入力訓練を通して内的実感とし

ての動作体験を明確にすることによって動作感

（順天堂大学）

（順天堂大学）

覚・運動感覚への気づきを鋭敏化させ、動作の

自己コントロール能力の向上を図るものである。

　

訓練中の動作体験とは、訓練による新たな動

きを実感として感じ取る心理的活動であるから、

動作の自己コントロール能力の高まりによって

動作体験が変わることは即ち心理的活動が変容

することであり、その変容した新たな心理的活

動かまた動作の自己コントロールを高めること

になる。従って、”あがり”やその他の心理的

問題に対しても、動作の自己コントロール能力

の向上を通して心の自己コントロール能力の向

上を図る対処法をとる。

　

この意味で、動作法は動作上のスキルの向上、

パフォーマンスの安定のみならず、従来、あが

り等心的要因に基づくと見なされる動作レベル

への対処にも有効と考えられる。

　

現在まで、スポーツ選手の運動技能に関して

自己コントロールの観点からの研究は少ない。

星野( 1986、1987、1989)が動作法を適用した

際に、水泳や陸上競技の選手の運動技能に関し

てトレイニング効果を得た事例を報告している

のみである。

3｡目

　

的

　

臨床心理学の立場からサッカー選手に動作法

を適用した事例に基づき、動作法の適用により

変容した動作体験に関する内的実感を選手の内

省報告から得ると共に、その動作体験の変容と

TSMI ( Taikyo Sport MotivationInventory)

の変容とを比較する。姿勢やキックのフォーム

の変化を検討する。また、練習時や試合時にお

ける選手の心理的、技能的状態の変化について

コーチの報告から検討する。
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4｡方

　

法

被験者：一部リーグ選手

　

５名

　

内２名はレギ

ュラー（FW、ＤＦ）、2名は同一ポジション

（ＭＦ）、１名は怪我のために調整中である。

期間:

　

'90,10,18～'91,1,24、8セヽｊション

１セッション

　

20～30分

手続き：表１に訓練スケジー､－ルを示した。

訓練結果は各事例毎に検討した。

１）動作法の内容

　

表２に示す。訓練後半のサイコアップ法は、

立位姿勢で手に卵を軽く握るかのように入力す

るハンドシェイク法である。

２）データの測定と処理

　

直立姿勢は毎回訓練前後にＶＴＲで撮影し画

表2.動作法での課題

課題

　　　

内

　　　　　　　　　　

容

　　　

あぐら座での股関節の弛緩、胸部と

　　　

首筋の弛緩、上体をきちんと立てる

　

１

　　

ための適切な人力ができるようにす

　　　

る。

　　　

立位での股関節の弛緩、左右への体

　　　

重の移動、前後への体重の移動、足

　

２

　　

の裏の適切な位置での踏みしめがで

　　　

きるようにする。

像印刷した。さらに各訓練間の練習や試合にお

ける状態について内省報告を求めた。それと共

にコーチから見た選手の状態の報告を得た。な

表１．スケジュール

回数

　

日

　

時

　　　

内

　　　

容

　　　

選手

　

Ｓ

　

Ｍ

　

Ｋ

　

Ｙ

　

Ｅ

　　　　　　　　　　　　　　　　

ポジション

　

OF

　

FW

　

HF

　

HF

　

HF

前

　　

10/17

　

キックの様子をＶＴＲ撮影

　　　

○

　

○

　

○

　　　

10/18

　

訓練前：ＴＳＭＩ実施①

　　

○

　

○

　

○

　

○

　

０１

　　　　　　　　　　　

直立姿勢測定

　　　

○

　

○

　

○

　

○

　

○
１

　　　　　　　

動作法実施

　　　　　　　　　

○

　

○

　

○

　

Ｏ

　

Ｏ

　　　　　　　

訓練後：直立姿勢測定

　　　

○

　

○

　

Ｏ

　

Ｏ

　

Ｏ

　　　　　　　　　　　

内省報告

　　　　　　

○

　

○

　

○

　

○

　

○

2

　　

10/30

　

継続

　　　　　　　　　　　　

○

　

○

　

○

　

○

　

○

3

　　

11/ 3　継続　　　　　　　　　　　　Ｏ　　　Ｏ　Ｏ　Ｏ

４

　　

11/15

　

継続

　　　　　　　　　　　　　

○

　

○

　

○

　

○

　

○

5

　　

11/22

　

継続

　　　　　　　　　　　　

○

　

○

　

○

　

○

　

○

6

　　

12/10

　

継続

　　　　　　　　　　　　　

Ｏ

　

Ｏ

　

Ｏ

　　　

Ｏ

７

　　

12/20

　

継続（サイコ・アップ法）

　

○

　

○

　

○

　

○

　

○

8

　　　

1/24

　

継続

　　　　　　　　　　　　

○

　　　　　

○

　

○

後

　　　

1/30

　

TSMI実施②

　　　　　　　

○

　

○

　

○

　

○

　

o

　　　　　　　

キックの様子をＶＴＲ撮影

　　　

○

　

○

　

○
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表3. TSM Iの変容（Ｓ・Ｍ・Ｋ選手）

　　　　　　　

段階点

　

１

　　　

２

　　

３

　　

４

　　

５

　　　

６

　　

７

　　

８

　　

９

　

、陥゜、．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ｓ選手

　　

の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

２

　　　　

欲

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

２

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

２

　　　　

１

　　

さ

　

ｊ･ゝ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

２

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

２

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１

　　

への

　　　　　　

１

　　　　　

２

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

２

　　　　　　　　　　　　　　　　　

ヽ

　

｜志ロ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

2

　　　　　　　　

・

　

－

　

溥．食

AC

　　　

、

　　　　　　　　　　　　　

２

　　　　

ヽ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

２

、

　　　　　　　　　　　　　　

２

、の

　　　　　　

段階点

　

１

　　　

２

　　　

３

　　　

４

　　　

５

　　　

６

　　　

７

　　　

８

　　

９

　

おの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

２

　　　　　　

Ｍ選手

　　

の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

２

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

２

　　　　　　

さ

　

／１ゝ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

２

　　

１

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

２

　　

への

　　　　　　　　　

２

　　　　　　　　　　　　　　　

１

　　　　　　

２

AC

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

２

　　　

ヽ

　　　　　　　　　　　　　　　

２

ゝ

　

の正

　　　　　　　　　　　

‘

　　　　　　

段階点

　

１

　　　

２

　　　

３

　　　

４

　　　

５

　　　

６

　　　

７

　　　

８

　　

９

　

ヽへの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

2

　　　　　　

、il己

　　

□

　　　

゛｀

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Ｋ。手

　　

の

　　　　　　

さ

　　　　　　　　　　　　　　

１

　　

への

　　　　　　　　

ｌ

　

ｌ，、ロ

AC

　　　　

ゝ

　　　　　　　　　　

Ｉ

　　　

１

　　　　

２

、

　　　　　　　　　　　　　

１

　　　　　　　　

２

　　　　　　　　

一
心ヽの正確

　　　　　

１

　

ワ

　　　　　　　　　　　

条件

　

①訓練前

　　

②訓練後
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表４．ＴＳＭＩの変容（Ｙ．Ｅ選手）

　　　　

段階点

　

１

　　　

２

　　

３

　　　

４

　　

５

　　　

６

　　

７

　　

８

　　

９

　

、への

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ｉ己
’ロ上

　

’ヽ

　　　　　　　　　

２

　　　　　　　　　　　　　　

Ｙ選手

　

的

　　　

さ

竺ヽ豊。

　　　　　　　　　　　　　　　

２

　　　　　

段階点

　

１

　　　

２

　　

３

　　

４

　　

５

　　　

６

　　

７

　　

８

　　

９

　

・陥回

　

。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Ｅ選手

嘩習，欲

　　　　　　　　　　　　　　　　　

２

匹ヽ

　　

さ
眺も＿

ヽの正

条件：①訓練前

　　

②訓練後

お、表２のごとくＴＳＭＩとキックのフォーム

の資料を得た。

５

　

結

　

果

　

結果は２つの観点から分析された。一つは心

理的側面の変容であり、ＴＳＭＩと内省報告、

コーチの報告を用いた。ｲ也は動作的側面の変容

であり、直立姿勢とキックの際のフォームやコ

ーチの報告を用いた。

１）心理的側面の変容

　

各選手の心理的側面の変容をＴＳＭＩで隠だ

ものが表３と４である。ここでは勁作法の実施

前（①）と実施後（②）とを比較し、複数の選

手に共通する変容項目を検討した。

　

望ましい方向への変容として、コーチ受容

ト全選手）、精神的強靭さ( M. K. E選手）、

競技価値観( S. M. E選手）、計画性（Ｓ．

Ｍ．Ｙ選手）、失敗不安の減少( S. M. E選

手）、練習意欲（Ｍ．Ｙ選手）、情緒安定性

（Ｍ．Ｙ選手）がある。

　

逆に動いたものに勝利志向性（Ｅ選手を除く

全員）、目標への挑戦( K. E. Y選手）があ

る。その他の項目では２名の選手づつに別れた

り、変化が見られなかった。
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このＴＳＭＩ上の変容を裏付けるような内省

報告とコーチの報告がある。ニJ－チ受容につい

ての内省報告はみられなかったが、人の話を聞

くようになったり、交代の際に冷静に指示に従

う（Ｍ選手）、プレー以外にも職場で明るく人

に接しられる（Ｋ選手）とのコーチからの報告

があった。

　

精神的強靭さ、失敗不安、情緒安定性につい

ては、点を取られても開き直ってプレイに集中

できる（Ｓ選手）、失敗しても前のように思い

詰めずに次のプレイに気持ちを切り替えられる

（Ｓ選手）、皆に比べて落ち込まずにパッと切

り替えられる（Ｋ選手）、との内省がある。コ

ーチの見方では、カッカしやすいのが冷静にな

ってきている（Ｓ選手）、積極的になった（Ｍ

選手）、自信が出てきた（Ｙ選手）、性格や気

持ちが明るくなった（Ｋ選手）がある。

　

勝利志向性に係わるものとして、試合の前半

に燃えない（Ｓ選手）、リラックスし過ぎると

考えすぎてプレーに燃えない（Ｍ選手）、いま

一つカーと燃えない（Ｋ選手）等の内省報告が

レギュラー選手からあった。そこで、ハンドシ

ェイク法によるサイコアップ法を導入したとこ

ろ、３名共に効果があったと述べた。しかし、

コーチの見方では、プレイに燃えないとは受け一

取れず、冷静に試合を行っている感じがすると

のことであった。チームの方針がプロ化に向け

て勝敗より技術力の向上に力を入れている影響

があるかもしれないとのことであった。これの

裏付けとなるのか、TSM Iで勝敗より技術向

上意欲、練習意欲、競技価値観に変化を示した

選手がみられた。

２）動作的側面の変容

　

図１は訓練前後の直立姿勢の変化を示したも

のである。「まっすぐ立つ」場合、訓練前では

全選手ともに全身が前傾した状態で、尻を後ろ

に突き出し腰が反り返りがちである。訓練後で

はＫ選手を除いて全身がまっすぐとなり、腰の

反りも軽減している。

　

内省報告でも、怪我で調整中のＥ選手は、腰

が楽になり、通勤中の電車内で自然に立ってい

る気がすると述べ、Ｙ選手は目をつむっても安

定して立てる、Ｋ選手は日常生活での姿勢が以

前のくにゃくにゃした状態から良くなったと述

べている。

　

キックのフォームに関して図２に３選手を示

す。訓練前はキック直後に腰が支持脚のかかと

より後ろにあり、全身が後傾気味である。訓練

後では訓練前に比して腰が支持脚に近付き、全

身の後傾が減少している。

　

これに関して、キックが良くなった、浮いて

いたボールを抑えられるようになった（Ｍ．Ｙ

選手）、踏み出した足のふんばりができ安定し

た（ＤＦのＳ選手）との内省報告がなされた。

コーチも同様の見解を示していた。

6｡考

　

察

　

TSM Iでは、動作法実施前後で精神的強靭

さ、情緒安定、失敗不安、コーチ受容、練習意

欲、競技価値観、知的興味に望ましい方向への

変化が見られた。逆に勝利志向性は下がると共

に、努力への因果帰属が極めて低い。

　

これらの結果は選手の内省報告との対応が見

られ、また、コーチの見方も因果帰属の低さを

除き対応するものであった。

　

勝敗への関心の低下は、コーチの述べたごと

く、将来に向けたチーム作りの影響が考えられ

る。従って、チームカが指導者の望むごとく向

上した際の結果に興味がもたれる。

　

努力への帰属の低さは予想外であった。サッ

カー選手一般のデータを持だないので、これが

一般的傾向なのか、この選手達の特殊例か不明

である。自分の努力が直接成績に反映し易いと

考えられる陸上競技の選手では結果が異なると

思われるが、これに関しては今後事例を増やし

て検討したい。

　

情緒安定や精神的強靭さ、コーチ受容に向上

がみられたのは興味深い。これは、自分自身は

安定し、しかも他人を受けいれると言う生き方

の基本とみて良いことであろう。従って、この

事例は、身体の自己コントロールの向上に伴う

動作体験の変化が心理的活動の変化をもたらす
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Ｍ選手
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こ二蚕辿
-－'●ＪＩＩＪａ●

。jj●゛

Ｋ選手

図2.キックの際のフォームの変容

とする動作法の立場を支持するものであろう。

ここで、動作体験とは動作に伴う内的実感とい

う心理的な活動と見るので、本事例に見られた

TSM Iの指標の変化は動作法を通した心理的

変化の生起を示唆するものと考えられる。

　

次に、訓練を通した立位姿勢やキックのフォ

ームの改善、身体の安定がある。ここでの特筆

事項は、直接キックの練習はしないにもかかわ

らずフォームが変化したことである。これは、

立位動作の訓練によって獲得された動作に伴う

感覚の鋭敏化、重心の正しい移動、適切な弛緩

や入力の獲得等の基本的動作を選手達が自己の

コントロールの枠内に取り入れ、自己のプレイ

に自ら組み入れたためと言える。

　

このことがらは他の種目の選手に対する筆者

tt？２゛゛こて

Ｙ選手

訓

練

　

前

訓

　

練

後

の事例でも見られている。と言うことは、スポ

ーツ技能の前段階として各種のスポーツ技能に

共通する身体の自己制御に係わる心理的な意味

での基礎的な身体の運動技能の存在が考えられ

る。そして、それの学習がスポーツ技能の向上

に重要なのかもしれない。

　

以上のごとく、動作法では、動作の訓練を通

して、選手達が今までと異なる自己に気づき、

今までと異なる新たな自己を作る、即ち、心理

的活動の再体制化がなされることが期待できる。

このような意味で、動作法はスポーツのトレー

ニングにおいてヽ技能の向上に係わる基礎的ト

レーニングに有益と言える。
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｢一流サッカー選手のボールキック

　　

パフォーマンスに関する研究｣

○菅

松
秋
久
西

１

　

はじめに

　

サッカー競技に特有なボールキック運動に関

する研究では、多くの場合、キックされたボー

ルのスピード(初速度)、遠蹴距離、正確性を

用いて、ボールキック運動に関与する運動技能

を測定している2'
3'4'5)。

　

強く、スピードのあるボールをキックするに

は、体力要因として、筋パワー、特に蹴り脚の

等速性脚伸展力の関与が大きいことが浅見4)、

浅見ら5)によって報告されており、座位姿勢で

発揮される等速性脚伸展力とボールキックにお

けるボール初速度との間には統計的に有意な相

関関係が認められている。その結果、ボールの

キックを規定する体力要因として、脚伸展力の

強さを挙げている。

　

サッカー競技選手の等速性脚伸展力に関する

研究は、数多くなされてきており、日本代表選

手7'11,12,13)、日本リーグ選手12'13)、大学サ

ッカー選手1･6･8)など、わが国一流サッカー選

手についての報告がみられる。

　

また、最近わが国の一流サッカー選手の大腿

野

　　　

淳（筑波大学大学院）

本

　

光

　

弘

　

（筑波大学体育科学系）

間

　　　　

広

　

（筑波スポーツ科学研究所）

野

　

譜

　

也

　

（筑波大学臨床医学系）

嶋

　

尚

　

彦（筑波大学教養部）

部の筋横断面積についての報告もいくつかなさ

れている1' 5'6'7)。しかし、ボールキックパフォ

ーマンスとこれらのパラメータとの関係につい

ての検討はなされていない。

　

そこで本研究では、一流サッカー選手のボー

ルキックカを規定する体力要因を探るために、

蹴り脚の等速性最大脚伸展力、蹴り脚の大腿部

の筋横断面積、そしてフィールドテストによる

走、跳、投の基礎運動能力技能を測定し、それ

らとボール初速度との関係について検討した。

Ｕ

　

方

　　

法

Ａ

　

被検者

　

被検者は、日本および韓国の大学チームに所

属する一流サッカー選手、計20名（日本Ｔ大学

チーム：９名、韓国Ｓ大学チーム:11名）であ

った。また、被検者の中には、日本代表選手１

名、日本Ｂ代表選手１名、オリンピック日本代

表候補選手２名、韓国ユース代表選手４名、ユ

ニバーシアード韓国代表選手１名、韓国Ｂ代表

選手１名が含まれている。被検者の身体的特徴

　

（年齢、身長、体重）およびサッカー競技の経

Tablei

　

C haracteristicsof subjects

Items

’
Ｖ
Ａ

Total

(N=20)

SD
I
　
X

Japan

(N= 9)

SD
・
χ

Korea

(N=ll)

SI)

Age(years)

Body height(cra)

Body weight(kg)

Playing experience(years)

　

20.3士1.2

176.0士4,8

　

70.9±4.0

　

9.5土2,9

　

21.0士0.9

175.5±5.6

　

70.1±4.8

　

n.8±1.7

　

19.8土1､2

176.5±4.3

　

71.6±3.2

　

7.6±2.0

－137－

‾ぺ



｢一流サッカー選手のボールキ･，クパフォ一マンスに関する研究｣

験年数を表１に示した。

Ｂ

　

測定項目

　

サ､･、カー競技のために基礎的に要求される運

動技能の１つであるボールキック技能は、ボー

ルスピード、蹴距離、正確性から構成されると

考えられる3）。本研究ではこのうちのボールス

ピードに着目し、ボールキックのパフォーマン

スとしてインステップキックによるボール初速

度を測定した。

　

また、高松ら9’ 10）は、サッカー競技に限らず、

運動のパフォーマンスを規定する体力要因は、

筋パワー、筋力、持久力、柔軟性および調整力

であると定義している。

　

そこで、インステッブキックにおける運動特

性を考慮して、体力要因の中から筋パワーを取

りあげ、蹴り脚の等速性最大脚伸展力を測定し

た。これに加えて、等速性最大脚伸展力を発揮

するための要因の１つである大腿部筋横断面積

を測定した。また、インステップキックによる

ボールキック運動には、筋パワーの発揮に伴い、

調整力も関与していると考えられる。そこで、

筋パワーの発揮に伴って調整力が関与すると考

えられる走、跳、投の基本的運動能力技能をみ

るために、30m疾走の平均速度、立ち５段跳び

の跳躍距離、メディシンボールの後方遠投距離

を測定した。

Ｃ

　

測定方法

　

ａ）ボール初速度

　

各被検者には、全力でのインステヽｊプキック

を２回ずつ行わせ、蹴り脚は被検者の利き脚

（全員右脚）とした。同時に右側方からビデオ

カメラを用いて、毎秒60コマ、シャッター速度

1 /500秒で撮影し、ボールキック運動およびキ

ックされたボールの運動を収録した。その際、

遠近誤差を最小限にするために、望遠レンズを

装着したビデオカメラを試技の位置より30mの

地点に設置した。得られた画像より、ビデオポ

ジションアナライザーを用いて、ボールの軌跡

の座標値を求めた。これをマイクロコンビ_｡一

タに収録し、コンピュータ画面上の座標値を実

測値に換算し、インパクト直後の最大ボー･レス

ピートを初速度( m/sec. )として求めた。　２回

の試技のうち、ボール初速度の大きい方の値を

統計的分析に用いた。

　

ｂ）筋パワー

　

右膝関節伸展時の等速性最大脚伸展力の測定

には、CybexⅢを用いた。測定に用いた角速度

は、30、180、300deg./sec.であった。試技は、

各速度で２回ずつ行わせ、記録の良い方を統計

的分析に用いた。

　

ｃ）大腿部筋横断面積

　

磁気共鳴装置（ＭＲ）により得られた右大腿

部の横断像より、全筋横断面積、伸筋である大

腿四頭筋、さらに大内転筋および薄筋を含む屈

筋群の横断面積を求めた。なお、測定法は久野

ら7）の研究と同様である。

　

ｄ）基礎運動能力技能

　

30m疾走の平均速度は、1/100秒単位で計測し

た30mの全力疾走タイムをもとにして求めた。

スタートはスタンディンクの姿勢で行わせた。

　

立ち５段跳びの跳躍距離は、両足を揃えた状

態から１歩目の踏切を行わせ、ついで片足を交

互にバウンディングさせ、５歩目を再び両足で

着地させることにより得た。

　

メディシンボールの後方遠投距離は、4kgの

メディシンボールを両手を用いて、後方へでき

るだけ遠くへ投げさせることにより得た。

　

各測定項目とも、試技を２回ずつ行わせ、記

録の良い方を統計的分析に用いた。

Ｄ

　

統計方法

　

ボール初速度の信頼性は、テスト一再テスト

法により求めた。各測定の項目とも、日本、韓

国および両国の合計に分けて、それぞれの平均

値、標準偏差値、変動係数を算出した。また、

ボールキックパフォーマンスと体力要因との関

連性を検討するために、ボール初速度と等速性

最大脚伸展力、大腿部筋横断面柏および走、跳、

投の各基礎運動能力技能との間の相関係数を求

めた。

ｍ

　

結

　　

果

　

インステップキックによって得られたボール
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Korea

SD

　　

cv

菅野、松本、秋間、久野、西嶋

初速度の信頼性係数は、0.955と非常に高いも

のであった。

　

ボールキックにおけるボール初速度、右脚の

等速性最大脚伸展力、右大腿部の筋横断面積お

よび走、跳、投の基礎運動能力技能の測定結果

を表２に示した。

Heasureraent items

Table2

　

Means, standerd deviations and coefficients of variation

　　　　　　

of measurement items

｝
χ

Total

SD

　　

cv
一
χ

､Japan

SD

　　

cv
・
χ

Initial velocity of ball kicking(ri/sec.)

Isokinelic leg extenlional force(Nni)

　　

30 deg./sec.

　　

180 deg./sec.

　　

300 deg./sec.

Huscle cross-sectional area of thigh(cni')

　　

A11 muscle

　　

Extensional muscle group

　　

Flexional muscle group

Average velocity of 30-insplint(in/sec.)

Distanceof 5-step bounding(ni)

Backward-throwingdistance of

　

medicine ball (ｍ)

27.0±1.2

　

4.4

275.1±48.2

　

17.5

1-17.7±28.8

　

19.5

102.8±25.4

　

24.7

206.3±18.7

　

9.1

118.6±8.0

　

6.7

83.9±11.3

　

13.5

　

6.8±0.2

　

2.9

12.4±0.9

　

7.3

11.2±1.7

　

15.2

　

ボール初速度と各測定項目との相関係数を表

３に示した。ボール初速度と３種の角速度にお

ける等速性最大脚伸展力および大腿部筋横断面

積（全筋横断面積、伸筋群および屈筋群筋横断

面積）との間には、いずれも統計的に有意な相

関関係は得られなかった。一方、基礎運動能力

27.5±1.0

　

3.6

283.3±47.3

156.1土34.8

103.7±18.4

IB.7

22.3

17.7

210.7±19.1

　

9.1

115.2±9.0

　

7.8

92.0±16.6

　

18.0

　

7.0±0.1

　

1.4

12.9±0.6

　

4.6

1Z.2±1.3

　

10.7

26.7±1.4

　

5.2

266.9土28.3

139.2±23.4

101.9±21.8

10

16

21

６

８

４

201.8±18.3

　

9､1

122.0±8.0

　

6.6

75.7±9.4

　

12.4

　

6.8±0.2

　

2.9

12.0±0.9

　

7.5

10.3±1.5

　

14.6

技能については、ボール初速度と30m疾走の平

均速度との問には、有意な相関関係は認められ

なかったが、立ち５段跳びの跳躍距離(r = 0.490,

ｐく0.05）およびメディシンボールの後方遠投

距離( r = 0.599, pく0.01）との間には、いず

れも有意な相関関係が認められた。

Table3

　

Correlation coefficients between initialvelocity of ball kicking

　　　　　

and another measurement results in this study

Initial velocity of ball kicking vs

Isokinetic leg exlenlional force

　　　

30 deg./sec、

　　　

180 deg./sec.

　　　

300 deg./sec.

Muscle cross-sectional area of thigh

　　　

All muscle

　　　

Eχtensionalmuscle group

　　　

Fleχional mucsle group

Average velocity of 30-111sprini

Distance of 5-slep bounding

Backward-throwing distance of medicine ball

0.0&8

U.2U7

0.328

U｡219

U.122

U.251

0.313

0.490 ’

0.599 ･･

N=20

　

゛:pく0.05 ，‥:pくU.Ol
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IV

　

考

　　

察

　

これまでの報告において、ボールキック運動

におけるボール初速度と等速性最大脚伸展力と

の間に有意な相関関係が存在する4,5)ことより。

本研究ではボール初速度と等速性最大脚伸展力

及び大腿部筋横断面積との間には有意な相関関

係が得られるとの仮説を設けた。なぜならば、

等速性最大伸展力と大腿部筋横断面積との間に

は有意な相関関係が認められているためであ

る6,7)。

　

しかし、本研究ではボール初速度とこ

れらの測定項目との間に有意な相関関係は認め

られず、浅見4)、浅見ら5)の報告と矛盾する結

果を示した。

　

前述の研究で熟練者群として用いられた被検

者は、関東大学サヽヽ､カーリーグ２部チームに所

属している選手であった。これに対し、本研究

では日本の大学チームのレギュラー選手に加え、

現在アジアでNa1といわれている韓国の大学チ

ームのレギュラーである一流選手のみを被検者

群として用いていること、および日韓両国代表

クラスの選手を含んでいることなどを考慮する

と、被検者の競技レベルはこれまでの報告に比

べて高いと推察される。また、表２に示したボ

ール初速度の変動係数が、日韓両大学の合計で

みると4.7であったことを考慮すると、本研究の

被検者はボールキックカに関する限り等質集団

であったと考えられる。

　

したがって、競技レベルが低い場合、あるい

は被検者間の競技レベルが均一でない集団で、

等速性最大脚伸展力および大腿部筋横断面積は

ボールキック運動におけるボール初速度を規定

する重要な要因になると考えられるか、高い競

技レベルを持った等質の集団では、必ずしもそ

れを規定する要因にはならないことが推察され

る。

　

一万、本研究では立ち５段跳びおよびメディ

シンボしル後方遠投の成績とボール初速度との

間に有意な関係が認められた。この結果は興味

深い。身体運動では、調整力が運動スキルに影

響を及ぼすと考えられている。立ち５段跳びあ

- 140

るいはメディシンボール後方遠投の成績には、

筋パワーの発揮とともに調整力も大きく関与し

ていると考えられる。このことは、ボールキ､､、

ク運動においても同様である。したがって、立

ち５段跳びあるいはメディシンボール後方遠投

の成績と、ボール初速度との間に有意な相関関

係が成立したのも、一つには両者に共通して要

求される調整力の優劣が関与しているものと推

察される。

　

浅見ら5）は、ボールキヽヽ､ク運動におけるボー

ル初速度を規定する要因の一つとして、ボール

キックの技術的要因である”ボールキックスキ

ル“をあげている。本研究では、ボールキック

における蹴り脚の等速性最大脚伸展力あるいは

大腿部筋横断面積が、キックパフォーマンスに

及ぼす影響は非常に小さいことが認められた。

このことは、このような高いレベルを持った等

質の集団のキックカには、体力要因のほかに技

術的要因も大きく関与していることを示唆する

ものと考えられる。しかし、この点については、

今後の検討が必要である。

Ｖ

　

ま

　

と

　

め

　

本研究の目的は、日本および韓国の大学一流

サッカー選手におけるボールキックパフォーマ

ンスと蹴り脚の等速性脚伸展力、大腿部筋横断

面積および走、跳、投の基礎運動技能パフォー

マンスとの関連について検討することであった。

　

今回の研究では、これまでの報告とは異なり、

等速性脚伸展力および大腿部筋横断面積のボー

ルキック初速度に対する相関係数は有意ではな

かった。この原因として、本研究で用いた被検

者が高いレベルの競技歴を持った等質の集団で

あったことが考えられた。

　

また一方では、立ち５段跳びおよびゞディシ

ンボール後方遠投とボールキヽヽjク初速度との間

には、低い相関関係( r = 0.49, p<0.05, r =

0.60，ｐ＜0.01）が認められた。

　

これらの結果より、一流サッカー選手のボー

ルキックパフォーマンスには筋パワーの高いこ

とは必要であるが、それだけでは十分とはいえ



菅野、松本、秋間、久野、西嶋

ず、その他の体力要因も関連していることが推

測された。加えでボールキックスキル“など

の技術的要因も関与していることも示唆される

が、この点については、今後の検討が必要であ

る。
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田
小
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野
嶋
野

Ｉ

　

緒

　　　

言

　

日本では、1993年にサッカーのプロイヒを予定

している。この背景には近年のサッカー人口の

増加があり、特に少年サッカー人口の急増には

目を見張るものがある。

　

さらに、サッカーのプ

ロ化により少年サッカー人口は増加するものと

考えられ、底辺の拡大は今後の日本サッカーの

発展につながるものと考えられる。

　

しかし、少年サッカーが盛んに行われている

反面、代表レベルでは世界との差が広がる一方

である。これには、少年から大人へと成長して

いく段階での指導に問題があるのではないかと

思われる。学校スポーツとして発展してきた日

本サッカーは、小学校・中学校・高校で指導者

や指導方法が変わり、一貫して指導が出来ない

のが現状である。

　

そのような中、昭和63年から「競技力に関す

るスポーツカリキー､ラム開発事業」というプロ

グラムが組まれ、各競技別に一貫した指導に基

づく競技力向上のためのカリキュラム作りが始

められた。サ､り7一においてもそれを契機に少

年からの指導を見直そうということになった。

幸

　

三

　　

剛

（筑波大学体育専門学群）

（筑波大学体育科学系）

（筑波大学大学院・体育研究科）

（立教大学一般教育部）

（成

　

城

　

大

　

学

　

法

　

学

　

部）

　

そこで本研究では、現在の少年サッカーの現

状を把握するために、過去３年間に渡り世界の

各国の少年チームのゲーム分析を試み、あわせ

て少年達へのアンケート調査および代表チーム

のゲーム分析に照らしあわせて比較検討を行っ

た。

ｎ

　

研究方法

1.ゲーム分析

　

１）対象試合

　

少年チームは、1988年～90年にかけて日本で

行われた４つの世界少年サッカー大会に参加し

たチームを対象とし、大会名・日程・開催地を

表１に示した。代表チームは1990年第14回イタ

リア・ワールドカップ大会に出場したチームを

対象とし、チーム名およびワールドカップ出場

回数を表２に示した。

　

２）分析方法

　

少年チームにおいては、ハーフウ_､｡－ライン

近くよりＶＴＲで撮影を行い、代表チームにお

いては、ＮＨＫで放映された対象試合をVTR

録画し、各試合のＶＴＲを再生しながら分析、

記録した。

表1.世界少年サッカー大会の日程・開催地・大会名

　　

日曜

　　　　

聞催地

　　　　　　　　　

大会名

19iiO.3.2a～4.2

　　

呻戸i

　　　

ミロカッフ’・国際少年サッカー’90

19B9.a.25～27

　　

東京

　　

第３回ミロカップ・世界少年サッカー大会

1990.3.2a～4.2

　　

神戸

　　

ダイエーカヽソブ・国際少年サッカー’89

1988.8.26～28

　　

東京

　　

第２回ミロカッブ・世:界少年サッカー大会
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表2.対象とした国のワールドカップ出場回数

　

国

　　

名

　　　

ｗ，Ｃ出場回数

　

Ｈ

　　

本

　　　　　

○回

アjレビンチン

　　　　

８回

フ'ラジル

　　　　　

１４回

ベルギー

　　　　　

８回

ソ

　　

辿

　　　　　

７回

オランダ

　　　　　

３回

＊ワールドカップは1 990年までに１４回聞催されている

　

３）分析項目

　

各試合において、攻撃を意図したプレーに関

して１プレー毎に以下の項目について記録した。

　

①

　

時間（前半・後半）

　

②

　

場所（自陣・敵陣）

　

③

　

種類（ダイレクト・２夕ヽｊチ・３タッチ

　　　　　　

・ドリブル・コントロールミス）

　

④

　

目的（ラストプレーのための突破・それ

　　　　　　

意外の突破・キープ）

2.アンケート調査

　

１）調査対象

　

対象チームは、６力国46チームであり、対象

とした国名、チーム敏、選手数およびワールド

カップ出場回数を表３に示した。

表3.対象とした国別にみるチーム数、選手数、

　　　

ワールドカップ出場回数

国

　　

名

　　

チーム数

　　　

選手数

　　　

Ｗ，Ｃ出場回数

日

　　

本

　　

２８

　　　　　

５１３

　　　　　　　

０

西ドイツ

　　　

１１

　　　　　

１６５

　　　　　　

１１

韓

　　

国

　　　

２

　　　　　　

４９

　　　　　　　

３

フ'ラジル

　　　

２

　　　　　　

３２

　　　　　　

１４

ﾄｽﾄﾗﾘｱ

　　　　

２

　　　　　　

３０

　　　　　　　

１

フランス

　　　　

１

　　　　　　

１６

　　　　　　

１０

台

　　

計

　　

４６

　　　　　

８０５

　

２）調査方法

　

調査は、質問紙法により実施し、直接手渡し、

後日郵送してもらう形式をとった。

Ⅲ

　

結果及び考察

　

図１は少年チーム、図２は代表チームの突破

に用いるプレーの出現を示したものである。

　

ここでの突破とは、最低１人の相手の背後を

つくパスやドリブルのことである。突破のプレ

ーは、攻撃を意図するプレーのため、各国の特

徴か表れるものと考えられる。図１の少年チー

ムにおいては、ダイレクトプレーでベルギー

(56.3%)が最も高く、続いてオランダ(54.8

％）、日本( 53.8%)の順であった。また、ド

リブルではアルゼンチン(21.1%)が最も高く、

続いてソ連（20.1％）が高い割合を示した。図

２の代表チームにおいては、ダイレクトプレー

でオランダ(41.2%)が最も高く、続いてベル

ギー(37.5%)、以下日本(29.9%)を含む４

力国はあまり差はみられなかった。また、ドリ

ブルではアルゼンチン( 19.1%)が最も高く、

続いてブラジル( 18.3%)、ソ連I（15.8％）の

順であった。図１、図２から、ベルギー、オラ

ンダのダイレクトプレー、アルゼンチン、ソ連

のドリブルは、少年チームと代表チームで類似

した傾向にあった。しかし、日本のダイレクト

プレーに関しては、関連性が低いように思われ

た。ただ、少年チームと代表チームとが一致し

ている必要はないが、少なくとも関連性がない

と好ましくないと思われる。

　

ここで、日本国内の少年チームはどうである

か見てみることにする。

　

図３は日本国内の少年チームの突破に用いる

プレーの出現率を示したものである。Ｅチーム、

Ｆチームにおいては、ダイレクトプレーを非常

に多く使用し、３夕ヽヽ､チプレーやドリブルをほ

とんど使用してないのに対し、Ｄチームにおい

ては、ダイレクトプレーをほとんど使用せすに、

ドリブルを多く使用している傾向にあることが

分かる。各チームにより骨F生あるサッカーがな

されていることは、決して悪いことではないが、
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日

　　

本

　

アルｒンタン

ブラジル

ベルギー

　　

ソ連

オランダ

日

　

本

ｱﾙｒンタン

ブラジル

ベルギー

　　

ソ連

オランダ

Ａ（選抜）

Ｂ（東北）

Ｃ（関東）

Ｄ（中部）

Ｅ（関西）

Ｆ（九州）

菊地、松本、菅野、田嶋、小野
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図1.少年チームの突破に用いるプレーの出現率
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図3.日本国内の少年チームの突破に用いるプレーの出現率
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日
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西ドイツ

韓

　　

国
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日

　　

本
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韓

　　

国

ブラジル

ｵｰｽﾄﾗﾘｱ

フランス

日

　　

本

西ドイツ

韓

　　

国

ブラジル
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菊地、松本、菅野、田嶋、小野

学校スポーツに依存している日本の現状を考え

るとチ‾ム聞の隔たりが有り過ぎると小・中・

高とチームを変えるにつれて、一貫性がなくな

るのではないかと考えられる。

　

それでは何故、他の国では少年チームと代表

チームとのサッカーが類似した傾向にあるのに、

日本はそうでないのか。その原因として次の２

つのことも考えられる。

　

まず子供の模倣性が考えられる。菅野ら1）は

「技術の習得に関しては視覚的にイメージのし

やすいデモンストレーション、またはそれに代

わるビデオの活用が有効である。」と述べてい

る。少年期は、感受性が強く感覚が伸びる時期

でもあり、試合を観戦することで視覚からも技

術や戦術を身につけることが必要であると思わ

れる。

　

そこで、他の国ではトップレベルの試合を観

戦し、模倣しているのではないかと推測できる。

図４は、少年サッカー選手における試合観戦頻

度の国別比較を示したものである。西ドイツで

は、約54％以上の選手が「よくスタジアムに行

く」と答えたのに対し、日本の選手は約14％で

あった。これには、少年サッカーと日本リーグ

の試合とが重なることにも要因があるのではな

いかと考えられる。今後、日本リーグの日程が

工夫されるならば、少年達のスタジアムに足を

運ぶ数も増えるのではないかと考えられる。ま

た、日本の約58％の選手が「テレビの試合はよ

く観る」と答えているが、日本は、西ドイツに

比べてサ､。ヵ一放映数が圧倒的に少ないと考え

られ、日本選手は数値ほど多くの試合を観てい

ないのではないかと考えられる。

　

また、日本の指導体制も考えられる。図５、

図６は、少年サッカー選手における練習頻度お

よび練習時間の国別比較を示したものである。

西ドイツでは、練習頻度において、週に２回と

答えた選手が65.8%で最も高く全体の89.0%が

週に３回以下となっており５回以上と答えた選

手は全くみられなかった。また、練習時間にお

いては、72.8%の選手が１時間30分と答えてい

た。それに対し日本は、週に７回と答えた選手

が27.2%で最も高く５回以上と答えた選手が全

体の68.9%と非常に高い割合を示した。また、

練習時間においても、79.6%の選手が２時間以

上と答えていた。西ドイツでは指導者養成制度

が確立されており、指導者は共通のコンセンサ

スの基に、少年達のスポーツ障害およびバーン

アウトシンドロームを配慮し、少年期の練習量

は少なめにしていると言われている。また、図

５から、日本は練習頻度において統一性がみら

れなかった。これも日本の指導者が共通のコン

センサスを持っていない一つの現れであると考

えられる。

　

以上のことより、日本サッカーを強化するた

めには、プロ化だけでなく、指導者養成にも力

を入れることが重要ではないかと考えられる。

しかし、日本サッカー協会が指導者養成に使う

予算は、1979年度17,416,764円で協会の総予算

の2.5％2）、1982年度は25, 334, 984円で2.4％3）、

1985年度は29, 794, 704円4）で2.2%と年々減少す

る傾向にあった。ことさらに日本サッカーの発

展には、指導者達が各年齢層での共通コンセン

サスを持ち、一貫した指導を浸透させていくこ

とと共に、指導者養成の重要性についても認識

し、指導者養成制度を充実させていくことも必

要ではないかと示唆された。

Ⅳ

　　

ま

　

と

　

め

１）オランダ、ベルギー、アルゼンチン、ソ連

　

は、少年チームと代表チームとに類似した傾

　

向かあり、日本はあまり関連性がないように

　

示唆された。

　

２）少年達はト､。プレベルの試合を観ることに

　　

より、技術ご戦術を模倣するのではないかと

　　

示唆された。

　

３）日本は一貫した指導を行うことと共に、指

　　

導者養成制度を充実させていくことも必要で

　　

はないかと示唆された。
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第11回サッカー医・科学研究会報告書(1991)

＜シンポジウム＞

　　　　　　　　　

ワールドカップイタリア大会を振り返って

座

　

長：松

演

　

者

　

『コーチングの立場から』

　

『スポーツ科学の立場から』

　

『スポーツ医学の立場から』

　

松本氏：最初にコーチングの立場から岡田さ

んです。岡田さんは、古河電工のコーチをして

おりまして、日本リーグ指導者の研修でワール

ドカップ観戦、イタリアサッカー協会の研修を

受けてまいりました。その内容は、サッカーの

機関誌75、76号に報告されており、みなさまも

目を通されていることと思います。

　

２番目はス

ポーツ科学の立場から上智大学の大串先生は在

外研究員でオーストラリアに渡航され、その足

でワールドカップ全日程を過ごされたというこ

とです。最後はスポーツ医学の立場から慈恵医

科大学大畠先生です。先生はオフィシャルな立

場でスーパーバイザーとして、ＦＩＦＡの役員

で全期間大会の運営その他中身から見ておられ

ましたので医学的なことと一緒にワールドカッ

プそれ自体の開催の規模などお話がいただける

のではないかと思います。もし可能であるなら

ばもうひとかた審判の立場からということで高

田静夫氏にきていただければ、だいたい日本の

ワールドカップ開催に向けて話を進めていく人

が揃うのではないかと思われますが、残念なが

ら高田さんはいらしておりませんので、コーチ

ングの立場から、スポーツ科学の立場から、ス

ポーツ医学の立場からということでおよそ15分

から20分程度お話をしてい↑こ↑ごきます。その後

みなさまからご意見やご質問をお受けしたいと

思っております。

　

岡田氏：古河電工の岡田です。コーチングの

立場からということですが、私がコーチになり

ましたのは昨年の６月からで、ワールドカップ

を観戦した頃はコーチとして間かありませんで

したので、どちらかと言うと選手の立場という

本 光 弘

　

（筑

　

波

　

大

　

学）

史
朗
襄

武
哲

田
串
畠

岡
大
大

（古河電工コーチ）

（上

　

智

　

大

　

学）

（東京慈恵会医科大学）

感じでワールドカップを観戦した感想を述べた

いと思います。最初に観戦した西ドイツ対オラ

ンダについての率直な感想は、「感動があるな」

ということでした。具体的には余韻に浸れると

か、プレーや観客の歓声などを通して選手に

　

「ありがとう」と言いたくなるような心にじー

んと伝わるものがあるとか、もう一度来たくな

るなどであります。そして、このように感動を

与えてくれるのはなぜなのかと考えました。そ

の理由として、選手達がひたむきにがんばって

いること、このことは当然必要でしょうが、が

んばるだけでなくある程度の技術も伴っている

こと、また設備やファンなどの試合のサポータ

ーが充実していること、そして体格が大きくプ

レーのスピードが速くグランドが狭く感じられ

るくらい、サッカーが習熟していることが挙げ

られると思います。このようなことが関わって

感動を与えてくれる試合になったのではないで

しょうか。ワールドカップを決勝まで観戦して

全体的に感じたことは、ベルギーのように人を

かけて攻撃するような自分なりにいいサッカー

をやるなと思ったチームが負けていってしまっ

たなという感想を持ちました。このことは、得

点はデフェンスのミスがらみが多かったように

デフェンスの戦術がレベルアップしていること

と攻撃の戦術がそれを打ち破るまでのものがな

いことが理由として挙げられると思います。日

本では「がんばっているから負けてもしかたが

ない」という考えがありますが、それでは感動

にはつながらないと思います。中途半端なうま

さだけではよくない、より個人的な技術を向上

させなければならない。また、基本技術や戦術
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ワールドカップイタリア大会を振り返って

を持ちそれらにプラスファイティングスプリッ

ツを兼ね備えて感動を与えられる試合を行わな

ければならないと感じました。

　

ツアーのなかにイタリアのコーチングスクー

ルを受ける機会がありました。かなりしっかり

としたスケジュールが用意され、非常に勉強に

なりました。ここで勉強になりましたことは、

コーチとは練習や理論よりも自信を持って断定

する指導が大切であるということでした。”こ

うしなくてはいけないんだ！“と断定的な指導

が出来るのは、コーチ自身の自信と実績による

のだろうと思いました。断定的な指導を受けた

ことにより、年を取って昔ほど思うように走れ

なくなった大でもイタリア代表チームのサッカ

ーをしようとしました。このことはいいか悪い

か判断しかねますが。戦術的なことでは、能力

はあるけれどセンスが悪いといわれるサッカー

音痴には教えにくいのですが、子供のうちもし

くは高校生までのうちに断定的指導をしていれ

ば良くなり、サッカー音痴は少なくなるのでは

ないだろうかと思いました。

　

トレーニング科学の講義の中でＡＣミランサ

ッキ氏とのディスカヽ、ションの場がありました。

そのときにトレーニング科学とパフォーマンス

を結びつけるには、「ファンタジー」が必要で

あるということを言われました。また、サッキ

氏が記録したノートからトレーニングメニュー

の紹介があり、トレーニングの種目を何回、何

分、何セットやれば良いのかと日本では考えま

すが、サッキ氏はその目的が達成されれば関係

ないということでした。トレーニングの方法は

いろいろありますが、いちばん大事なのはコー

チのパーソナリティで、パーソナリティを持て

ば選手は必ずコーチを理解する。一流選手はバ

カではない。コーチとしての適性ば方法では

ない。パーソナリティだ“と言われていました。

また、指導者はどんなに仕事をしてもやり過ぎ

るという事はない。常に勉強だとも言っておら

れ、非常に痛感しました。

　

松本氏：時間の都合もございますので３人の

発表が終了しましてから質問等を受けたいと思

います。それでは大串先生お願いします。

　

大串氏：科学委員会の大串です。スポーツ科

学の立場からということですから、ゲーム中の

データを報告しなければなりませんが、今回そ

のような分析はしておりませんので主観的なお

話をしたいと思います。ここではスポーツ科学

ということで体格・体力的なものについてお話

したいと思います。体格について私か感じまし

たことは、個々のチームにセンターバックある

いはディフェンスの一角に185 cm以上の背の高

い選手を配していてゴール前での空中戦を有利

に戦おうとしていた。南米でもそのような傾向

かあったようです。どのような選手があげられ

るかと言いますと、西ドイツは、フスバル、ベ

ルトルドでこの両者はゲーム中はほとんど上が

ることはありませんでした。イングランドは、

ナイトでデフェンスの中心として空中戦には絶

対の力を持っていました。イタリアではフェリ

ーが挙げられます。フォワードでは、５得点し

ましたチェコのスクラビー、西ドイツのクリン

スマン、オランダのファンバステン、韓国のチ

J.スフォンが挙げられます。次に体力的な要素

として、サッカー選手に必要な体力はスピード、

競り合ったときの力強さ、バランスが挙げられ

ると思います。スピードということですが、ゲ

ーム全体のスピードが非常にあることが感じら

れました。ゲームのスピード感は、切り換えの

速さ、パスの速さ、ボールコントロールやパス

の正確性など技術レベルの高さ、選手それぞれ

の走力の速さによるものと思われます。そこで

選手の走力という観点から述べたいと思います。

やはりかなり高いレベルまで達していて遅い選

手は見あたりませんでした。そして何か速い選

手としてとらえられるのかということですが。

すり抜ける速さとか全力で走っているなかでの

方向変換が速くスムーズである選手がスピード

のある選手であるという印象を持ちました。た

とえば西ドイツのクリンスマン、アルゼンチン

のカニージャ、ルーマニアのハジ、韓国のキム

・ジュ・ソンなどが挙げられると思います。

　

ド

リブルのはやい選手は、マテウス、ラスコイン、
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松本，岡田，大串，大畠

７ラドーナらが挙げられますが、これらの選手

は体の正面でボールを扱いドリブルの姿勢がよ

いと思いました。また、加わした後の一歩の速

さも大切な要素であり、筋力・バランスが関与

しているものと思われ、ルー７ニアのz､ジ選手

などは柔らかさと強さを持ち、体に無理な力が

入っていない姿勢を取っていました。そのほか

にベルギーのシーホなども相手をかわす動きが

うまく、加わした後の姿勢が非常によく次のタ

ッチがすぐできる選手でありました。身体のバ

ランスについては、カメルーンの選手が素晴ら

しく、ボールコントロールを易しくみせていま

した。コンディショニングについては決勝戦が

一番悪く、選手の身体が重く、判断の鋭さがな

かったように感じました。

　

日本と世界のサッカーを比較し、スライドで

解説したいと思います。試合中の移動距離につ

いて日本代表チームと一昨年のＡＣミランを比

較しますと試合全体の移動距離に差はありませ

んが、後半に日本代表チームの運動量が落ちて

いることが分かります。そして、移動内容につ

いてプロサッカーチームと比較しますと静止、

歩いている、ジ、ツク、トップスピードなどの

内スプリントに差が認められます。有酸素能力

を示す最大酸素摂取量について日本代表チーム

と西独チームを比較しますと体重当たり西ドイ

ツチーム63ml/min./kg、日本チーム56ml/Tnin./

kgと差があり、12分間走では200～25mの差と

なり、有酸素能力やスピードの持久能力に差が

みられると思います。以上で報告を終わります。

　

松本氏：時間もありませんので、大畠先生お

願いいたします。

　

大畠氏：ワールドカップを運営する側でイタ

リアにおりました。スライドお願いします。ご

存知のように1903年にF I F Aの設立が決定し

まして、1904年に設立されました。 1903年から

ワールドカップが開催され今年で14回目です。

４回まではオリンピックと同様に都市で行われ

ておりましたが、1954年からは国で開催されて

おります。これがワールドカップとオリンピッ

クの違いでありまして、観客動員数がワールド

　

カップで多いというのが大きな違いであります。

　

そして、私はF I F AのスポーツメディカルＪ

　

ミッティーの委員としましてワールドカップに

　

２回参加しまして、今年はじめてドーピングテ

　

ストのスーパーバイザーとしてドーピングテス

　

トがいかに適正に行われているかチェックする

立場でワールドカップの運営に携わりました。

メディカルコミッティーは12名おりまして、彼

らとローマに乗り込みました。 F I F Aの委員

として日本人で初めてワールドカップ開催に携

わりました。

　

６月８日から７月８日までイタリ

アの12の都市で24力国が６グループに分かれて

予選リーグが行われました。 ＦＩＦＡの代表団

は総勢84名でそのうちアジア人は６名おりまし

た。また、参加24力国の内ヨーロッパ14、北中

米３、南米３、アフリカ２、アジア２とこれで

も世界の中のアジアの地位がわかると思います。

私はシシリー島のパレルモに配属になりました。

シシリー島はイングランドのフーリガン対策と

して試合が行われたところでもあり、イングラ

ンドチームはサルジニア島に滞在しておりまし

た。このシシリー島に広報担当、医事担当、安

全担当、技術担当、コーディネイター、FIFA

からセキュレタリーとして１名などが１チーム

となって約１ヶ月滞在しました。シシリー島は、

四国ほどの広さで人工約500万人、山岳地帯が多

く温暖なヨーロッパ有数のリゾート地でした。

朝のミーティングの時に試合までのカウントダ

ウン表が提出されてスタートします。ワールド

カップ開催中のフーリガン対策は完壁でありま

して、スタッフは２枚の許可証を持たなければ

なりませんでした。

　　

ドーピングについては、試合の前、または競

技中に人為的に、または不正な方法で、運動能

力を向上させる目的のために生体にとって外来

性のなんらかの薬剤をその投与経路のいかんに

かかわらず投与すること、または上記目的のた

めに講じられたなんらかの手段を用いることを

　

「ドーピング」と考えられているわけです。で

すからドーピングはスポーツの本質的精神を否

定し、スポーツマンを競技スポーツの根本原則、
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ワールドカップイタリア大会を振り返って

すなわち、人類の発展と高貴さと全く矛盾する

興味の対象とするように操作された道具に墜落

させる。そのためにいけないといわれます、そ

して運動能力を人為的に向上させることは" May

the best man win“ という格言で適切に定義

される、健全で公正な競技の最も根本的なルー

ルに本質的に矛盾する。さらに人為的に運動能

力を向上させる目的のためにスポーツマンの生

体に化学物質を投与することは、同目的のため

に用いられる薬剤の大半がドーピングに必要な

頻度と用量で投与される場合に健康に極めて有

害であることを考えると健康な活動としてのス

ポーツの概念に矛盾する。それがひとつともう

ひとつは、F I F Aで大切と思われていますが、

さらにプロであるかアマチュアであるかにかか

わらずスポーツマンによる薬剤の乱用は青少年

のスポーツに対するイメージを傷つけ、また日

常社会のスポーツにおけるドーピングが薬剤の

使用をかきたてるという潜在的な危険性を生み

出す。そのためにドーピングを禁じているわけ

です。

　

それでは我々がドーピングコントロールをど

のようにしていたかお話いたします。試合前朝

10時までにいきまして競技場にドーピングテス

トルームを設営します。

　

ドーピングテストルー

ムは、予選リーグでは選手２名が検査対象にな

りますから選手２名とチームドクターが控える

ウェイティングルームがあり、そこには冷蔵庫

の中に水を用意しておきます。容器を渡されて

トイレで採尿するわけですが、トイレには扉が

ついておりません。

　

ドーピングテストの場合排

尿時もきびしく監視されます。奥にはシャワー

ルームがあり、水滴の落ちる音で選手に尿意を

催せるようにします。というのは90分間走り回

った後で身体の中は空っぽになっておりますか

ら採尿するのが大変なことなのです。夜の５時

と９時の試合ですから９時の試合ですと11時に

試合が終わります。すると採尿できるのが２時

間後ですから夜中の１時頃になります。それで

も採尿できない選手は、グランドに出て歩いて

会話をしながらリラックスさせるようにしまし

た。試合の前に１チーム16名の選手のリストか

ら２名を選びます。その手順は、F I F Aオフ

ィスにおいてマッチコミッショナーや私FIFA

ドクター、両チームのオフィシャル、イタリア

のドクターが集まりまして選手リストからカー

ドを引き、封筒にいれます。そして試合終了15

分前に封筒を開けまして、薬物試験への召還状

をチームドクターに渡し、選手をグランドから

ロッカールームに引き上げる前にドーピングテ

ストルームに連れていきます。選手は試合終了

後ユニフォームを交換してしまいますので、パ

ンツのナンバーで判断しておりました。選手は

さっさとロッカールームに引き上げようとしま

すから非常に腕力の必要な仕事でした。

　

ドーピ

ングテストルームではビーカーを渡し、尿を八

分目までとらせ、それを２つに分けてナンバー

を刻み込んだ容器に保存します。容器を封印し

た後、一つはローマの中央検査場ですぐ検査さ

れ、もう一つはプラスと判定されたときの再検

査用に凍結保存されます。もしプラスになった

場合は12時間以内に別の検査官によって再検査

されますが、幸い今大会ではこのようなことは

ありませんでしたのでほっとしました。大勢の

人がワールドカップを楽しんだわけですが、多

くの陰の仕事がありました。日中は各代表団と

のレセプションやパーテｆ－などもありました。

仕事の合間には、観光なども行ったわけですが、

F I F Aのスーパーバイザーは、第１に体力、

第２に語学、第３に医学の知識が必要なんだな

と感じて帰ってきました。

　

最後に医師、理学療法士、コックの数は、メ

キシコ大会が101名、今年は106名で医師やコッ

クは減り、理学療法士の数が増えていました。

また、いろいろな怪我がありましたがそれほど

≒きなものではありませんでした。早口で喋っ

てきましてお聞き苦しい点もあったかと思いま

すが、私の報告を終わります。

　

松本氏：どうもありがとうございました。ワ

ールドカップは私達にとっては大変な大会で、

１時間15分くらいで３人の方から振り返っても

らおうということ自体無理かあったかと思いま
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松本，岡田，大串，大畠

す。午前中のポスター発表にもワールドカップ

サッカーにおける得点の奪い方、アウトオブプ

レーに関する研究、テレビ放映に関する研究、

あるいはイタリア代表などということもありま

してそういう面では非常に興味があるところで

一153-

すが、ひとつにはワールドカップは私達サッカ

ー関係者にとって見本市と考えておりまして、

この中からいろいろなものをくみ取って、また

次の４年後に向けて努力しなければならないと

思っております。
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2002年ワールドカップ日本開催に向けて

座

　

長：戸

　

苅

　

晴

　

彦

　

（東

　

京

　

大

　

学）

演

　

者

　

『代表チーム、協会の立場から』

　

『プロ化責任者の立場から』

　

『指導者の立場から』

　

戸苅氏：最初に演者を紹介したいと思います。

代表監督横山兼三さん、日本リーグ総務主事川

渕三郎さん、大阪商業大学上田亮三郎さんをお

招きいたしまして「2002年ワールドカップ日本

開催に向けて」というテーマでディスカッショ

ンをしていきます。まず最初に主旨説明をいた

します。このテーマは非常に大きくてサ､り

医科学研究会で取り上げるには適切かどうかと

いう意見もありましたが、日本のサッカー界全

体、選手はもちろん指導者、審判、研究者、協

会関係者が一丸となって向かわなければならな

い問題なので、ここで取り上げることにしまし

た。

　

2002年開催までの経緯を振り返りますと、

1986年６月ワールドカップメキシコ大会の時に、

1998年のワールドカップはアジアで開催しよう

という話があり、それに対して日本はF I F A

に開催の条件等を打診したのがきっかけです。

そして、1988年に2002年ワールドカップ日本大

会の基本構想が日本協会から出され、1989年に

入り、正式にF I F Aに開催の申し込みをしま

した。1990年のイタリア大会の時のＦＩＦＡの

総会では「2002年ワールドカップ日本大会」の

パンフレットも配布され、宣伝活動に入ったと

いうことです。本年、電通の協力を得て準備委

員事務局が発足し、広報活動などの具体的な活

動に入っているのが現状であります。このよう

な経緯をふまえてそれぞれの立場から御意見を

伺い、その後ディスカッションをしていきたい

と思います。それぞれ10分前後ということでお

話をいただきたいと思います。それでは横山兼

三さんからお願いします。

三
郎
郎

　
　

三

兼
三
亮

山
淵
田

横
川
上
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（日本代表チーム監督）

（日本サッカーリーグ）

（大阪商業大学）

　

横山氏:2002年に向けてどのような強化をし

ていったらよいかということですが、いいチー

ム、いい選手というのはいい素材をいい環境の

中に入れこむというのが条件だと思います。い

い環境という中にはハードな問題とソフトな問

題の２つがあります。 2002年ということでｎ年

先と長期の展望ですが、2002年のチームという

のは20～30歳で作られるのではないでしょうか。

16歳から日の丸チームがありますが、今16歳く

らいの選手はベテランになるころでしょう。9、

10歳の子供達についてはいい素材を取り上げて

いく事で今年から各大会、組織的には各県に少

年のトレーニングセンターを作り、そこからい

い素材を発掘していく。また、体力テストを通

じて肉体的にいい選手というものを長期的にみ

ていく。

　

ということをやっていきたいなと思い

ます。そして、各県のトレセン、９地域に集め

られた優秀な選手を中央に集め、14歳くらいか

ら特別な時、たとえば学校教育との兼ね合いで

夏、冬、春休みなど限られた時間になりますが、

正しい基礎トレーニングや国際感覚、国際レベ

ルのトレーニングをやっていく必要があるので

はないかと思います。ジュニアユースといわれ

る16歳以上の選手達は、相当きびしいトレーニ

ングをしなくてはなりません。今、日本のサッ

カーの中でしたたかさがかけているので、こう

いうものを身につけていくには国際試合や海外

遠征も数多くやる必要があると考えます。

　

2002年に向かって長期にわだっての強化は、

代表に選ばれてそこでやっているだけでは決し

て強くならず、単独チームの日頃の強化がなく

ては絶対に強くはならないと思います。そうい
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うことを含めてプロという組織が出来ていく事

が日本のサッカーの将来に大きな役割を果たす

のではないかと思っております。

　

組織を作り強化をやっていく段階で非常に大

きな問題は、子供達の学校との関わりの問題が

あります。日本リーグでは国内スケジュールと

の調整がかなり大きな問題となります。学校と

の問題の解決のひとつとして「移動教育」とい

うものがあげられます。移動教育とは合宿や遠

征に先生方も一緒に行ってもらい、そこで学業

のフォローをしてもらう制度で、この制度がで

きあがれば学校でやる以上に成果の上がる教科

も出てくるのではないでしょうか。ぜひ文部省

で検討してもらい、学業も一生懸命やり、サッ

カーも本格的なトレーニングをやっていくとい

うやり方を2002年に向けてとっていきたいと思

っております。

　

戸苅氏：日本代表の監督や強化の中心として

活躍されているわけですが、2002年に向けて長

期的な展望にたって選手強化を考えていかなけ

ればなりません。 2002年には現在9、10才の年

齢が中心的なメンバーになるであろう。その間

には学業との問題があって、移動教育という聞

きなれない言葉も出てきました。どうもありが

とうございました。続きましてプロ検討委員会

のヘッドとしてご活躍である川渕さんよろしく

お願いいたします。

　

川渕氏：どのようなチームがプロになるのか

関心が高いと思われますが、これは後日発表さ

れます。 2002年ワールドカップ日本開催が話題

の中心ですが、当然強い代表チームを作らなけ

ればならない。そのための土壌としてプロのチ

ームを作っていこうということでプロ化を進め

ようということでは必ずしもありません。プロ

化の意義をお話したいと思います。第一はスポ

ーツ文化としてのサッカーの振興を目指します。

現在の日本リーグなどのチームは、企業の福利

厚生の一環の活動として行われていて、この限

りにおいては日本のサッカーの発展はないと考

えられます。企業スポーツから市民スポーツに

脱皮していくことを理想としています。第二は

日本サッカーの強化と発展、日本のサッカーを

活性化しオリンピックやワールドカップに常時

出場できるレベルにまで実力を高め、日本にお

けるサッカーのステータスを向上させる。第三

は選手、指導者の地位の向上やトップレベルの

選手、指導者に対しやりがいのある場を提供し、

その社会的地位を高めていく、要するに選手、

指導者の意識革命をする事によって強い日本の

サヽヽＪカーを作っていこうということです。第四

は競技場などのフランチャイズ環境の整備、市

民スポーツの場を提供する。一以上の４点をプロ

化設立の主旨に掲げております。

　

日本リーグのチームがそのままプロになるの

ではなくて、画期的なヨーロッパのクラブ組織

的なものを将来ひとつの夢、理想として実現さ

せ、日本のスポーツ界に風穴をあけようとして

います。日本にかつてない市民運動の場を開く

べく企業の理解と賛同を得ながら、そういうも

のを作っていこうというのが今度のプロ化の最

大の主旨です。

　

最終的に決まる段階の話では、一番の問題は

フランチャイズをどうするのかということです。

フランチャイズにふさわしい15, 000人の観客を

収容でき、ナイター設備を持ったスタジアムが

あるのか無いのか。そのためにはその地方の行

政の賛同がなければならないし、市民レベルで

の地域サッカー協会の全面的協力、そしてその

チームがそこでやっていこうという強い意志の

三位一体が出来て初めてプロ化が出来るという

ことです。現在、10チーム中４チームがチーム

名に企業名を取り払っています。プロ化のため

に100億かけてサッカー専用のグランドを作るチ

ームもあり、サヽｊカーのプロ化はそのチームさ

え強くすればいいのではなくて、日本の中にサ

ッカーの文化をスポーツ文化として、みんなと

一緒に広げていくんだということでプロ化は進

んでいるんだという理解をしていただきたいと

思います。

　

戸苅氏：プロ化については、2002年のワール

ドカップ日本開催に向けてばかりではなくサッ

カーの活性化を図ろうという主旨で行われてい
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ることがわかり、行政ばかりでなく市民レベル

でもっと盛り上げなければならない問題である

と感じました。後ほどプロ化について質問等が

あると思います。それでは、最後に上田先生お

願いいたします。関西からわざわざ出向いてい

ただきたくさん話をしたいことがあると思いま

すが、10分程度にまとめてお願いいたします。

　

上田氏：現場サイドという立場でお話しした

いと思います。３つのテーマが与えられており

まして、はじめにサッカーの組織をどうするの

か、２番目に施設をどのように整えていくのか。

次に強い代表チームをどのように作っていくか

ということで広く浅くお話しします。最初に組

織についてですが、現在の日本のサッカーのチ

ームの組織は、社会人サッカー、学校教育を中

心としたサッカー、クラブ中心のサッカーの３

つに分けられます。これらのサッカーがプロ化

に向けてどのように変わっていくのか、またど

のように変わっていくべきなのでしょうか。学

校教育を中心としたサッカーやクラブ中心のサ

ッカーはあまり変わらないと思いますが、社会

人サッカーの構造は変わっていくと思います。

日本リーグのチームでプロ化においていかれた

20数チームをどういう形で残していくかという

ことが大きなポイントになるでしょう。プロチ

ームは10チームでスタートしますが、私は16～

18チームくらいが最終的にプロとなることが望

ましいと考えています。なぜならば、今、日本

リーグは１部２部合わせて30数チームあります

が、30数チームあることにプラス日本の高校の

チームが約4000、大学チームが約430、そこか

らいい選手が育っていくがさらにその底辺であ

る中学生や少年サッカーにもたくさんのサッカ

ー人口がいて、それら若い子供達の受け皿がど

こにどれくらいあるのかということが今からサ

ッカーをより国民スポーツとして根強くしてい

く力になるようにしなくてはなりません。さら

に、プロ野球と比較してみるとプロ野球は毎日

でもできますが、サヽヽ､カーの場合は週２回が限

度であります。そういうことからしても10チー

ムでは少なく、16～18チームくらいまで将来の
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展望として考えていただきたい。

　

第２点として、残された日本リーグをどれだ

け魅力のあるものにしていくかということがプ

ロ化を成功させる大きなボイントになるだろう

と思います。日本リーグとプロリーグを１つの

ものとして同じ土俵で運営していくことが魅力

あるものにしていく１つの方法ではないでしょ

うか。

　

もう１つの考え方としては、日本リーグ

とプロリーグを全く別のシーズンにしてしまう。

しかしこの場合は、代表チームの強化というこ

とがスヶジュール的に難しくなってくると思い

ます。魅力ある日本リーグをどのように運営し

ていくのかということもまた大きなポイントで

しょう。

　

３番目に入れ替え制度をプロに設けるか、設

けないかということも大きな問題でしょう。当

初の14、16チームくらいでは必要ないでしょう

が、年々チーム数が増えていく中では今のプロ

野球のようにアマチ_｡アとの区別をするうえで

も入れ替え制度は必要でしょう。

　

４番目に素材の発掘ということで、学校教育

の中のサッカーというものをもっといい形に活

用していくこともポイントのひとつと考えます。

　

２番目の施設をどのようにするのかというこ

とについては、サッカー場をＡ級とＢ級に分け

てみますと、５万人以上収容でき、ナイター設

備があるＡ級は国立競技場やユニバーシアード

で使用された神戸のグランド、広島のアジア大

会で使用されるグランドなどすでに４つはあり

ます。将来は札幌、仙台、首都圏に最低２つ、

名古屋、関西に２つ、広島、博多と最低９つの

Ａ級グランドが必要でしょうが、もうすでに４

つのグランドがありますから大いに可能性はあ

ります。それよりひしろ必要なのは1:万人前後

収容できるＢ級のグランドをいかに多く建設す

るかということでしょう。プロ化とサッカーの

施設という面で考えてみたときに、プロのチー

ムが公共の施設を使うよりも、プロの施設とし

て専用のグランドを持つということを基本とす

べきだと思います。その理由として観るスポー

ツから全体に行うスポーツへと変わっていく傾
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向かあり、市民スポーツのパワーがまた一方で

強くなってきていますから、プロはプロのグラ

ンドを使うという意識が大切でしょう。

　

強い代表チームをどのように作っていくかに

ついては、ひとつは素材の発掘と育成があげら

れます。現在ユース、ジュニアチーム、全日本

の３つの代表がありますが、それぞれの代表チ

ームがアジアでの優勝、いわゆる勝負を狙って

いるということに問題があるでしょう。まずユ

ースの段階では、その時点ではいい素材の発掘

を、そしていい素材にいいチャンス・刺激を与

えることが第一の目標にすべきではないかと考

えます。ジュニアチームの狙いとしては、勝つ

ことよりも長所を伸ばして佃陛のある選手作り

をしていく所に狙いをしぼり、全日本には勝負

にかけてもらうという目的をはっきり出すこと

が大きな課題になると思います。それと同時に

指導者の問題があります。ユースのいい素材を

発掘するには、ここにこそ大ベテランの指導者

が就くべきではないかと考えます。具体的には、

最低15～20年の指導者としてのキャリアがあり、

チャンピオンのチームを作った経験のある指導

者がユースを担当するのがベストだと思います。

ジュニアのチームの指導者はどれだけの経験を

もって、どれだけ見る目があるかということが

大事ではないかと考えます。選手を中央に集め

るのではなく、各チームに出向くように指導の

パターンや考え方を変えてみる必要があるでし

ょう。指導上の問題では、指導者にとって何が

いちばん大切なのか全体で考え直す必要が考え

られます。大切な要素は、自分の受け持ったチ

ームを何とか一人前にしてやろうという情熱の

強い人、人をどれだけ引きつける魅力をもって

いるか、一見不可能に見えることに対して挑戦

していく気持ちの強い人、一貫性を備えた人、

勇気と決断力を持った人以上最低５つのことを

持ち合わせた指導者作りが必要でしょう。これ

らの集積が日本のサッカー強化につながるだろ

うと思います。

　

プロ化に対して選手への対応の問題があり、

選手の年俸をどのくらいにすべきなのか、専属

の施設は持てるのか、ナイター設備を完備でき

るのか、まだ多くの大きな問題があるでしょう。

しかし、サッカーのプロ化が2002年ワールドカ

ップ開催に非常に大きな影響力を持っているこ

とは事実であります。

　

戸苅氏:2002年ワールドカップ日本開催に向

けてということを念頭におきまして、それに一

番影響力のあるプロ化につきましていろいろな

問題を幅広く御指摘いただきました。ところで

上田先生からも疑問点がいくつかありましたの

で、最初にシンポジストのお三方のなかで食い

違っているところやはっきりしていなかったと

ころを話し合っていただきたいと思います。そ

こで私のほうでコントロールしたいと思います。

プロ化に関してプロを頂点にしてどういう組織

をお考えなのか川渕さんからお考えをお聞かせ

ください。

　

川渕氏：上田先生のご指摘されたことはまっ

たく同意見で、プロ化に向けてそのように進め

ております。まずプロチームの数ですが、将来

的には16チームを理想としております。入れ替

え制については、とりあえず16チームになるま

では行わない、ただしチームの強化、観客動員

その他プロとして望ましくない場合は行政指導

の後降格せざるをえないと考えております。日

本リーグに関してはトップから下位のチームま

で一本化でいきたいと思っております。残りの

18チームについては１部２部、あるいは東西の

地域に分ける等は残された当該チームと協会が

話し合って組織のあり方を検討していきたいと

思っております。組織の流れは今とまったく変

わりません。また、プロになるかは１、２位は

まったく関係なく。その中でプロを目指したチ

ームが観客動員、チームの実力、フランチャイ

ズなどプロとして値するチームを複数昇格して

いきたいと思っております。施設に関しては、

行政の理解がまず必要で、将来専属の施設を使

っていければよいと思っております。ナイター

設備等に関してもサヽパワーの試合は、「芝生の

青い時期にナイターで観客がいっぱい」という

のが一番いい環境なので、そういったいい環境
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作りも進めようとしております。

　

戸苅氏：川渕さんからブロ化を考えた場合に

出てくる組織や施設の問題が出されましたが、

強化の面からいくつかの疑問点があると思いま

す。特に学校教育の中で行われているスポーツ

との問題点、たとえば移動教育やスヶジュール

のつけあわせ等があると思いますが、川渕さん

はいかがお考えでしょうか。

　

川渕氏：プロチームヘの参加資格は、ファー

ムを含めて２種３種４種のチームを持つことを

義務づけております。今の学校教育と桔抗する

ような部分もあるのですが、共存共栄というこ

とで選択肢が増えたという位置づけで良いので

はないでしょうか。また指導者に関しましては、

各チームは指導の一貫制を大前提としておりま

すので、各地方の密着の度合いによって指導の

要請があれば指導者の派遣ができ、学校教育の

中にも積極果敢にでていけば選手がＯＢとなっ

ても指導する機会が増えると思われます。

　

戸苅氏：上田先生、先ほど学校スポーツの中

にもっと良い形ができないかとおっしゃってお

りましたが、具体的にご意見があればお願いし

ます。

　

上田氏：現場サイドにおりまして私もユニバ

ーシアードの監督をやらせていただきまして、

国内のスケジュールと国際スケジュールが重な

りましたときに現場の監督さんにどれだけ配慮

していただくか非常に難しい問題です。原則的

に学生は休みに強化するべきであると思います。

しかしそれでは世界のサッカーについていけな

い事情になります。そういう時にすばらしい素

材を持った高校や大学に指導者が巡回していく
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ようにすることで、選手ぽかりでなくその現場

の指導者が成長することができると思います。

　

戸苅氏：横山さん、先ほど休みの時だけ集め

て強化するとおっしゃっておりましたが、その

程度では強化は難しいのではないかと思います

が、なんとかなるのでしょうか。

　

横山氏：休みの時だけということではなくて、

休みをフルに活用してという意味あいですが、

各チームの利害もあり国内のスケジュールを調

整するにも問題があります。それを考えますと

上田先生のお考えのように指導者が巡回する指

導も良いかと思いますが、しかし選手を中央に

集めて一つのチームの中に入れてレベルの高い

連中の中でトレーニングするということで、さ

らに技量が上がってかなり大きな力になると思

います。そういうことで、最終的には学校やク

ラブのスケジュールからは代表選手は抜いてい

ただかなければならないと考えております。

　

戸苅氏：フロアーからもできるだけ多くの意

見を伺いたいと思いますが、最後に上田先生が

ユース、ジュニア、代表チームそれぞれ段階を

考えて指導していく必要があるというお考えで

したが、その点について横山さんいかがでしょ

うか。

　

横山氏：素材の発掘と大会がある以上は勝ち

にいくというこの２つの狙いが非常に重要であ

ると思います。

　

戸苅氏：指導に関して川渕さんの意見はいか

がでしょうか。

　

川渕氏：基本的には上田先生の考え方でいい

のではないでしょうか。
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